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  プロローグ

  

  　静岡県天あま松まつ市の郊外に正義の味方が出るという[image: ]うわさが市内の一部に広まったのは、ミズギーズピンクこと茅かや沼ぬま瑞みず穂ほが右腕の骨折という大怪け我がをしてからさほど日が経たっていない頃だった。

  　茅沼が襲われて以降、競泳戦隊ミズギーズの活動は中断していたから、[image: ]になっているのが別のグループ、もしくは個人であるのは明白だ。

  　[image: ]を聞きつけたブラック司令──水泳部顧問の虎こ杖じよう浜はま御み崎さき──は[image: ]の出で所どころを探ろうとして、知り合いの刑事がいる警察署を訪ねた。

  　ところが、[image: ]になっている正義の味方の正体は警察でも把握していなかった。

  　逆に、

  「本当にこれは君たちではないのか？」

  　と訊きかれたほどだ。

  （なるほど。警察内部でもわたしらのことだと思っている奴やつがいるわけか）

  　と思った虎杖浜は、その問いかけに対して、

  「我々ではありませんよ」

  　と答え、警察が摑つかんでいる情報の提供を求めた。

  　彼は幾いくつかの目撃証言を教えてくれた。

  　それらをまとめると、[image: ]になっている正義の味方の特徴は以下のようになる。

  

  ・複数人で構成されている。

  ・活動時間は夜間から深夜に限定される。

  ・いずれもが水着を着ている。

  ・夜のこと、暗くてよくわからないが、着ている水着は競泳水着ではないようだ。

  ・そのボディラインから、いずれもが女性のように思える。

  ・人間離れした怪力、または動きを見せる。



  ・一般市民が危険な目に遭あっているとき、いずこからともなく疾はや風てのように現れて疾風のように去っていく。


  

  「なるほど、我々と同じようなことをしているのか。これなら、あなた方警察が競泳戦隊かと思うのも無理はない」

  　地味な色合いのジャケットにタイトなスカートを穿はいた虎杖浜は、応接室で向かい合った制服姿の刑事に皮肉の笑みを浮かべてそう言った。

  　相手は難しい顔を崩さないまま、鋭い目を虎杖浜に向けた。

  「つまり、君たちのような特別な能力を持ったグループが、君たちの他ほかに少なくとももう一つあるということになるわけだ」

  「そうなりますね」

  「ちょっと信じ難がたいんだがね」

  「たしかにね」

  　と頷うなずいた虎こ杖じよう浜はまは、ですが、と言って肩を竦すくめてみせた。

  「元々、あの水着は誰が作ったのかもわからない代しろ物ものですから、同じような物が別に存在していても驚きはしませんよ」

  「我々としても違法な行為をしている者を適度に懲こらしめるくらいなら、それほど目くじらを立てるつもりもないのだがな」

  「その言い方ですと……何か問題があると？」

  　刑事は眉み間けんの皺しわを深くした。

  「やり過ぎなのだよ。駐車違反をしているからといって車を破壊したり、立ち小便したからといって鉄てつ拳けん制裁を加えたりするのは不ま味ずい。市民の中には快かい哉さいを叫んでいる者もいるようだが、さすがにそこまでやられると警察としても黙って見ているわけにはいかないのでね。君たちの仕し業わざなら控えるよう注意しておこうと思っていたんだが」

  「我々の仕業ではありませんよ。前にも言いましたけど、うちの隊員が一人、襲われて怪け我がをしたので、今は開店休業中ですから」

  「知り合いでもないんだね？」

  　と訊きく男の目には、いかにも警察官という油断のならない光が浮かんでいる。

  「違います。もし知ってる相手なら、うちの茅かや沼ぬまの仇かたき討ちに乗り込んでるところです」

  「だが、相手は君たちのことを知っている」

  「知ってますね。そこが少し困ったところといいますか、不愉快なところといいますか」

  　虎杖浜は小さくため息を吐ついた。

  「後出しジャンケンに負けたような気分ですよ。どこかインチキ臭い……」

  「君たちが襲われたということは、相手は君たちに何か含むものがあるということか」

  「どうなんですかね。そういう見方もできますが」

  「ということは、もう一度、接触があるかもしれない」

  「かもしれません」

  「どうするつもりだね？」

  「さて、どうしましょうか。現状、相手が何者かわからないので、なんとも言えません。相手の正体が判明したら、その時点で考えますよ」

  　と言いつつ、虎杖浜には近いうちに相手の正体がわかるのではないかという予感があった。

  （相手がこちらと同じような方法で水着を手に入れたのなら、あいつが絡からんでると見て間違いないからな……）

  「そうか。では、何か判明したら教えてくれ。こちらも新しい手掛かりが出たら連絡する」

  　物思いに沈んでいた虎杖浜が顔を上げる。

  「ええ、わかりました」

  「もし君たちが遭遇したら」

  「したら？」

  「あまりやり過ぎないようにと釘くぎを刺しておいてくれんかね」

  　虎こ杖じよう浜はまはもう一度わざとらしく肩を竦すくめ、小さく頷うなずいた。

  「いいですよ、もちろん」
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  第１章　虎杖浜御崎は水泳部員に秘密を打ち明ける

  

  　１

  

  　天あめ乃の宮みや学院女子高等学校の合宿棟とうにある食堂兼ミーティングルーム。

  　今そこで水泳部のミーティングが行おこなわれていて、部員を集めた虎こ杖じよう浜はまが、昨日の警察訪問の結果を説明している最中だ。

  

  　三年の絵え笛ふえ美み深みキャプテン。

  　二年の茅かや沼ぬま瑞みず穂ほ。

  　一年の愛あい別べつ美み留る和わ。

  　一年の相あいの内ない美み幌ほろ。

  　一年の神楽かぐら岡おか藻も琴こと。

  

  　この五人が水泳部員にして競泳戦隊ミズギーズの隊員である。

  　右腕を怪け我がしている茅沼以外は、顧問の虎杖浜御み崎さきを含めて水着姿で椅い子すに座っている。

  

  　虎杖浜（ミズギーズブラック）の競泳水着は黒色。

  　絵笛（ミズギーズレッド）の競泳水着は赤色。

  　愛別（ミズギーズグリーン）の競泳水着は緑色。

  　相内（ミズギーズブルー）の競泳水着は青色。

  　神楽岡（ミズギーズイエロー）の競泳水着は黄色。

  

  　そんなカラフルな競泳水着に身を包んだ四人＋制服姿の茅沼──彼女も制服の下にはピンクの競泳水着を着用している──は真剣な面おも持もちで虎杖浜の説明に聞き入っていた。

  

  「……ってことだったわ」

  

  　虎杖浜が一通りの説明と報告を終えると、五人の部員はため息を吐ついたり首を捻ひねったり顔を見合わせたりしていたが、やがてキャプテンの絵笛美深が虎杖浜に向かって小さく手を挙げ、質問があるという意思表示をした。

  「なんだ、絵笛レツド？」

  「得られた情報を踏まえて、わたしたちはこれからどう動くのですか？　あるいは動かないのですか？」

  「うん、ミズギーズの活動は再開しようと思ってる」

  「あ、そうなんですね」

  「でもさぁ司令、相手のことが何もわからないのに、再開して平気なの？」

  　と愛あい別べつが訊きいた。

  「どうやら相手の狙ねらいはわたしらに危害を加えることではないようだからな」

  　と虎こ杖じよう浜はまが答こたえると、愛別はよくわからないという顔で首を捻ひねった。

  「どうしてそう思うの？」

  「わたしらと同じような活動をしているからさ。つまり、連中はもう一つの競泳戦隊だと考えていいだろう。あぁいや、競泳戦隊じゃないみたいだけどな」

  「どういうこと？」

  「これは未確認情報なんだが、連中が着ている水着は競きよう水すいじゃなくてスク水みずじゃないかという目撃証言があったんだと」

  「スク水!?」

  　愛別が目を剝むいた。

  「今度はスク水なのかぁ。ますますわけがわからなくなってきた感じ」

  「曖あい昧まいな証言ですね。暗かったから視し認にんできなかったということですか？」

  　絵え笛ふえがそう訊くと虎杖浜は、それもあるが、と応える。

  「水泳に無縁な人にしてみたら、ぱっと見、それが競水なのかスク水なのかなんて、わからないんじゃないか？」

  「あぁ……そうかもしれないですね」

  「おまえらだって、そのＭエムＳエスがザクなのかグフなのかなんてわからないだろ。それと同じようなもんだよ」

  　得意げな顔で虎杖浜がそう言うと、相あいの内ないがぼそりとツッコんできた。

  「今ここでそんな喩たとえを持ち出す先生の感性がいちばんわからないわ」

  「なんでだよ!?　凄すごくわかり易やすい喩えだろ！」

  「どこがかしら？」

  　すると愛別が横から口を出してきた。

  「はぁい、司令、質問。ＳＭって何？　サドとマゾ？」

  「違うよ。ＭＳだよ。モビルスーツのことだよ。おまえロボ好ずきなんだろ？」

  「ああ、そっちかぁ。司令がいきなりエムとかエスとか言い出したら、ＳＭかと思うじゃん」

  「思うな、そんなこと！」

  「ザクとかグフとかって、喩えが古すぎ～～」

  「もっと新しいほうがいいのか？　じゃあ、そうだな、ミクとグミの歌声の違いなんか、おまえらにはわからないだろ、とかか？」

  　今度は茅かや沼ぬまが口を出してきた。

  「ミクとグミくらい聴き分けられますよぉ」

  「なんだと!?　怪け我が人のくせして偉そうに」

  「ボカロの歌を聴くのと怪我してるかどうかは関係ないと思いますけどぉ」

  「ミクってなぁに、司令？」

  「そんなことも知らないのか。ミクってのはだなぁ……」

  「ミクとアペンドミクだって、ちゃんと聴き分けられますって」

  「どうしてＭＳの次の喩たとえがボカロなのかしら。司令の感性は決定的に、確定的に、官能的に、おかしいわ」

  　次第に収しゆう拾しゆうがつかなくなってきた。

  「というか、最後のが意味不明なんですけど」

  　藻も琴ことは相あいの内ないのツッコミに対してさらにツッコミを重ねてみたが、呟つぶやきにも等しい小声だったので誰からも注目されなかった。もっとも、注目されたからといって、その場の状況が改善されることもないだろうが。

  　新入りの藻琴としては、こういうとき、どう対応すればいいのかがわからない。右を見たり左を見たりして声をかけるタイミングを計っているうちに、みんなから置いてけぼりを食らうのはいつものことだった。

  　すると、場の争乱から一人距離を置いていた絵え笛ふえが静かな声で口を挟はさんできた。

  「それで？」

  　ツッコんだりツッコまれたりしていた虎こ杖じよう浜はま、茅かや沼ぬま、愛あい別べつ、相内の四人がぴくりと動きを止めた。

  　正確には口の動きを止めた。

  　四人がそっと首を巡らせる。

  　四人だけでなく、藻琴も。

  　絵笛はこめかみに青筋を浮かび上がらせながら微ほほ笑えんでいた。

  「そ、れ、で？　司令はいったい何を言いたかったのかしら？　練習中のわたしたちに集合をかけておいて」

  　笑顔なのに怖かった。

  　むしろ笑顔なのが怖かった。

  「まさか、仮面ライダーやポーカーロイドの話をしたかったのではないですよね？」

  　間違っている。

  　大きく間違っている。

  　絶望的な勘違いをなさっている。

  　けれどツッコむ者は誰もいなかった。

  「あいややや、もちろんそんな話をしたかったわけじゃない」

  　絵え笛ふえに向かって掌てのひらを振った虎こ杖じよう浜はまだが、直すぐにさりげなく視線を絵笛から茅かや沼ぬまや愛あい別べつのほうに向け、小声で言った。

  「おまえらが変な話を始めたせいで絵笛レツドに怒られちゃったじゃないか！」

  　どちらが先生なのかわからない言い草だった。

  「わたしたちのせいじゃないのに～～」

  　愛別が頰ほおを膨ふくらませて不満そうな意を表わしたが、茅沼は絵笛に向かって頭を下げた。

  「ごめん、キャプテン」

  「ごめんなさい」

  　相あいの内ないまで謝っていた。

  　こういう流れになると、わたし無関係ですからと知らん顔のできない藻も琴ことである。

  「あの、す、すみませんでした」

  　何も悪いことなどしていないのに、周囲に流され謝ることになるのも、藻琴の得意技（？）の一つだった。

  （っていうか、キャプテン、本気で怖いし）

  　会社の社長より専務や常務のほうが実力者だったというようなパターンは、実社会では割りとありそうだが、藻琴はこの部活における虎杖浜と絵笛キャプテンの関係がそれに近いのではないかという気がしてならなかった。

  　本当の実力者にして水泳部の陰の支配者。

  　そんな形容は絵笛キャプテンにこそ相応ふさわしい。

  「わかってもらえて嬉うれしいわ」

  　真のラスボスは、これ以上ないという笑顔で笑った。

  「では、肝心の話を続けてください、司令」

  「わかりましたっ」

  　虎杖浜が絵笛に向かって敬礼をしてみせた。

  　なんというか、凄すごく二人の関係性がよく表われたシーンだった。

  

  　２

  

  「いや、だからな」

  　虎杖浜は戯おどけた調子を消し、いつもの態度に戻った。

  　それが合図だったのか、他ほかの部員たちも、ふっと体の力を抜いた。

  「相手がわたしらを狙ねらっているわけじゃないなら、いつまでも活動を休止してなくてもいいだろうって話さ」

  　虎杖浜がそう言うと、でも司令、と絵笛が訊きいてきた。

  「そうすると、茅かや沼ぬまさん……ミズギーズピンクが襲われたのはどうしてなんですか？」

  「さてな。どうしてかは今の段階じゃわからないけど、例えば……そうだな、こっちの実力を測ってみたかったとか？」

  　そう言って虎こ杖じよう浜はまが茅沼の顔を見る。

  　絵え笛ふえも茅沼のほうに顔を巡らせたので、藻も琴こともつられて茅沼に視線を向けた。

  　藻琴だけでなく、愛あい別べつも相あいの内ないも茅沼に視線を向けている。

  　茅沼は視線の集中砲火を浴びる形になってしまった。

  「えっと～～、どうだったかなぁ」

  　と首を捻ひねっていた茅沼だが。

  「そう言われると……たしかに相手は『どうした、その程度なのか？』みたいなことを言っていたかもしれないなぁ」

  　茅沼の言葉に、愛別が、あ！　と反応した。

  「どうした、愛別グリーン？」

  　と虎杖浜が訊きくと。

  「いやほら、それって、敵だけどライバルっていうキャラのセリフっぽいなぁって」

  （え？　そうなんで……しょうか？）

  　藻琴が内心で首を捻っていると。

  「ああ、たしかにな」

  （そして先生は肯定しちゃうんですか!?）

  「だからといって安全だとは限らないんだけどな。少なくとも正体不明の敵との全面戦争にはならなさそうだろ」

  「……でしょうか」

  　と言う絵笛キャプテンの顔には、まだ少しだけ不安の翳かげが差している。

  「だから油断をしちゃいけないが、ミズギーズだって正義の戦隊なんだ、いつまでも逃げ隠れしてるわけにもいかないだろ。とくに、正体不明のそいつらが正義の活動をしてるなんて聞かされたら、余計にな。本家としての意地がある」

  「そうなると、司令」

  「なんだ、相内ブルー」

  「わたしたちの水着と同様の、あるいは同等の、超科学的といえるレベルの水着を着た正義の戦隊が少なくとももう一つ存在するということになるわ」

  「なるな」

  「相手は、そんな水着をどうやって手に入れたのか不思議だわ」

  　今度は全員の目が虎杖浜に向いた。

  「あ～～」

  　虎こ杖じよう浜はまは視線を天井に向け、ぽりぽりと頭を搔かいた。

  「じつはおまえらに言ってなかったことがある」

  「そうじゃないかと思ったわ」

  　と相あいの内ないが頷うなずいた。

  「ってことは、司令、自分たちに噓うそを吐ついてたの？」

  「間違えるなよ、愛別グリーン。噓を吐いてたわけじゃない。本当のことを言ったら混乱を起こすから、情報に少しばかり修正を加えていただけだ」

  「う～～、屁へ理り屈くつだぁ」

  　愛あい別べつがいかにも不服そうに頰ほおを膨ふくらませた。

  （愛別さんて表情がわかり易やすい女子だなぁ。隠し事とかできなさそう。でも、それって、逆に言うと、凄すごく芯しんが強いってことだよねぇ）

  　好こう悪おの気持ちがストレートに面おもてに出てしまえば、ときには人間関係上の軋あつ轢れきを生むだろう。なのに愛別がそれを気にしていないなら、彼女はかなり鈍にぶいのか、かなり強いのかのどちらかだと藻も琴ことは思う。あるいは、その両方なのか。いずれにしても、ちょっと羨うらやましいと思ってしまう藻琴だった。

  　相内も鋼鉄のような強いメンタルを持っているし、絵え笛ふえや茅かや沼ぬまもしっかりとした自分を持っているように見える。自分に自信がなければできないことで、自分に自信が持てない藻琴には永遠に辿たどり着けない境地のように思える。

  　憧あこがれもするし羨ましくもあるが、今さら性格を変えることはできない。

  　心理学の専門家に指導を受けてメンタルトレーニングでもすれば、性格だって多少は直せるのかもしれないが、そんな専門家に心当たりなどないし、あったとしてもトレーニングを頼めるようなお金もない。

  　である以上、変えるなら自分でなんとかするしかないのだが、変える方法がわからないから、藻琴はもう自分の性格に関しては諦あきらめている。

  　それでも藻琴は、こうして精神的に強い人たちと一緒にいれば、つき合っていれば、少しは自分も変われるのではないかという期待を抱いだいてしまう。

  　たとえ幻想だったとしても、高校生活を送る上での支えにはなってくれそうだ。

  　それだけでも水泳部に入ってよかったと思えてくる。もっとも、脱げない水着を着てしまったことでプラマイゼロになっているような気もするが。むしろマイナスのほうが大きいような気もするが。そこはもう深く考えないでおこうと諦める藻琴だった。

  「では司令、その、本当のことを教えてもらえますか」

  　絵笛キャプテンが珍しく真ま面じ目めな顔になって虎杖浜を促うながした。

  「いいよ。けど、その前にお茶を淹いれてもらおうか。少し長くなりそうだしな」

  　絵笛が一年生トリオに顔を向けてきた。

  「頼めるかしら」

  　はいと返事をして藻も琴ことが立ち上がる。

  「いま淹いれてきます、少しお待ちください」

  「自分も行くよ」

  「わたしも」

  　藻琴に続けて愛あい別べつと相あいの内ないも腰を浮かせた。

  　立ち上がった三人は小走りに給湯室へと向かった。

  

  　紅茶の入ったティーポットとティーカップ、それに砂糖やミルク、常備してあるクッキーを盛った皿などを盆ぼんに載のせて藻琴たちが戻ってくると、絵え笛ふえがにこやかな顔で迎えてくれた。

  「ご苦労様」

  　絵笛も立ち上がって、ティーカップを配るのを手伝ってくれた。

  「ゴメンねぇ」

  　右腕をギプスで固定している茅かや沼ぬまは、吊つった右腕を前後に揺さぶった。

  「気にしないで。怪け我が人は黙って座っていればいいの。それが怪我人のお仕事」

  　と言って絵笛は笑う。

  「すいませ～～ん」

  （キャプテンは人格者だなぁ。怒ると怖いけど）

  　藻琴は感心しながらクッキーを盛った皿を長ちよう卓たくの上に下ろした。

  

  　全員分のお茶が行き渡ると虎こ杖じよう浜はまが、

  「とりあえずお茶をいただこう。話はそれからだ」

  　と宣言して、しばしのお茶会が始まった。

  　のだが。

  　全員が虎杖浜の言ったことに気を取られているのだろう、いつもと違ってあまり会話は弾はずまなかった。

  　いつもなら凄すごい勢いでクッキーを口に放り込む愛別も、今日はあまり食べようとしない。

  　みんなお茶を飲みながら、ちらちらと虎杖浜のことを窺うかがっている。

  「あ～～、やり難にくいな、もう」

  　ティーカップを乱暴に受け皿に置いた虎杖浜が、

  「じゃあ、話すわ」

  　と宣言すると、部員一同、真剣な面おも持もちで虎杖浜の口許もとに視線を据すえるのだった。

  「面倒だから途中で質問とか挟はさむなよ？　質問はまとめてあとで受け付ける」

  　全員が頷うなずくと、虎杖浜はそのときのことを回想しつつ、ゆっくりと話し始めた。

  

  　３

  

  「あれは一昨年おととしの春のことだったな。つまり、教師になりたてのわたしがこの学校に勤め始めた直後の話だ。わたしが学校からマンションに戻ってくると、そいつがいたんだよ。そのときは学生時代から住んでいた、アパートに毛が生はえたレベルの三階建てマンションに部屋を借りていてな。あの日は日曜日で、ちょうど暇だったから、天あま松まつ駅まで出て買い物したり食事したりしてから部屋に戻ってきたんだ」

  「はいはい、司令！」

  　話を遮さえぎられる恰かつ好こうになり、虎こ杖じよう浜はまが嫌そうな顔で愛あい別べつを睨にらんだ。

  「なんだよ、愛別グリーン。いちいち質問するなって言っただろ」

  「いや、どうしても気になったんで」

  「何がだ」

  「天松駅で買い物とか食事とか、一人で？」

  「悪かったな！　一人でだよ！」

  　と怒鳴った虎杖浜は、少し遠い目をして天井を見上げた。

  「大学時代につき合ってた奴やつと卒業間際に別れたところでな」

  「つき合ってた男がいたんだ!?　それはビックリ！」

  「てめぇ愛別、殴なぐり殺すぞ！」

  　虎杖浜が拳こぶしを振り上げた。空手をやっていただけあって彼女の拳はとても固いのだ。

  「ひいぃぃ」

  　愛別が震え上がる。

  　彼女は引き攣つった笑みを浮かべ、阿おもねるように言った。

  「ま、まぁ、あれだよね。司令ってよく見ると美人だし、おっぱい大きいし、男の一人や二人や三人や四人、いてもおかしくないもんね」

  「とってつけたようなお世辞は要いらん」

  「す、すいませぇん」

  「っていうか、正確にはつき合ってた男ってわけじゃないんだけどな」

  　虎杖浜が呟つぶやくようにそう言うと、愛別が首を捻ひねった。

  「いや、それは今回の話には関係ないからいいんだ。とにかく部屋に戻ってきたら、そいつがマンションの前に立っていたんだよ」

  「そいつ？」

  　今度は愛別だけでなく、部員が皆、首を傾かしげた。

  「さっきも言ったけど、名ばかりのマンションだからエントランスなんて立派な物はなくて、外廊下と階段があるだけなんだけどな。だから、そいつがわたしに用があるなんて思わなくて素通りしたんだよ。っていうか、あまり関わりになりたくない恰かつ好こうをしていたんでな」

  「はいはい、司令、どんな恰好だったんですか!?」

  「いちいちうるさい奴やつだな、愛別グリーンは」

  「だって気になるもん」

  「それをこれから説明するんだろうが。いいから黙って聞いてろ」

  「うは～～い」

  「そいつはな、メイド服を着ていたんだよ。かなり本格的なデザインの。そして大きなスーツケースを携たずさえてた」

  「はいはい、司令、なんでそんな恰好してたの？」

  「だから！　これから説明するから黙って聞いてろって何回言わせんだ！　次にどうでもいい合いの手入れやがると、本当に殴なぐるぞ」

  　愛あい別べつは頭を押さえ首を竦すくめた。

  「で、話を戻すがな。そいつがメイド服を着てた理由なんか、わたしが知るわけないだろうが。そのときは、どこかの酔すい狂きようなコスプレイヤーが同じマンションに住む彼氏を訪ねてきたのかと思っただけだ」

  　虎こ杖じよう浜はまはそこで言葉を切って、小さなため息を吐ついた。

  「メイドコスの見知らぬ女が自分に用があって待ち構えてただなんて、想像もできんわ。その女は若くて美人だったが、それまで顔を見かけたことがなかったからな。全部で十二部屋しかないから、住人の顔はたいてい見知ってる。訪ねてきたはいいが、彼氏が留守で帰りを待ってるとか、そういうのだろうと思ったんだよ」

  「メイド服で、ですか？」

  　と絵え笛ふえが訊きいた。

  「そう、そこは少し気になったんだ」

  　と虎杖浜が頷うなずく。

  「メイド服でマンションの前に立ってたってことは、メイド服でそこまで歩いてきたってことだからな。ただ、彼氏がメイドマニアのオタなんだろうって考えれば、まぁそういうこともあんのかって思って深く追求しなかったんだよ。というか、そんなキモオタと、キモオタの要求にほいほいとメイド服着てくるような女とは関わりたくなかったしなぁ」

  　虎杖浜はそこで一息入れ、部員一同の顔を見回したが、今度は誰も何も言わなかった。

  「わたしが自分の部屋がある三階に行くために階段を上り始めると、そいつもあとから階段を上ってくるじゃないか。なんだ？　とは思ったが、まさかわたしに用があるとは思わないし。相手が男だったら、わたしももっと警戒していたんだろうけど、コスプレオタだとしても相手は若い女だし。どちらかというと華きや奢しやな体つきだったし、格闘技をやってるような筋肉のつき方もしてなかったし」

  　今度は茅かや沼ぬまが訊きいてきた。

  「司令が空手の有段者だとしても、そういうの、メイド服の上からでもわかるんですか？」

  「だいたいわかるよ。それに腕とかは見えてたわけだしな。とはいえ、あとから思えば、そいつに格闘技のための筋肉なんかつくはずがないんだけどな」

  　と言って、虎こ杖じよう浜はまはもったいぶった態度でティーカップを口許もとに運び、温ぬるくなった紅茶に口をつけた。

  　そうして虎杖浜は天井を見上げ、あのときのことをもう一度、回想する。

  　あそこで出会った相手と、その相手に何をされたかが彼女の脳裏に鮮明に蘇よみがえってきた。
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  第２章　虎杖浜御崎はメイド服を着たロボと遭遇した

  

  　１

  

  　階段を上った虎こ杖じよう浜はまは、三階の外廊下を歩いていちばん奥にある自室のドアの前に立った。すると、そいつもあとをついてきて、虎杖浜の背後で足を止めた。

  　虎杖浜はぎょっとして振り返った。

  　彼女の部屋は奥の角部屋だから、そこまで来たということは、そいつは他ほかの部屋に用があるのではないということになるからだ。

  　虎杖浜は隣の部屋の住人も、その隣の部屋の住人も見知っている。どちらも住人は女性だ。もう一部屋は、いま空あき部屋になっている。

  　では、住人の友人？　その可能性が皆かい無むではないものの、虎杖浜の部屋の前までついてきて、彼女の背後に立ったことで怪しさ最高潮だ。

  　振り返った虎杖浜は警戒感を隠そうともせず、その女に視線を向けた。

  　すると、メイド服を着た見知らぬ若い女性は、優雅な所しよ作さで軽く頭を下げた後、

  「失礼ですが、虎杖浜御み崎さき様でいらっしゃいますか？」

  　と訊きいてきた。

  　涼やかでいて、しかし、どこか非人間的な響きの不思議な声だった。

  「そうだけど。あんたは？」

  　胡う散さん臭いと思う感情を隠そうともせずに虎杖浜が訊き返すと、女は曲げた腰をゆっくり戻し、虎杖浜の顔を正面から見み据すえて名乗った。

  「わたくし、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、と申す者でございます」

  「は？　てつじんさい……み、も、ね？」

  「さようでございます。スチールの鉄、刃やいば、潔けつ斎さい沐もく浴よくの斎、弥生やよいの弥で弥み、茂る、神社の神職、祢ね宜ぎの祢で、鉄刃斎弥茂祢と申します」

  　虎杖浜は頭の中で言われた漢字を思い浮かべ、並べてみる。

  「……変わった名前だな」

  　という虎杖浜の感想をスルーした女は、もう一度、同じことを訊いてきた。

  「あなた様は虎杖浜御崎様でいらっしゃいますね？」

  「だとしたら？　生あい憎にくだが新聞は間に合ってるぜ？」

  「新聞の勧誘でもＮＨＫの集金でもございません。わたくし、あなた様にご用があって参上いたしました」

  「だから。どんな用なんだよ？　見ず知らずの女の用事なんて、あとは保険のセールスくらいしか思いつかないんだがな」

  「保険のセールスでもございません。もっともっと重要なお話でございます」

  （ヤバい。宗教か？）

  　虎こ杖じよう浜はまは少しビビった。

  　害がい意いこそ感じないが、相手からはどうにもふつうではない雰囲気が漂ただよい始めている。

  （けど、どこかの新しん興こう宗教に目ぇつけられるような真ま似ねをした覚えはないんだがな）

  　女がずいっと一歩進み出てきたので、虎杖浜は思わず一歩退さがってしまう。

  「少しお時間取らせていただいてもよろしゅうございますか？」

  「いや、いま忙しいんでさ、またにしてくんないか」

  　女は小首を傾かしげた。

  「お忙しいのでございますか？」

  「ああ、忙しいんだ。悪いな」

  「本日は朝から外出。天あま鉄てつで天あま松まつ駅まで移動、午前十時の開店と共に天松駅近くのデパートでウインドーショッピングを開始。とくに何も買わずに一時間ほどで近くのマスタードーナツへ移動の後、ドーナツを五個とアイスカフェオレを注文、三十分ほど滞在。その後、八や島しま屋や書店へ移動し、三十分ほど店内を物ぶつ色しよくして文庫本を二冊購こう入にゆうの後に退出。その後……」

  　淡々と今日の自分の行動を話し続ける相手の異様さに、虎杖浜は思わず女の顔に向けて掌てのひらを広げ、大声で叫んでいた。

  「だぁぁぁぁ、ちょっと待てぇぇぇ！」

  「はい？　何か？」

  「な、な、なんでおまえがそんなことを知ってるんだっ!?」

  「あとをつけていたからでございますが、何か？」

  「聞くまでもないでしょう的な澄まし顔で何さらっと犯罪紛まがいの行為を暴ばく露ろしてやがるんだ、おまえは！」

  　怒ど気きを浮かべてツッコむ虎杖浜に対して、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねはあくまで冷静に返してきた。

  「じつは今朝方、ここをお訪ねしたのでございます。ところがあなた様は出かけていくところでして、声をかけそびれてしまいました。ですので、どこかで声をかけるチャンスを摑つかもうと思いまして、それであとをつけさせていただいたのでございますが、最も寄より駅を下りたところでご自宅に戻られると確信いたしましたので、こうして先回りさせていただきました」

  「だっ、だから！　わたしになんの用があるんだよ!?　どうして見ず知らずの女が、わたしのあとをつけてまで話をしようとするんだ!?」

  　鉄刃斎弥茂祢は軽く腰を曲げて上体を乗り出し、顔を虎杖浜に近づけてきた。

  （あ、改めて近くで見ると、人間離れした端整な顔立ちだな、こいつ。顔の造作だけじゃなく、肌とか、もの凄すごく綺き麗れいじゃないか……って、そんなことに感心してる場合じゃねえ）

  「それほど重要なお話がある、ということでございます」

  「あぁぁ、そそそ、そう、なん、だ？」

  「はい、さようでございます。今後のあなた様の人生を左右するほどの、いえ、もしかすると日本の将来を、地球の未来を左右しかねない、それほどの重大事でございます」

  （ヤバい。ヤバ過ぎるだろ、こいつ。宗教どころか、なんか毒電波系来ちゃったよ）

  　虎こ杖じよう浜はまは逃げ場を探すように辺りに目を配る。

  　しかし、虎杖浜がいるのは三階の外廊下の最さい奥おうだ。

  　目の前には女が立っていて、彼女の傍かたわらには大きなスーツケースが置かれているから、脇わきをすり抜けるのは難しい。

  　かといって、三階から跳び下りる度胸は、さすがの虎杖浜にもなかった。

  　となれば、女を強制的に排除するしかないわけだが。

  　大学時代に水泳だけでなく空手もやっていた虎杖浜なら、そう難しいことではない。むしろ強く突いたり押したりして転倒させないように気をつけなくてはならない。

  「あ～～、悪いな、急用を思い出した。わたし、行かなくちゃ。また今度な」

  　右腕を伸ばした虎杖浜は、相手の体を軽く押す。それで彼女、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねの体は建物側に押しつけられるはずだった。

  　ところが。

  　ビクともしなかった。

  　彼女の体は一ミリたりとも動かなかった。

  （なっっっ？　なんだ、こいつ!?　まるで相撲すもう取りを押してるみたいな……）

  　実際に相撲取りを押したことはないので、それは単なる喩たとえというか想像だったが、虎杖浜は狼狽うろたえ混乱していた。

  　相手はほっそりとした体つきの若い女性。背はそれなりに高いが、虎杖浜よりは低いから、体重は五十キロもないだろう。

  　一方の虎杖浜は身長が百七十センチ以上あって、体重も五十キロはある。しかも彼女は水泳と空手をやっていたから、腕っ節も強い。

  　ふつうに押しただけで相手は下がるはずだ。

  　それなのに、虎杖浜に押されてビクともしないというのはおかしい。

  　決定的におかしい。

  　虎杖浜の額に嫌な汗が浮かんできた。

  　虎杖浜が次の対応を取れないでいると、鉄刃斎弥茂祢はすっと左腕を上げ、虎杖浜の右手首を摑つかんだ。

  「うっっ」

  　虎杖浜は慌あわてて腕を戻そうとしたが、腕は動かなかった。

  「なっっ？」

  　引いても押しても、相手に手首をがっちりと握られた自分の右腕が動かない。

  「困りました」

  　鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねは少し眉まゆを寄せ、そう言った。

  「できる限り穏おん便びんに、と言われておりますのに」

  　彼女が少しだけ腕に力を入れたのがわかった。

  　そう、ほんの少しだ。

  　弥茂祢の腕も体もほとんど動いていない。

  　それなのに、虎こ杖じよう浜はまの右手首に鋭い痛みが走った。

  「あっがっっ!?」

  （こっっこいつの握力、下へ手たすると百キロ近くあるぞ!?）

  　それはもうプロの格闘家並みの数字だ。

  　それほどの握力を出すには鍛きたえあげた筋肉が必要になるのに、目の前の女の腕はほっそりとしていて、そんな筋肉はどこにも見当たらない。

  　あり得ないことが目の前で起きていて、虎杖浜はわけがわからなくなった。

  「あの、できればおとなしくお話を聞いていただけると助かるのですが」

  　申し訳なさそうな表情を浮かべたまま、鉄刃斎弥茂祢は虎杖浜の右手首をがっちりと握っている。

  　空手の経験者だけに、虎杖浜は彼ひ我がの戦力を測ることができる。

  　メイド服を着た鉄刃斎弥茂祢と名乗るこの女は、虎杖浜が敵かなうような相手ではなかった。

  　かくかくかく。

  　額に脂あぶら汗を浮かべ、虎杖浜は無言で首を縦に振った。

  「では、お部屋に入れていただいてもよろしゅうございますか？」

  「い……嫌だって言ったら？」

  　弥茂祢は小首を傾かしげ、無言で左手に力を加えた。

  「んぎゃっっ！　わかったっ！　わかったからそれ以上力を入れるなっ……入れないでくださいぃっっ！　話を聞きますぅっっ」

  　目にうっすらと涙を浮かべた虎杖浜が、がくがくと首を縦に振る。

  　弥茂祢はにっこりと笑って、虎杖浜の右手首を放してくれた。

  「ありがとうございます」

  「あっ、はぁっ、ぜぃっ」

  　虎杖浜は荒い息を吐はいて、左手で右手首をさする。

  　握られていた右手首の周囲に赤い跡がついていた。

  （こ……これで全然本気じゃないだと？　こいつが本気で握ってきたら、手首が握り潰つぶされていたかも……いや、確実に潰されていたな）

  　安あん堵どの息を吐くのと同時に、体の芯しんが冷えるような恐怖も感じた。

  　華きや奢しやな体つきからは考えられない握力だった。

  （それに、あの重さ。体重が軽く百キロ以上はあるような手て応ごたえだったぞ。こいつ、いったいなんなんだ。どうしてこんなヤバい奴やつがわたしのところへ来やがったんだ）

  　虎こ杖じよう浜はまが右手首をさすりながらそんなことを考えていると。

  「では、お部屋に上げていただいてもよろしゅうございますね。ちょっと外で立ち話、というような内容ではございませんので」

  　虎杖浜は諦てい観かんに満ちたため息を吐ついて頷うなずいた。

  「わかったよ。ちょい待って」

  　虎杖浜は左手でポシェットから鍵かぎを取り出し、鍵を鍵穴に差し込み、回した。

  　直すぐに解錠される音が聞こえた。

  　鍵をしまった虎杖浜は、左手でドアノブを握って回し、ドアを引く。

  　右手首が痛むから、すべての動作を左手で行おこなった。

  　左手でドアを支えたまま体をずらすと、虎杖浜は弥み茂も祢ねを手招いた。

  「……散らかってるけど、んじゃ、入って」

  「お邪魔いたします」

  　ひょいと室内を覗のぞき込んだ弥茂祢がぽつりと呟つぶやいた。

  「本当に散らかっておりますね」

  「ほっとけよ！」

  

  　２

  

  　虎杖浜の部屋は、玄関ドアを入って直すぐ左側に靴くつ箱が置いてあり、目の前がダイニングキッチンで、その奥に八畳ほどの広さの独立した洋室がある、いわゆる１ＤＫの間取りだった。

  　木もく目め調のダイニングテーブルの上には片付けられないまま放置されている食器や空からになったカップラーメンの容器、缶ビールの空あき缶などが乱雑に載のっていて、フローリングの床の上にはゴミの入ったゴミ袋が幾いくつも置いてある。

  「ちゃんと分別してあるよ」

  　と言い訳をしながらドアを閉めた虎杖浜が入り口脇わきにある照明のスイッチを入れると、ダイニングキッチンの全ぜん貌ぼうが蛍光灯の明かりに照らし出された。

  「床に埃ほこりが浮いておりますね。なんと申しましょうか、若い女性の一人暮らしの部屋としてはどうなのでしょうという気がいたしますが」

  「だから！　ほっとけよ！　つーかさ、そんなとこに突っ立ってないで上がって。大事な話があるんだろ？　そこにスリッパあるから」

  「さようでございますね。では、失礼いたしまして」

  　靴くつを脱いだ──ブーツだったので脱ぐのに少し時間を要した──弥み茂も祢ねは、脱いだ靴を丁てい寧ねいに玄関脇わきに置くと、スリッパを履はいてダイニングに上がった。

  　みしっと床が軋きしんだ。

  （おいおい、マジかよ。安やす普ぶ請しんとはいえ、人が一人、足を乗せたくらいで軋む床じゃねえぞ。ホントにこいつ、どんだけ体重あるんだ？）

  　ダイニングテーブルの脇に立った弥茂祢が周りを見回している。

  「いま片付けるから、ちょっと待ってて」

  　はい、と返事をする弥茂祢の視線がある方向で止まったのに虎こ杖じよう浜はまは気づく。

  　視線の先を追うと、奥の洋間の入り口だった。

  　ドアが開いているので、そこからだと洋間の中が見えるのだ。

  　虎杖浜は瞬間移動でもしたのかという速さでドアに飛びつき、勢いよくドアを閉めた。

  「なんと申しましょうか、若い女性の部屋としては致命的な……」

  「武士の情けだ、なんにも言うな」

  　弥茂祢は、くす、と笑うと、

  「ええ、わたくしは何も見ておりません。ご安心くださいませ」

  　と言って頭を下げたので、虎杖浜は思わず安あん堵どの息を漏もらす。

  （くそ、誰か来るのがわかってたら、もう少し綺き麗れいにしておいたのに）

  　顔を赤らめたまま戻ってきた虎杖浜は、ゴミ袋を何枚か取り出すと、ダイニングテーブルの上のゴミを次々にゴミ袋へ放り込んでいく。

  　なるほど、虎杖浜本人が言うだけあって、空あき缶、ビニールプラスチックゴミ、燃えるゴミと、きちんと区分けして袋に入れていた。

  　最後に汚れた食器類をキッチンのシンクへ運ぶと、虎杖浜は濡ぬれた布ふ巾きんを手に戻ってきて、テーブルの上を腕に力を込めて拭ふいた。

  「はい、座って。いまお茶を淹いれるから」

  　虎杖浜が椅い子すを指し示すと、弥茂祢はまた頭を下げて椅子を引く。

  「では、失礼いたします。あと、わたくしにお茶は無用でございます。どうかおかまいなく」

  「そうか？　要いらないって言うなら、無理に勧すすめないけどさ」

  　弥茂祢は椅子の座面を手で押したり椅子の背を軽く叩たたいたりして何かを確認している。

  　彼女が押す度たびに椅子が、みし、という不気味な音を立てるのがとても嫌な感じだった。

  　やがて確認動作を終えた弥茂祢は、静かに腰を下ろした

  　虎杖浜は弥茂祢の対面に椅子を置き、どすんと腰を下ろす。

  「で。大事な話ってなに？」

  「はい、それなのでございますが」

  　もう一度軽く頭を下げた弥茂祢は、頭を戻すと正面から虎杖浜の顔を見み据すえ、静かに、そして力強く言葉を継ついだ。

  「虎こ杖じよう浜はま御み崎さき様、厳正なる抽選の結果、見事あなた様が選ばれました。ですので、わたくしがこうして賞品をお持ちいたした次第でございます」

  （押し売り系かよ!?）

  　虎杖浜は思わず顔を歪ゆがめてしまう。

  　抽選に当選したからといって適当な当選品を押しつけ、ついでに何か高額商品を買わせるという押し売りの手口は彼女も聞いたことがある。

  　今まではその手の話を聞いても、馬ば鹿かだな、そんなの、貰もらう物だけ貰って商品なんか買わなきゃいいのに、としか思わなかった。

  　しかし、こうしていざ目の前に出現されてみると、断れないようなシチュエーションになっているのがわかる。

  　何より、この鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねは虎杖浜よりずっと強い。力ずくで追い返すのは無理だろう。

  　では、警察を呼ぶ？

  　けれど、今のところ相手は何か不法行為を働いているわけではない。

  　コスプレをするのは個人の自由だし、こうして虎杖浜の部屋に入ったのだって、虎杖浜自身が招き入れた形だから、住居侵入を咎とがめることもできない。

  　虎杖浜の手首を捕まえたのも、押されたので咄とつ嗟さに摑つかんだだけだと言われれば、それ以上の追及はできない。

  （くっそ、上う手まいことするもんだぜ。追い返せないんなら泣き落とすしかないな）

  「あ～～、鉄刃斎さん」

  「はい、なんでございましょう、虎杖浜様」

  「悪いけど、わたし、貯金とか、ほとんどないぜ？　まだ教師になったばかりだしな。実家が資産家ってこともない」

  「はい？」

  　弥茂祢は不思議そうな顔で虎杖浜を見つめていたが。

  「ああ！」

  　彼女は胸の前で、ぱん！　と手を合わせた。

  　というか、がしん、という金属音が響いた。

  （いや、聞こえない聞こえない、何も聞こえない）

  　虎杖浜は頭を振って聞いた音を脳裏から振り払う。

  「虎杖浜様は、わたくしを商品の押し売りに参ったセールスレディか何かだと思われているのでございますね」

  「……違うのかよ」

  「先ほども申しましたが、わたくし、そのような者ではございません。とんでもない勘違いでございます。わたくしがお持ちしたのは、あくまで当選した方に差し上げるためのアイテムでございます。そして、何か別の物を売るわけでもございません」

  「本当かぁ？」

  　疑わしそうな表情を消しきれない虎こ杖じよう浜はまである。

  「だいいち、何かを押し売りするつもりでございましたら、虎杖浜様のような貧乏な方を訪れたりはいたしません」

  　虎杖浜は、びしぃっ！　と弥み茂も祢ねを指さして怒鳴った。

  「もの凄すごい正論だけど、もの凄く腹立つな！」

  「申し訳ございません」

  　弥茂祢が大きく頭を下げた。

  「わたくし、いつも博士から『おまえはもう少し婉えん曲きよくな物言いを学ぶべきだ』と諭さとされているのでございますが、これがまた、なかなかに難しゅうございます」

  「まったくもって、そのとおりだと……って、博士？　誰だ、博士って？」

  「さて、当選された虎杖浜様へ差し上げるアイテムでございますが」

  （誤ご魔ま化かした？　完全に誤魔化そうとしてるよな、こいつ!?）

  　虎杖浜が弥茂祢を睨にらみつけていると。

  「先に一言、ご忠告申し上げておきたいのでございますが、よろしゅうございますか？」

  「な、なんだよ」

  「知るべきではないことを知ってしまったばかりに命を落とした方を、わたくし、何人か存じ上げております」

  「う」

  「虎杖浜様にはそのような目に遭あっていただきたくないと、わたくし、切せつに思う次第でございます」

  （ど……どういう忠告だ。っていうか、脅おどしだろ、それ）

  　相手の意図が読めずに、虎杖浜の困惑は大きくなるばかりだ。が、相手が持ってきたアイテムとやらが気になって仕方がない。そこで、とりあえずは頷うなずいておく。

  「ああ、わかったよ。で、そのアイテムってのはなんだ？」

  「物わかりがよくて頭のよい方が、わたくし、大好きでございます。今にも虎杖浜様に惚ほれてしまいそうでございます」

  （要いらん、要らん。っていうか、今にも惚れそうって言い方、おかしくないか？　語尾も馬ば鹿か丁てい寧ねいだし、なんかおかしいんだよな、こいつの喋しやべり方）

  「さて、虎杖浜様に差し上げる肝心のアイテムでございますが」

  　弥茂祢は椅い子すの上で体の向きを変えると腰を折り曲げ、脇わきに置いてあるトランクに向かって手を伸ばす。

  　小さな音がしてトランクが開いた。

  　虎こ杖じよう浜はまは顔はそのまま目だけをそちらに向けるが、ダイニングテーブルが邪魔をして、トランクの中を覗のぞくことはできなかった。

  　体を元に戻した弥み茂も祢ねは、手にした何かをそっとテーブルの上に置いた。

  　小さく畳たたまれていたが、虎杖浜は一いち瞥べつしただけでそれが何かわかった。

  　中学、高校、大学と、ずっと水泳部に所属していた虎杖浜にとって、あまりにも見慣れた物だったからだ。

  「おい、それって競泳水着じゃないか」

  「さようでございます。競泳水着でございます」

  「それをわたしに？」

  「さようでございます」

  「いや、意味がわからないんだけど」

  　虎杖浜は軽く頭を振ってため息を吐ついた。

  「たしかにわたしは水泳やってたし、大学時代にはある程度の記録も残したよ。だけど、今はもう現役を引退したし」

  　虎杖浜は相手の真意を探るように上うわ目め遣づかいになって弥茂祢を見やった。

  「勤めてる学校で水泳部の顧問になったが、見ず知らずの人間に競泳水着をプレゼントされる覚えはないなぁ？」

  「まぁまぁそう仰おつしゃらずに。何しろこれは、そこにもあるここにもあるという競泳水着とは一線を画かくす、画期的な、先進的な、先鋭的な、唯ゆい一いつ無む二にの、絶対無敵な、当方不敗の競泳水着なのでございますから」

  「大きく出たな。あれか？　革新的な技術で生まれた先進の素材とかいうヤツ？　水の抵抗が著いちじるしく低減するっていう。でも、あれは国際水連の認可が下りないと大会じゃ使えないぞ？」

  「いえいえ、そうではございません。たしかに水の抵抗も減るのでございますが、この競泳水着の本質は、そのような小手先の技術にあるのではございません。技術革新というよりも技術革命と申すべきでございましょう。ですから、国際水連の認可など望むべくもございません」

  　虎杖浜の顔に浮かんだ困惑の色が濃くなっていく。

  「……ますます意味がわからないな」

  「論より証拠。まずはこれを着てみませんか？」

  「な、なんでそういう話になるんだ？　だいいち、わたしはこれを貰もらうって承諾したわけじゃないぞ」

  「よいのです、よいのです、着てみて気に入らなければ返却はご自由ですので」

  「本当か？　一度着たからもう返品は不可～～、とか言わないか!?」

  「ですから。わたくしは押し売りに来たわけではございません。純粋にこの競泳水着を虎杖浜様に着ていただきたくてやって来たのでございます」

  「それが意味わからないって言ってんだけど」

  「あまり深く考えないほうがよろしいかと。そうでございますね、宝くじにでも当たったと、そうお考えくださればよいのでございます」

  「宝くじねぇ。それほどのモノにゃ見えないんだがなぁ」

  「何を仰おつしゃいますやら。これは宝くじの一等などとは比較にならないほどの逸品なのでございますよ？」

  「噓うそくさいな」

  「さぁさぁ、まずはご自分の手で触ってみてくださいませ」

  「あ……ああ」

  　虎こ杖じよう浜はまはテーブルの上に置かれた鮮やかな青い競泳水着に手を伸ばし、それを摑つかんだ。

  「って、なんだこの手触り!?」

  　その不思議な感触に、虎杖浜は思わず競泳水着を広げてみる。

  「こ、この薄さは……」

  　虎杖浜は掌てのひらで、手の指で、広げた競泳水着を触り、撫なで、引っ張った。

  「たしかにわたしが知ってる競泳水着とは別物だな、これ。素材にしても作りにしても。いわゆる鮫さめ肌はだ水着なんかとも違う。だいいち、あれとは比べものにならないほど薄いし。伸縮性も抜群だ」

  　虎杖浜が感心した声を漏もらすと、弥み茂も祢ねが、でございましょう、と頷うなずいた。

  「その辺の競泳水着とは、素材からして違うのでございます」

  「なるほど、これなら水の抵抗は減りそうだけど」

  「如何いかがでございますか。試着してみたくはなりませんか？」

  「そうだなぁ。着心地はよさそうだけど」

  「では、ご遠慮なさらずに」

  「いや、ここで着たって意味ないだろ、泳げないんだから。学校のプールにでも行って泳いでみるのはアリかもしれないけど……」

  「泳ぐまでもございません」

  「は？」

  「この水着が着用された方に合致するかどうかは、泳がなくても着ただけでわかるのでございますから」

  「……どういう意味？」

  「説明するより論より証拠、でございます。では、着てみましょう、虎杖浜様」

  　薄い笑みを顔に湛たたえた鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢が立ち上がった。

  「は？　いや……え？」

  「いま、ここで、着て、みま、しょう、虎こ杖じよう浜はま様」

  「だ、だから、それはどういう……」

  　ダイニングテーブルを回り込んで弥み茂も祢ねが薄い笑みを浮かべたまま近づいてくる。

  　危ない雰囲気を察知した虎杖浜が腰を浮かせるより早く弥茂祢の右腕がさっと伸び、虎杖浜の左手首を摑つかんでいた。

  「それでわかるのでございます。ええ、着ただけであなた様の適性が」

  　虎杖浜は弥茂祢の手を振り払おうとしたが、振り払うどころか、左腕が動かせなかった。

  （くっっ、やっぱりこいつ、凄すごい握力……）

  　身の危険を感じた虎杖浜は、思わず右腕を引いて、そのまま弥茂祢の体に正せい拳けん突きを叩たたき込んでいた。

  　が。

  「痛いてえぇぇぇぇ」

  　悲鳴を上げたのは虎杖浜のほうだった。

  　彼女は引いた右手の上に被かぶさるようにテーブルに上体を突っ伏した。

  「虎杖浜様、危のうございますよ。わたくしの装そう甲こうは超合金Ｚよりも硬かとうございますから」

  　虎杖浜は喘あえぐようにツッコんだ。

  「い、い、意味が、わから、ねぇぇ」

  「さて、では、脱ぎましょうか」

  「あ……はいぃ？」

  　虎杖浜は右拳こぶしの痛みも忘れて顔を上げる。

  「どうしてそんな意外そうなお顔をなさるのでございましょう。競泳水着を着るのですから、お洋服は脱がないとならないではございませんか。ああ、いえ、お洋服だけでなく、下着も、でございますね」

  　またもや弥茂祢が軽く微ほほ笑えんだ。

  　けれど虎杖浜には、弥茂祢が、にた～～り、と笑ったように見えた。それこそ悪魔か何かのように。

  　弥茂祢が空あいている左手を伸ばしてきた。

  「いや、ちょ、止やめ、馬ば鹿か、おい」

  　虎杖浜は上体を起こし、腰を浮かせ、体を揺すって逃のがれようとする。

  　左手首を摑まれていてもそのくらいのことはできるが、手首を握った弥茂祢の右手は少しも緩ゆるまない。

  　虎杖浜が必死にもがいていると、弥茂祢は、はぁ、とため息を吐ついた。

  「虎杖浜様」

  「な、な、な、なんだよ!?」

  「あなた様には二つの選択肢がございます」

  　という弥み茂も祢ねの呼びかけが意外と丁てい寧ねいで落ち着いたものだったので、虎こ杖じよう浜はまは思わず抵抗を止やめる。

  　その瞬間に、弥茂祢がずいっと顔を近づけてきた。

  「わたくしの手で強制的に脱がされるか、ご自分でお脱ぎになるかの二つでございます」

  「いやぁむがっ」

  　悲鳴を上げようとした口を左手で塞ふさがれた。

  「あまり大きな声を上げられては困るのでございます。そうなる前に、とても不本意ではございますが、少しばかり痛い目に遭あっていただくことになります。よろしゅうございますか？」

  「ほよっほよほろひしふくはなひいっっ」

  「はい？」

  「へ手！　へ手！　へ手！」

  　口を塞いでいる弥茂祢の手の甲を、虎杖浜は必死で叩たたいた。

  「あ、これは失礼いたしました」

  　弥茂祢が少しだけ手の力を弱めた。

  「わかったっ。わかったから痛いのはナシでっっ」

  「虎杖浜様が物わかりのよろしい方でようございました」

  　弥茂祢は、すっと左手を虎杖浜の口許もとから離した。

  「では、お静かにお願いしますね？　今度、大きな声を出そうとしましたら」

  　弥茂祢は空あいた左手でダイニングテーブルの角を摑つかんで、そして。

  

  　べきいぃっっ。

  

  　テーブルの一部を引き千ち切ぎった。

  「！！！！！！　っ」

  　虎杖浜が声にならない悲鳴を上げる。

  　弥茂祢は千切ったテーブルの切れ端を放り出し、意味ありげな視線を虎杖浜に向ける。

  「わたくし、少しばかり力を込めることになってしまいます。よろしゅうございますね？」

  　がくがくがくがく。

  　虎杖浜は壊れた首振り人形のように、ひたすら首を縦に振り続けるのだった。

  

  　３

  

  「では、話題を元に戻すのでございますが」

  　弥み茂も祢ねは、ぐいと右手を引いた。

  　左手首を摑つかまれたままの虎こ杖じよう浜はまの体が、彼女のほうへ引き寄せられる。

  　二人とも女子だけれど、虎杖浜がジーンズにシャツとジャケットというラフな恰かつ好こうで、一方の弥茂祢がメイド服なので、恋人同士が寄り添っているように見えなくもない。

  　とはいえ、虎杖浜の胸が大きく盛り上がっているので、二人が恋人同士だとしても百ゆ合り系のお話だ。

  「わたくしに脱がされるのがよろしゅうございますか？　それともご自分でお脱ぎになるのがよろしゅうございますか？」

  「どどど、どっちも嫌ぁぁ」

  「ならば、わたくしが脱がすという方向で」

  「ひぃいぃぃ」

  「大丈夫でございます、暴れられると困りますので、予あらかじめ抵抗できないようにあなた様を気絶させ、その後、ゆっくりと、じっくりと、優しく、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、心ゆくまで全裸に。全裸に！　いたします故ゆえ」

  「嫌ぁぁぁ。『全裸にする』に付いてる副詞がすっげぇ嫌ぁぁぁ」

  「では、ご自分でお脱ぎになりますか？」

  「…………」

  　こくり。

  　虎杖浜が涙目で頷うなずくと、ようやく弥茂祢は虎杖浜の左手首を放してくれた。

  「では、着替え易やすいようにこれを片付けるのでございます」

  　弥茂祢はダイニングテーブルを片手で軽々と持ち上げると、空あいた別の手で椅い子すを二脚摑み、そのまま部屋の隅まで運んだ。その怪力ぶりに虎杖浜は呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかり。もはや逃げようなどという気は完全に失うせていた。

  　もし弥茂祢を怒らせたら、虎杖浜の体など紙を破くくらい簡単に引き裂かれるだろう。あるいは豆腐を殴なぐって崩すくらい簡単に破壊されるだろう。

  （どうしてあんな化け物に目をつけられたんだ、わたしは）

  　虎杖浜は、さっきからそんなことばかり考えている。

  「さ、では、どうぞ」

  　邪魔なものがなくなって広くなったダイニングを弥茂祢が指し示す。

  「競泳水着にお着替えください」

  「……ここで？」

  「はい、ここで」

  「あんたが見てる前で？」

  「さようでございます。わたくしが見ている目の前で」

  「どっ、どんな羞しゆう恥ちプレイだよっ。自分で着替えるから、せめて風ふ呂ろ場とか……」

  「駄目でございます」

  「いや……」

  「駄目！　でございます！」

  「なんでっ!?」

  「あなた様にもしものことがあった場合、わたくしが速やかに処置をしなくてはなりません。ですから、わたくしの見ている前で着替えていただかなくては困るのでございます」

  「もっ、もしものことって何ぃぃぃ？」

  「もし競泳水着が体質に合わない場合など、気分が悪くなったりして倒れてしまうことがあるのでございます」

  「はぁあぁぁ？」

  「そうでございますね、喩たとえて言うなら、お酒を飲んで気分がよくなる方もいらっしゃれば、気分が悪くなる方もいらっしゃる……みたいなものでございましょうか」

  「意味がわからぁぁん」

  「まぁまぁまぁ。虎こ杖じよう浜はま様は、ごちゃごちゃぐだぐだ仰おつしゃらずにお着替えなされればよいだけの話でございますよ？」

  「言葉遣づかいは丁てい寧ねいだけど、完全な脅おどしだよね、それ！」

  「それともわたくしがこの手で、ねっぷりと着替えさせたほうがよろしゅう……」

  「わかった。わかったから。着替えるから。乱暴は止やめて」

  「虎杖浜様が物わかりのよい方で、弥み茂も祢ねは幸せ者でございます」

  （その言い方はおかしいだろ！）

  　怖くて口には出せなかったので、虎杖浜は心の中でツッコんだ。

  「しかし……」

  　自分のほうをガン見してる弥茂祢にちらっと視線を走らせた虎杖浜は、のろのろとシャツに手をかけた。

  （水泳部で水着に着替えるのは平気だけど、赤の他人からこんなふうに注目されて脱ぐのって、めっちゃ恥ずかしいな）

  　中学時代も高校時代も大学時代も、更衣室で着替えるときは平気で裸になったものだ。

  　みんなそうしていたから、それが当たり前だった。

  （っていうか、バスタオルなんか巻いておしとやかに着替えようとしたら、上級生に襲われるもんな）

  　シャツの袖そでから腕を抜くと、虎杖浜はちらっと弥茂祢の様子を確認する。

  　相変わらずガン見されていた。

  （なんでそんなに熱心にこっち見てんだよ！）

  　とツッコんでみたものの、やっぱり怖いから声には出せなかった。

  （うあ～～、ストリッパーとか、凄すげえなぁ。たった一人に注目されるだけでこんなにハズいってのに、衆しゆう人じん環かん視しの前で脱げるって尊敬さえ覚えるな。いわゆるプロフェッショナルの為なせる業わざなのかな）

  　などとどうでもいいことを考えながら、虎こ杖じよう浜はまは部屋の隅まで移動してシャツをダイニングテーブルの上に置いた。

  （部屋の中央ってのがマズいんだよ。隅っこでこそっと脱げば、あそこまで恥ずかしくはないんじゃないか？）

  　テーブルの陰に隠れるように──実際には大して隠れてはいないのだが──虎杖浜がジーンズに手をかけると。

  「駄目でございますよ、虎杖浜様」

  　弥み茂も祢ねから駄目出しが出た。

  「ここで着替えちゃ駄目なのか？」

  「ええ、駄目でございます。真ん中の広いところでお脱ぎくださいませ」

  「うぅぅぅ」

  　元の場所まで戻った虎杖浜は、半泣きの顔で改めてジーンズに手をかけた。

  　すると。

  「一気。一気。一気」

  　かけ声をかけながら、弥茂祢がばし、ばし、ばしと手を叩たたき始めたではないか。

  　着替えの手を止めた虎杖浜が、びしっ、と弥茂祢を指さした。

  「あんた、遊んでるだろ！」

  「ああ、これは失礼いたしました」

  　ダイニングの端、玄関の前に陣取っている弥茂祢が丁てい寧ねいに頭を下げた。

  「若くて美しい女性の着替えを見る機会などなかなかございませんもので、ついつい興奮してしまったのでございます」

  「え？　いや、べつにわたしはそんなんじゃないし……」

  「謙けん遜そんなさらなくてもよいのでございますよ。虎杖浜様のボディは極上でございます。とくにそのお胸、素晴らしいの一言なのでございます」

  　弥茂祢が言うように、ブラに包まれた虎杖浜の胸はコニーデ火山のような優美な姿で大きく盛り上がっている。

  　ちなみに、虎杖浜の今日のブラは黒だった。

  　弥茂祢は視線を虎杖浜のブラにロックオンさせたまま言う。

  「その素晴らしいお胸、わたくしには逆立ちしても土下座をしてお願いしても決して手に入らないものでございます」

  「あ、いや、そんな立派なモンでも……」

  （っていうか、同性からマジ顔で誉ほめられると照れるな……ん？）

  「お願いって、誰に？」

  「博士にでございます。わたくしが『もっと胸を大きくしていただけませんか』とお願い申し上げても、博士は『弥み茂も祢ねはその微び乳にゆうがいいんだよ～～』などと仰おつしゃって、わたくしのお願いを聞いてはくださいません」

  「……整形外科医なの、博士って」

  　弥茂祢はわざとらしく、コホン、と咳せき払ばらいをした。

  「さて、いつまでもお喋しやべりをしているわけにもまいりませんね。さ、虎こ杖じよう浜はま様、早くジーンズをお脱ぎになってくださいまし」

  「今また誤ご魔ま化かそうとしただろ！」

  「ジーンズを脱ぎましたら、間かん髪はつを容いれずにブラとパンツも取ってくださいまし。そして全裸に。ぜ、ん、ら、に！」

  「あんたのその目がとても嫌だぁぁぁ」

  「もう。いつまでも駄々をこねていますと、わたくしがこの手で。この手で！　ねっぷりと、とっぷりと、たっぷりと、心ゆくまで脱がして差し上げるのでございますが」

  「そして『脱がす』にかかる副詞が相変わらず凄すげえ嫌だ！」

  「さすがに教師でございますね。教育的なツッコミでございます」

  「誉められても少しも嬉うれしくねえぇ」

  「いえいえ、洒しや落れでも冗談でも脅おどしでもございません。早く着替えていただけませんと、わたくし、実力行こう使しを行使してしまうのでございます」

  「いや、日本語おかしいからな。っていうか、明らかに脅しだからな」

  　とツッコんでおいて、虎杖浜はがっくりとうなだれた。

  「わかった。脱ぐよ。脱ぐから実力行使は勘弁して」

  「本当に虎杖浜様が聞き分けのよい方で弥茂祢、助かりましてございます」

  　そう言った弥茂祢は、ずずずいっと進み出てきて、虎杖浜の目の前にしゃがみ込んだ。

  「ささ、早くお着替えを」

  「だから。どうして。そうやってストリップショーを見に来たエロオヤジみたいなかぶりつき席に陣取るんだよ」

  「ですから、それは虎杖浜様のナイスで極上なバディを少しでも近くで拝みたいというわたくしの欲求の表われでございますれば、どうかお気になさらずに」

  「気にするわ！」

  「では、わたくしがこの手で直じかに脱がせ……」

  　立ち上がった弥茂祢が、両の掌てのひらをわきわきと動かした。

  「脱ぎます。脱ぐから無理やりは止やめて！」

  　テーブルを引き千ち切ぎるような握力と腕力を誇る弥み茂も祢ねにジーンズを引っ張られたら、それこそ紙切れのように千切れるだろう。虎こ杖じよう浜はまのジーンズ、それなりに高価な品なのである。

  　虎杖浜は心の中で泣きながら、やけくそになってジーンズを下ろした。

  　パンツもブラと同様、黒だった。

  「よくお似合いでございますね。黒がお好きなのでございますか？」

  「あ～～、まぁ黒は汚れが目立たないからな」

  「若い女子としては大減点の返答でございますね！」

  「っていうか、あの、せめて向こう向いて脱いでいい？」

  　弥茂祢が両手を頭上に高々と掲かかげた。

  「やはりわたくしがこの手で……」

  「脱ぎますぅぅぅ」

  　虎杖浜が一気にパンツを下ろした。

  「おおぉお」

  「なんだよ、その『おおぉお』は！　もう恥ずかしくて死にそうだよ！」

  　屈くつ辱じよくと恥ち辱じよくに顔を歪ゆがめながら、虎杖浜は最後の一枚を外すべく、腰を折り曲げ、背中に両手を回した。

  　ホックを外すと、両胸がブラのカップから外れる。

  　肩紐ひもから腕を外し、腕を滑らせるようにブラを脱いだ虎杖浜は、右手で股こ間かんを、左手で両胸を隠しつつ、腰を屈かがめた。

  「ほ、ほら、脱いだぞ。早く競泳水着をくれよ」

  「あ、少しお待ちください」

  「なんでだよ！」

  「いえ、虎杖浜様にも好みがおありでございましょうから」

  「？？？」

  　スーツケースを開けた弥茂祢が、中に手を入れてごそごそとまさぐっている。

  「はい、虎杖浜様、どの色がよろしゅうございますか？　見本としてお見せした青以外に、黒、赤、緑、黄とございますが」

  　見ると、弥茂祢は右手に赤と黒、左手に緑と黄の四枚の競泳水着を手にしていた。

  「くっ黒でいい。黒でいいから、早くくれってば」

  「パンツとブラも黒でございましたし、黒がお好きなのでございますね」

  「ああ、もうそれでいいわ。黒が大好きだから早くその黒い競泳水着を！」

  　胸は隠したまま、虎杖浜は右手を伸ばす。

  「はい、どうぞ」

  　他ほかの三枚をスーツケースに戻した弥み茂も祢ねは、おもむろに近づいてきて虎こ杖じよう浜はまの手に競泳水着を載のせた。

  　重さがないような手て応ごたえだった。

  （マジで軽いよな、これ。いや、それよりも）

  「あの、やっぱあっち向いて着ちゃ……」

  「駄目でございます」

  　みなまで言う前にきっぱりと拒絶された。

  「うぅぅぅぅぅぅ」

  「ささ、早く競泳水着を」

  「ひぃぃぃぃぃ」

  　世の中には死んだほうがマシだと思えることが本当にあるのだと、虎杖浜はそのとき初めて知った。

  （ＡＶ女優とか偉いな。マジ、尊敬するわ）

  　などとどうでもいいことを考えながら、虎杖浜は歯を食いしばって両足を競泳水着に通した。

  　競泳水着は少し小さめの物を着ることが多い。

  　緩ゆるめの水着を着たら水が入ってきて抵抗が大きくなる。それだと記録が出ないから小さめのジャストフィットする物を着るのだが、その場合、着るときはどうしたって悪あく戦せん苦く闘とうすることになる。
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  　ところが。

  　受け取った競泳水着は虎こ杖じよう浜はまには少し小さすぎるのではないかというサイズだったが、それなのに、すんなりと引っ張りあげることができたから驚きだ。

  （なんちゅう柔軟性だ。たしかに技術革新っていうに相応ふさわしい素材だな。これだけ薄くてよく伸びると強度に問題が出そうだけど、強めに引っ張ってもまったく問題なさそうだし）

  　腰まで水着を上げた勢いで、虎杖浜は一気に胸まで引っ張りあげる。

  　腰を前に倒し、水着の胸部に自分の乳房を入れて位置を整えると、虎杖浜の巨乳も、水着にすんなりと収まった……というか、密着したというか圧着したというか。いずれにせよ、優しく包み込まれる感覚がとても気持ちいい。

  「うわ、これ、凄すごいフィット感だな」

  　とはいえ、超ハイレグの水着だから、股こ間かんの辺りを整えておかないといろいろと具合が悪い。

  　虎杖浜がもそもそと股間の辺りの水着を動かしていると、弥み茂も祢ねが訊きいてきた。

  「着心地は如何いかがでございますか」

  「凄すげえわ。これだけぴたりとフィットしていながら、締めつけ感とか全然ないし。着てるのを忘れそうな感じだ。天使のブラとかいうのがあったけど、こりゃ天使の競泳水着だな」

  「気分など悪くはなっておりませんか？」

  「いや全然。むしろ気持ちいいくらいだ」

  「さようでございますか。では、虎杖浜様は適合したのでございますね」

  　と呟つぶやいた弥茂祢は、改めて虎杖浜に向き直って、

  「おめでとうございます」

  　と頭を下げた。

  「はい？」

  「いえ、おめでたいかどうかは微妙なところでございますが」

  「……どういう意味？」

  「意味の説明はあとにいたしましょう。それよりも実証が先でございます」

  「は？　実証？　なんの？」

  「わたくしの腕力はこうでございます」

  　部屋の隅に歩いていった弥茂祢は、右腕を振り上げた。

  「ちょっ？」

  　彼女はそのまま、ダイニングテーブルに向かって無む造ぞう作さに拳こぶしを振り下ろす。

  

  　ばごぉっっっ。

  

  　鈍にぶい音がしてダイニングテーブルが木こっ端ぱ微み塵じんになった。

  「ちょぉぉぉっっっ!?」

  「あとで弁償いたしますので、ご安心くださいませ」

  「そういうことを言ってるんじゃないぃっっ！」

  「で、わたくし、今から虎こ杖じよう浜はま様を殴なぐろうと思います」

  「ぬなぁっっっ？」

  「腹部の辺りをかなりの力を込めまして」

  「いやっ、死ぬっ、死ぬからっっ。いくらわたしが腹筋を鍛きたえてても、あんな力で殴られたら内臓破裂するからっっ」

  「大丈夫でございますよ。その競泳水着を着ている限りは」

  「なに言ってんの。こんな薄い競泳水着着てたってなんの役にも立たないだろっっ!?」

  「ご自分で受け止めてみればわかるのでございます」

  　虎杖浜はじりっと後あと退ずさる。

  「冗談。冗談だよね？」

  「いいえ。あくまで真剣でどこまでも本気で末永く真ま面じ目めでございます」

  「最後のがおかしいからねっっ！」

  「では、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、参ります」

  「嫌ぁぁぁ、ちょぉぉぉぉ」

  　弥茂祢が繰り出す右のボディブローを、虎杖浜は咄とつ嗟さに両腕で摑つかんで防いだ。

  「おお、素晴らしい反応速度でございます。これはその競泳水着が十じゆう全ぜんにその能力を発揮している証あかしと申せましょう。ようやく一人目が見つかりました、博士」

  　弥茂祢は何な故ぜか涙ぐんでいた。

  「よ……よかった。やっぱり手加減してくれたんだな」

  　虎杖浜が安あん堵どの息を漏もらすと。

  「手加減などしてはおりませんよ。ほら、このとおり」

  　弥茂祢が左腕を軽く振った。

  　ぶん、と空気を切り裂く音がして、左フックが虎杖浜の脇わき腹ばらにめり込んだ。

  「ぐっばぁあっっっ！」

  　虎杖浜の体は斜めに傾かしいだが、しかし、思ったほどの激しい衝撃ではなかった。

  （やっぱり手加減してる？　っていうか……なんか……変な感じ……だな）

  　なんというか、体の奥から力が滲にじみ出してきて、それが全身を駆け巡っているような感覚がある。

  　血液が沸ふつ騰とうしそうなほど熱い。

  　戦意が漲みなぎってくる。

  （こんな感覚、大学のときの日本選手権以来だな。けど……）

  　不意に虎こ杖じよう浜はまの体が斜めに傾かしいだ。弥み茂も祢ねが足払いを掛けてきたのだ。

  　支えを失った虎杖浜の体は、そのまま床に倒れ込んで強したたかに背中を打つ……はずだったが、彼女は咄とつ嗟さに弥茂祢の腕を摑つかんでいる右腕に力を込め、自分の体を支えていた。

  　床と水平になった自分の体を右腕一本で支えている様さまは、傍はたで見ていると恐ろしく不条理な体勢だったが、虎杖浜自身にはそれほど大おお事ごとではなかった。

  　無理なく、むしろ当たり前のように、自分の全体重を右腕だけで支えきっていた。

  　弥茂祢が自分の腕を斜め上方に持ち上げると、虎杖浜の体も彼女の腕の動きにつれて上がっていく。その様は、まるで体操選手の吊つり輪か鉄棒の演技でも見ているようだ。

  「素晴らしい反応速度と膂りよ力りよくでございます、虎杖浜様」

  　と弥茂祢に言われて我われに返った虎杖浜が右腕を手放すと、彼女の体がすっと落下する。

  　空中で膝ひざを曲げ、衝撃を吸収する体勢を取った虎杖浜は、音もなくフローリングの床に着地した。

  「あ……あれ？　わたし……」

  　一連の動作を反射的に行おこなってしまった虎杖浜は、呆ぼう然ぜんと弥茂祢を見上げている。

  「競泳の選手というよりも、体操の選手のような身のこなしでございましたね」

  「い……いま、わたしはいったい何を……」

  「ご説明いたしますと、わたくしが虎杖浜様に柔道で言うところの足払いを掛けましたところ、虎杖浜様はわたくしの腕を摑んだ右腕一本でご自分の体を空中で支えたのでございます。常人離れした握力、腕力を発揮なされたと申せましょう。そして、わたくしの腕を手放して美しい着地を決められたのでございます。おそらく審査員の採点では九・八五くらい出ていたのではないでしょうか」

  「いや……いろいろツッコみたいところだらけだけど、とりあえず一つだけ」

  「はい？」

  「誰がなんの採点してんだよ!?」

  「おや、そちらでございますか」

  　弥茂祢が感心したような表情を見せた。

  「なかなか度胸がおありになるのでございます。お胸が大きい分、肝きもも太いということでございましょうか」

  「バストサイズと度胸のあるなしは関係ないだろ！」

  「そちらにもツッコまれますか」

  「あぁいや、もちろん、もっとツッコみたいところは他ほかにある。あるんだが……」

  　ふぅ、とため息を吐ついた虎杖浜は、胸の前で腕を組み、一つ、二つと深呼吸した。

  　虎杖浜のそのポーズに、即座に弥茂祢が絡からんできた。

  「そのようにお胸を支える形で腕組みなされますと、虎こ杖じよう浜はま様のお胸の大きさがことさら強調されるのでございます。その上、着ている物が超ハイレグの極薄競泳水着でございますから、素晴らしく見栄えがよいでございます。なかなかご自分の特徴を、いえ特長を弁わきまえたポーズでございますね」

  「いい加減、人の胸から離れろよ」

  「申し訳ございません。胸に関しては、わたくし、コンプレックスを抱いだいておりまして」

  　虎杖浜は遠慮のない視線を弥み茂も祢ねの上半身に注いだ。

  　高級そうなメイド服を着ている美人の割りに少し残念感が漂ただよっているのは、そこら辺が足りていないせいかもしれない。

  （たしかに均整の取れた見事なプロポーションだけど、そこだけが、な）

  「勝ち誇った上から目線でございますね」

  「いやいや、そういうことじゃなくって。そこから離れようってば」

  「異存はございません」

  「で。肝心な話をしたいんだけど。話をするというか、疑問を質ただすというか」

  「どんと来い！　でございます。ただし」

  「な、なんだよ」

  　弥茂祢は丁てい寧ねいに頭を下げた。

  　上半身は真まっ直すぐ背せ筋すじが伸びたまま腰のところで四十五度の角度で曲がっている。

  　何回見ても、じつに美しいお辞じ儀ぎの姿勢だった。

  「お答えできる事柄には幾いくらでもお答えいたしますが、お答えできない事柄に関しましては、綺き麗れいさっぱり黙秘権を行こう使しさせていただきますので、悪あしからずご了承くださいませ」

  「だから。日本語おかしいだろ」

  　ゆっくりと上体を起こし顔を上げた弥茂祢は、虎杖浜のツッコミを無視して、

  「では、ご質問、どうぞ」

  　と言った。

  「この水着は、いったいなんだ？　あ～～、つまり質問には、ただの水着じゃないような気がする……っていう含がん意いがあるんだけど」

  「端的かつ真理を衝ついた素晴らしい質問でございますね。では、ご絶命いたしましょう」

  「絶命してどうすんだ！」

  「あぁ、間違えました。ご説明、でございます」

  （ボケたのか？　それとも天然で間違えたのか？　こいつの性格からすると前者のような気がするけど。それならツッコんでもよかったんだよな。いや、そんなことしてると話が進まない気がする。というより、こいつに誤ご魔ま化かされそうな気がする。気をつけないと）

  　虎杖浜はそう自分を戒いましめてから弥茂祢の眼前に立ち、相手を見み据すえた……のだが、相手はメイド服で自分は競泳水着だと思うと、心が折れ、膝ひざが砕け、腰が落ちそうになる。

  　虎こ杖じよう浜はまはそんな自分を叱しつ咤たし勇気づけながら弥み茂も祢ねの説明を待った。

  「ただ今、着用された虎杖浜様がいみじくもお気づきになられたように」

  （いみじくもって使い方、今のでいいのか……って、いやいや、だからそういうところに反応するのは止やめようって、わたし）

  「その競泳水着はただの競泳水着ではございません。ではどんな競泳水着かと申しますと」

  　そこで意味ありげに言葉を切った弥茂祢は、ある種、何かを期待するような視線を虎杖浜に向けてきた。

  「一言で申しますれば、その競泳水着はバトルスーツなのでございます」

  「…………」

  「言うなれば、仮面ライダーが変身して身に纏まとうライダースーツと同じでございますね。もしくは、ハニーフラッシュで如きさ月らぎハニーがキューティーハニーに変身するようなものだと申せばよいでございましょうか。もっとも、こちらは変身できませんので着替えていただくしかないのでございますが」

  「……………………」

  「おやおやおや。あれあれあれ。なんとなんとなんと。いったいこれはどうしたことでございましょう。ここは必ずや激烈な反応があるところだと期待していたのでございますが、予想外に淡々とした反応でございますね。というより、無反応と言えるほど反応が薄うございます。これは驚きました」

  「……いや、どう反応すればいいか戸と惑まどってるんだよ。困ってるんだよ。できるものなら思い切り反応したいんだけどな」

  「さようでございましたか。では、ご熟慮の上、思い切った反応を」

  「しねえよ。そんなこと言われたら、思いっ切り冷めるわ！」

  「でございますか？」

  「っていうか、な。バトルスーツ？　これが？」

  　虎杖浜は着ている黒の競泳水着を指で抓つまんで、むにゅ──っと引っ張った。

  「さようでございます。それを着ていれば、常人には逆立ちしても不可能な能力が発揮できるようになるのでございます。もっとも、ふつう常人は逆立ちなどできませんから、これは常人にとって不可能の上に不可能を重ねるという二重否定でその水着の優位性を強調した意味合いでございまして……」

  「いや、そんな解説はいいから。肝心なことだけを話そうよ」

  「……ええまぁ、つまり」

  　弥茂祢は少し不服そうな顔になったが、話題を戻してくれた。

  「それを着れば、人間には出せない力が出せる、人間にはあり得ない能力が得られるという、じつにスーパーでエクセレントでマーベラスでビッチなバトルスーツなのでございます」

  「いやいや、最後のは違うだろ！　っていうか、失礼だろ！　いやいやいや、だからそういうことじゃなくて」

  （いちいちあいつの言葉尻じりに反応しちゃ駄目だ。耐えろ、わたし）

  　虎こ杖じよう浜はまは必死で自分を抑え、ツッコみたい欲求をなんとか堪こらえた。

  　一つ深呼吸を入れて気分を落ち着けてから質問を再開する。

  「なんで競泳水着を着ただけで、そんなことが可能になるんだよ？」

  「ですから。これがただの競泳水着ではなく、着用者の能力を強力にサポートするバトルスーツであるからでございます」

  「そんなことを信じろと？」

  「信じるも信じないも、虎杖浜様はそれを着ていらっしゃるわけでございますから、ご自身で確かめればよいだけだと思うのでございますが。先ほど右腕一本でご自身を支えられた握力、腕力などは、その競泳水着の能力のほんの一端でございますれば」

  「い、いや、確かめるって、どうやって？」

  「わたくしがやったように何かを殴なぐってみるというのは如何いかがでございますか？　例えば、そうでございますね、壁を壊しては後々マズいでございましょうから、そこの椅い子すとか」

  「あれを？　殴る？」

  「蹴けってもようございますが」

  「いや、それもな。手や足を痛めそうだし」

  「そんなことはございません。虎杖浜様はお気づきになっておられないようでございますが、攻撃を受けた時点で、すでにバトルモードに移行してございます故ゆえ」

  「は？　なんのこと？」

  「いまご説明するのは些いささか難しいといいますか面倒といいますか、ですので省かせていただきますが」

  「思いっ切り本音を漏もらしてるよ、こいつ」

  「ですが、不安になるお気持ちもわかります。では、両手で持ってぐうっと力を入れてみては如何でございます？　それならばどこも痛める虞おそれはございませんでしょう？」

  「ん……そうだな」

  　あまりにも眉まゆ唾つばな話だが、先ほど自分がいつもならできないような反応を見せたのは間違いないわけで、虎杖浜としても一いつ笑しように付ふせなかったのだ。

  　試してみるだけなら損はないと、そんな気になった。

  　進み出た虎杖浜は、両手で椅子の背もたれを左右から挟はさみ込むように摑つかんで、両腕にぐっと力を込めた。

  　次の瞬間。

  

  　ばきいぃっっっ。

  

  　派手な音を立てて椅い子すの背もたれが砕けた。

  「ぬなぁっっっ？」

  　驚きよう愕がくする虎こ杖じよう浜はまの目の前で、椅子の座面と脚が床に落下していった。

  「な……ば……そ……」

  「おわかりいただけましたか？」

  「い……今の、本当にわたしが？」

  「虎杖浜様以外に誰かやれた方がいたでしょうか？　いいえ、誰もいません。反語表現で強調してみましたが如何いかがでしょう？」

  「それはもういいから。っていうか……マジかよ、これ」

  　虎杖浜は手に摑つかんでいる椅子の壊れた背もたれ部分をマジマジと見つめた。

  　それから左手の残ざん骸がいを床に落とし、右手の残骸を改めて両手で摑み直し。

  　もう一度、両腕に少しだけ力を入れた。

  　べきょっという音を立て、椅子の背もたれの残骸は簡単に折れた。

  「いっ今、ほとんど力を入れてなかったのに」

  「その競泳水着を着た人はパワーアップいたしますので。いえ、パワーアップというよりも、むしろレベルアップと表現したほうが適切かもしれないでございます。いえジョブチェンジでございましょうか。ただの村人が魔王になるような」

  「チェンジしすぎだろ！」

  　とツッコんでおいてから、虎杖浜は自分の両腕を見下ろした。

  「つまり、力が強くなるのか」

  「筋力が上がるだけではございませんよ。心肺能力も敏びん捷しよう性も持久力も視力も聴力も、ありとあらゆる能力がアップするのでございます。味覚も鋭くなりますので、出されたお肉が近江おうみ牛なのか松まつ阪さか牛うしなのか、一口食べただけで判別できるのでございます」

  「最後の能力の凄すごさがいまいちわからない。けど……」

  　虎杖浜は自分の腕を見下ろし、掌てのひらを握ったり開いたりする。

  「たしかに、自分がパワーアップしたような感覚があるな」

  「今の虎杖浜様ならば、おそらく百メートル自由形を四十秒もかからずに泳ぎ切るのではございませんか」

  　ちなみに、現在の女子百メートル自由形の世界記録は五十二秒台で、男子の世界記録が四十六秒台だから、弥み茂も祢ねが言う四十秒を切るというタイムがどれほど凄いかわかるだろう。

  「うっそ～～。いくらなんでも、それはないだろ」

  「いえいえ、楽勝だと思うのでございます。何しろその水着は」

  　弥み茂も祢ねが虎こ杖じよう浜はまを指さした。というか、虎杖浜が着ている水着を。

  「それほど大した競泳水着なのでございますから」

  　虎杖浜が、ふと考え込むような仕し草ぐさを見せる。

  「……ちょっと待って。そういえば、あんた、弥茂祢さん、この競泳水着、わたしが当選した賞品だとか言ってなかったっけ？」

  「申しました。厳正なる抽選の結果、虎杖浜様が当選されたのでございます。ですから、わたくしがこうして、当選のお品物をお持ちしたのでございます」

  「どうしてわたしが当たったわけ？　そもそも、わたしには何かに応募した覚えなんかないんだけど」

  「もちろん応募された方を対象にした抽選ではございません。対象者はこちらで選ばせていただきました。そして、当選者は虎杖浜様だけではございません」

  「え？」

  「正確には、虎杖浜様が最初の当選者ではございません、と言うべきでございましょうか」

  「どういうこと？」

  「当選された方が誰でもこの競泳水着を着られるとは限らない、ということでございます」

  「言ってる意味が、よくわかんない」

  「さようでございますか。では、もう少しわかり易やすく喩たとえますと……」

  　弥茂祢は少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが、直すぐに顔を戻して言葉を継ついだ。

  「ＲＰＧなどで、呪のろいの鎧よろいを装備するとＨＰが減りますね？」

  「は？　ますますわかんなくなったんだけど」

  「とりあえず最後までお聞きください。呪いの鎧を装備するとＨＰが減ってしまいます。ここまではよろしゅうございますか」

  「あ……ああ、まぁ」

  「特別な呪いの鎧がありまして、それを装備すると攻撃力も守備力もＭＰも素早さも、すべてのパラメータが上がるのです。ところが、人によっては一気にＨＰが減ってしまいます。その場で、たちどころに。そうなりますと、装備した直後にＨＰがゼロになりますから能力を発揮しようがございません。一方、呪いの鎧を装着しても、ほとんどＨＰが減らない方が希まれにいるのでございます」

  「も……もしかして？」

  　虎杖浜が右手の指で自分の胸を指し示した。

  「さようでございます。虎杖浜様は見事に呪いの鎧……いえいえ、その競泳水着に適合された、合致されたと、そういう次第でございます」

  「なんか今、本音がぼろっと出ていたよな？」

  「それはさておき」

  「いや、おくなよ。っていうか、答えろよ」

  「虎こ杖じよう浜はま様が水着を着られたあとに、わたくし、お訊ききいたしましたでしょう？　気分は悪くないですか？　と」

  「……あ」

  「さようでございます。体質的に合わない方が着られますと、一気にＨＰが削られ、気分が悪くなって倒れてしまうのでございます」

  　どうにも信じられない話だが、筋は通っているようにも思える。何より、自分があり得ない馬ば鹿か力ぢからを発揮したのは事実だ。

  「あ、そうか。つまり、あんたもこの競泳水着を着てるんだな。だから、あんなに力が強かったんだ」

  「いえ、そういうわけではございません」

  「えぇ？　違うの？　じゃあ、素すであんなに強いのか!?　格闘技で世界チャンピオンになれるレベルだろうに」

  「わたくしの力の強いのにはもっと別な理由があるのでございます」

  「……どんな？」

  「お知りになりたいですか？」

  「もちろん知りた……」

  　虎杖浜は慌あわてて自分の手で口を塞ふさいだ。

  （しまった！　ここは知っちゃいけない流れなんじゃ!?）

  　虎杖浜が後悔するよりも早く、弥み茂も祢ねはメイド服を脱ぎ始めていた。

  「な～～～～っっ？　な、な、何をする気だ、あんた!?」

  「ですから。わたくしがどうして強いのかをご説明申し上げるのでございます」

  「なんで服を脱ぐ～～っ!?」

  「それがいちばんわかり易やすいから、でございます」

  　と言いながら、あっという間にメイド服を脱いでしまった弥茂祢は、手を休めることもなく、ブラとパンツも外してしまった。

  　ちなみに、どちらも清せい楚そな白色だった。

  「いや、ちょ、え、あんた、そんな」

  「女同士ですのに何をそのように慌ててらっしゃるのでございますか？　それに、わたくしはもう、虎杖浜様の全裸着替えをとっくりと、じっくりと、たっぷりと、ねっぷりと、拝ませていただいております。これでおあいこというものでございましょう」

  「そうだったぁぁぁ」

  　今さらながら虎杖浜が恥ずかしさに身み悶もだえしていると。

  「ほら、ここをご覧になってくださいまし」

  「え？」

  　虎こ杖じよう浜はまがチラッと視線を弥み茂も祢ねに向けると、彼女は全裸の体を隠そうともせず、むしろ見せつける感じであまり大きくない胸を大きく張って、腹部を指さしていた。

  　陶磁器のような肌き理め細やかな色白の肌に、虎杖浜の目が吸い寄せられる。

  　八頭身美人な上、あれだけ腕っ節が強いのにも拘かかわらず、腕にも脚にも腹部にも余計な筋肉は付いていない。もちろん、余分な脂肪もだ。

  　見事なプロポーションであり、じつに美しい裸身だった。

  （女のわたしが見ても惚ほれ惚ぼれするような裸だな。まぁ、胸の盛り上がりが少し寂しいのが画が竜りよう点てん睛せいを欠く感じではあるが……って、そういうことじゃなくて）

  「どこをご覧になっておりますか。そこではなく、ここ、でございます」

  「あ、ああぁ、そこね。って、そこがどうかした……ん？」

  　よくよく見ると、弥茂祢の腹部に二本の線がうっすらと縦に走っているではないか。

  （何かの手術跡か？）

  　と虎杖浜が目を凝こらすと。

  「可能な限りシームレス仕し様ようにはなっておりますが、残念なことに完全には隠しきれないのでございます」

  　そう言いながら弥茂祢は、腹部を軽く叩たたいた。

  　ばこん。

  　彼女のお腹なかが開いた。

  　観かん音のん開きの扉とびらの如ごとく、左右に開いた。

  「★？ヾ〃〆～[image: ]♂♀∞▲↑↓？？？!?」

  　虎杖浜は声にならない叫びを上げ、そのまま腰を抜かしてしまう。

  「素敵なリアクションをありがとうございます」

  　腹部を開けたまま、弥茂祢が頭を下げた。

  　Ｂ級ホラー映画でも見ているような非現実感だ。

  「ほら、ここをご覧ください。中にあるのは内臓ではございません」

  「…………？」

  　床にへたり込んだまま、ぜぇはぁと荒い息を吐はいた虎杖浜が恐る恐るそちらに目を向けると、腹部に開いた窓の中に何やら機械類と配線類が見えた。

  　虎杖浜は酸欠に陥おちいった金魚のように口をぱくぱくと動かしながら、震える人差し指を弥茂祢に向ける。

  「さようでございます。わたくし、人間ではございません。人型ロボット、つまりアンドロイドなのでございます。ですが、ここは現代風に、ロボッ娘こ、あるいはロボ子などとお呼びくださればよろしいかと」

  「きゅうぅ」

  　目を回した虎こ杖じよう浜はまは、そのまま気絶してしまった。

  

  　４

  

  　気がついたとき、虎杖浜は奥の洋室のベッドで寝ていた。

  「……わたし……はっっっ！」

  　先ほどのことを思い出した虎杖浜は、ベッドの上で跳はね起きた。

  　それから自分の体を見たが、競泳水着を着たままだった。

  「夢じゃなかった……んだな」

  　ベッドを抜け出した虎杖浜は、ダイニングキッチンへと足を運ぶ。

  　テーブルと椅い子すは片付けられていたが、ちゃんと壊れたままだった。それで、悪い夢を見ていたという可能性は完全に消えた。

  　弥み茂も祢ねの姿はどこにも見当たらなかったが、置き手紙があった。

  　ガスコンロの脇わきに封筒が置いてあって、宛あて名なが「虎杖浜御み崎さき様」となっている。

  　その封筒を抓つまみ上げた虎杖浜は、中から便びん箋せんを引き抜いた。

  　一つだけ無事だった椅子にふらふらと腰を下ろした虎杖浜は、便箋を広げ、そこに書かれている文章に目を落とす。

  「なになに……」

  

  

  「お目覚めになりましたか、虎杖浜様。わたくし、鉄てつ刃じん斎さい弥茂祢でございます。ちょっと所用がありまして、最後までおつき合いできなかったこと、大変申し訳なく思っております」

  

  

  　顔を上げた虎杖浜は感心した顔で呟つぶやいた。

  「ロボ子のくせに達筆だな。って、いやいや、ロボ子とか……マジかよ」

  　はぁ、とため息を吐ついた虎杖浜は、しばらくぼんやりと天井を見上げていたが、やがて気を取り直し、再び便箋に目を落とした。

  

  

  「さて、肝心の本題に入らせていただきます。持参した競泳水着が虎杖浜様に合致することが確かめられましたので、それは今このときから虎杖浜様の物でございます。どのようにお使いになろうと、あるいはお使いにならなかろうと、虎こ杖じよう浜はま様のご自由でございます。ただし。これだけはくれぐれも重ね重ね繰り返し繰り返し申し上げておきますが、その競泳水着は一度着てしまうと脱げません。よろしいですか？　虎杖浜様は着てしまいましたので、もう脱げないということでございます。アンダスタン？」

  

  

  　便びん箋せん一枚目の文章は、そこで終わっていた。

  「……はぁ？」

  　便箋からゆっくり顔を上げた虎杖浜は自分の体と競泳水着を見下ろし、顔を上げ、もう一度見下ろした。

  「またまた冗談キツいな、あのロボ子。こんなモン、脱げないわけないじゃん」

  　立ち上がった虎杖浜は便箋を口に咥くわえると水着の肩紐ひもに手をかけ、ぐいと引きずり下ろす。

  　続けて肩紐から腕を外し、水着本体を引き下げる。

  　ところが。

  　両の乳房が露あらわになった辺りで急激に気分が悪くなってきた。

  （あ……あれ？　おかしいな。貧血みたいな感じ……う、駄目だ、これは……）

  　ふらふらとふらつく足取りで洋間へ移動した虎杖浜は、咥えていた便箋を吐き捨てるように口から落とし、ばたりとベッドに倒れ込んだ。

  　しばらく横になっていると、少し気分が落ち着いてきた。

  　上体を起こした虎杖浜がベッドから下りようとすると、また気分が悪くなってきた。

  「なん……で……」

  　我慢できずに、虎杖浜はもう一度、ベッドに倒れ込む。

  　横になると少し楽だが、それでも体の違和感が完全に消えることはない。

  「どういうことだ……まるで水着を脱ごうとしたから気分が悪く……って!?」

  　彼女は、はっとして掛け布ぶ団とんの上に落ちている便箋を眼前に掲かかげた。

  　起き上がるのは怖いので、仰あお向むけに寝たまま便箋を捲めくって二枚目を読む。

  　水着を脱ぐ途中だったから大きく盛り上がった両胸が露わになったままだが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

  

  

  「脱ごうとすると気分が悪くなって倒れてしまうのでございます。もし無理やり脱ごうなどとすると、意識を失うこともございます。最悪、死ぬことも。どうかお気をつけくださいませ」

  

  

  「……マジ……かよ」

  　本来なら一いつ笑しように付ふすところだが、現実問題、脱ごうとして気分が悪くなったのだから、噓うそだ、冗談だと決めつけることはできない。

  「いや、でも……」

  　ゆっくりと上体を起こした虎こ杖じよう浜はまは、そっと水着に手をかけ、静かに下ろそうとする。

  　腹部まで下ろしたところで、また眩暈めまいがした。眩暈だけでなく嘔おう吐と感も湧わいてくる。

  「う……やっぱ駄目か」

  　ばたりとベッドに横たわった虎杖浜は、必死で水着を手た繰ぐり上げ、胸まで隠した。

  　眩暈は治まり、気分の悪さも軽減した。

  「……どうやら脱げないってのは本当のことらしいな」

  　虎杖浜はまた便びん箋せんを眼前に掲かかげ、続きを読む。

  

  

  「先ほどご説明いたしましたとおり、それは呪のろいの鎧よろいなのでございますから」

  

  

  「くそっ。喩たとえじゃなくて、マジで呪われてるじゃないか！　あいつのしたり顔が目に浮かぶわ、ちくしょうっ」

  　手にした便箋をくしゃっと握り潰つぶした虎杖浜は、しばらくベッドの上で仰あお向むけになったまま荒い呼吸を繰り返していたが、そのうち大きなため息を吐つくと、あきらめ顔でむくりと上体を起こした。

  　気分が悪くならないのを確認した後、虎杖浜はのろのろと水着の肩紐ひもに腕を通す。

  　肩紐を両肩まで上げると、たちどころに気分の悪さは解消した。

  　どころか、爽そう快かい感が全身を包み込む。

  「マジ……かよ」

  　体は爽快だが、気分は少しも晴れなかった。

  　が、脱げないとわかった以上、これとつき合っていく方法を知っておく必要がある。

  　虎杖浜は手の力を緩ゆるめ、くしゃくしゃに潰した便箋を広げ、丁てい寧ねいに皺しわを伸ばした。

  

  

  「水着は脱げませんが、毎日の生活に支障が出るわけではございません。脱げなくとも、ずらすことはできます故ゆえ、シャワーを浴びるときに体を洗うこともできます。おトイレに行ったときも同様でございます。何しろ伸縮性は抜群でございますので」

  

  

  　トイレに行ったときのことを想像した虎こ杖じよう浜はまは思わず頭を抱えてしまったが、やがて気を取り直して先を読み進む。

  

  

  「もっとも、水着には新陳代謝を促進したり皮ひ膚ふの細菌の繁殖を抑えたりする機能が付属してございますから、とくに体を洗わなくても問題はございません。ただし、彼氏とエッチなことをするときだけは、そういうプレイだと思っていただくしかございませんが……ああ、そういえば今はお一人様でございましたか？」

  

  

  「大きなお世話だよっっ！」

  　手にした便びん箋せんをベッドの上の掛け布ぶ団とんに叩たたきつけた虎杖浜だが、それで何かが解決するわけでもない。

  　大きく深呼吸して気分を落ち着けてから、もう一度、便箋を拾い上げた。

  

  

  「使用上の注意点や水着の機能の詳細に関しましては、マニュアルを同封いたしましたので、そちらをお読みいただくといたしまして。ここでは根本的な問題を提起するに留とどめておくのでございます」

  

  

  「根本的な問題……」

  　虎杖浜は嫌な予感がして、ぶるっと身震いした。

  

  

  「あなた様が手に入れた水着は、超最先端技術の塊かたまりでございます。ロストテクノロジーと言えるほどのレベルにございます。今のあなた様であれば、戦車の一台や二台、戦ってこれを破壊することも簡単でございます」

  

  

  「マジかよ。あ。だったら、あの弥み茂も祢ねってロボ子をぶっ飛ばすこともできるんじゃね？」

  　あの澄ました顔をぶん殴なぐってやったらきっと気持ちがいいだろうなと思いながら、虎杖浜は続きを読む。

  

  

  「ちなみに、わたくし、戦車の十台や二十台を相手にこれを全滅させますので、おかしな気は起こさないほうがよろしいかとご忠告申し上げておきます」

  

  

  「そうかよっっ！」

  　虎こ杖じよう浜はまはまた便びん箋せんを叩たたきつけようとして、なんとか思い留とどまった。

  「人の心を読んだみたいに先回りしやがって。しかし、戦車相手にって……本当かな。いくらなんでも……まぁ、能力に関してはあとで試してみればいいや。どうせ、脱げないんだから、時間は幾いくらでもあるもんな。はは。ははははは」

  　乾いた自じ嘲ちようの笑い声を上げながら、虎杖浜は便箋の三枚目に進んだ。

  

  

  「根本的な問題とは、超絶素敵で絶対無敵なその競泳水着を虎杖浜様がどのように使おうと虎杖浜様のご自由である、ということでございます。意味がおわかりになりますか？　嚙かみ砕いて申せば、それを使って人助けをするも銀行強盗をして悪あく銭せんを稼ぐもご自由、正義の味方になるも悪の秘密組織を作るもご自由ということでございます。こちらで使用方法に制限を設けることはいたしません。ただし、大量無差別殺人にご使用なさろうとする場合は、こちらとしても介入せざるを得ませんので、そこのところは予あらかじめご承知おきください。ちなみに介入する場合は、戦車の十台や二十台を全滅させるわたくしがお相手つかまつることになりますので、それもご承知おきくださいませ」

  

  

  「そんなこと思うもんか。っていうか、これがどんなに凄すごいアイテムだったとしても、これを使って金かね儲もうけしようとなんか、するか。そこまで根性が腐っちゃいないぞ。虎杖浜御み崎さきを見くびるなってんだ」

  

  

  「なお、この競泳水着の存在は世間様には極秘でお願いいたします。これをどこかの研究機関に売り払おうとなどなさりませんように。その場合は、わたくしだけでなく、当方の総力を挙げて虎杖浜様とその一味、及びその競泳水着を手に入れた組織を殲せん滅めつしにズバッと惨状いたしますので、くれぐれもご自愛ください」

  

  

  「参上が惨状になってるのは……わざとか？　そうかもな」

  　虎こ杖じよう浜はまは小さく身震いした。

  「ご自愛ってのも使い方がおかしいし、相変わらず、巫ふ山ざ戯けてるのか真ま面じ目めなのか、わからん奴やつだな。っていうか、『その一味』ってなんだ？」

  　顔を上げ首を捻ひねった虎杖浜は、しかし直すぐに便びん箋せんに視線を戻し、先を読み進む。

  

  

  「さらに申せば、虎杖浜様お一人では面白くございませんので、お仲間用に、同じ競泳水着を色違いで何着かご用意させていただきました。それを使ってお仲間を増やすもご自由、使わず独り占めするのもご自由でございます」

  

  

  「ああ、一味って、そういう意味か。要するにわたしが誰かにその余分な水着を分け与えてもいいってことなんだな」

  

  

  「スーツケースに入っておりますので、後ほどご確認ください」

  

  

  　虎杖浜が部屋を見回すと、片隅に置かれた大きなスーツケースが目に入った。

  「とはいえ、こんな水着、誰に着せるっていうんだ。いや、待てよ。わたしがこんな酷ひどい目に遭あってるんだ、犠ぎ牲せい者……いやいや、仲間を増やすっていう手はあるよな。だいいち、一人でガメたって意味ないだろ、これ。着替えられないんだから」

  　と虎杖浜が考えたとおりのことが置き手紙に書かれていた。

  

  

  「もっとも、独り占めしたところで、何かメリットが発生するわけではございませんが」

  

  

  「……だよな。売れるんなら一着より二着、三着のほうが金になるけど、売り払おうとしたら制裁を加えられるんだろ。売れないなら何着あっても関係ない」

  　虎杖浜は三枚目の便箋を捲めくる。便箋は次の四枚目で最後だった。

  

  

  「予あらかじめこちらの希望を申し上げておきますと、できうれば虎こ杖じよう浜はま様におかれましては、その競泳水着を社会の役に立てる方向でお使いいただければ幸こう便びんだと、さように思う次第でございます。とはいえ、先述したとおり、銀行強盗にお使いになろうと女子プロレスの世界チャンピオンになられようと、その程度では当方は関知いたしません」

  

  

  「銀行強盗が『その程度』かよ。適当というかいい加減というか」

  

  

  「最後にもう一度念押しさせていただきますが、余分な水着を誰かに使っていただく場合は、あくまで虎杖浜様の直接のお知り合いに限定してくださいませ。見ず知らずの人間に与えないようにお願いいたします。それから、この水着を入手した経緯は、一味となる方々にも秘密にしておいてくださいませ。正当な事由なく秘密を漏もらすようなことがあれば、この鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ね、即参上いたすのでございます。その場合、即惨状となってしまいます故ゆえ、くれぐれもご注意くださいませ」

  

  

  「仲間を増やしても、あいつのことは黙ってろってことか。まぁしようがないな。けど、何か不都合が出たらどうするんだ？」

  

  

  「何かお困りのことがございましたら、頑張って解決してくださいませ。



  
    あらあらかしこみかしこみ申す」
  


  

  

  「結局、丸投げかよっ！　っていうか、最後まで日本語、おかしいだろっっ！」

  　便びん箋せんを放り投げた虎杖浜は、ベッドの上にバタリと仰あお向むけに倒れ込んだ。

  「なんか、とんでもないことに巻き込まれちゃったなぁ。結局、どうしてわたしが選ばれたのかは最後までわからずじまいか……あ！」

  　虎杖浜は、むくりと起き上がった。

  「くそっ、あいつ、テーブルと椅い子す、壊したまま帰りやがった」

  　ため息を吐ついた虎杖浜はベッドから下りて立ち上がると、ダイニングキッチンのほうへ移動する。

  　ダイニングに置かれたままになっているスーツケースを開けてみると、中には彼女が書き残したとおり、色違いの競泳水着が入っていた。

  　他ほかには何かが詰まった封筒とマニュアルらしき小冊子が入っている。

  「なんだ、こりゃ？　随ずい分ぶんと厚い封筒だな」

  　虎こ杖じよう浜はまが開けてみると、封筒には札束がぎっしりと詰まっていた。

  「うわ？　これ全部万まん札さつじゃないか。って、まさか玩おも具ちやのお札じゃないだろうな。あいつなら子供銀行発行のお金ですとか言いそうだぞ」

  　封筒の中から数枚を取り出した虎杖浜は、天井を見上げ、手にしたお札を蛍光灯のほうに向けて矯ためつ眇すがめつする。

  　透すかしも入っているし印刷も多色刷りだしで、どうやら本物のようだった。

  　一万円札の他にもお馴な染じみの便びん箋せんが入っていた。

  「また置き手紙かよ。ロボ子のくせに古風だな。なになに？」

  

  

  「百万円ございます。壊してしまった椅い子すと机の弁償金、及び突然お邪魔してお時間を取らせてしまった迷惑料でございます」

  

  

  「いやいや、迷惑っていうなら、時間を取られたことなんかより、この水着を着せられたことのほうが大迷惑なんだけどな。でも、いくらなんでも百万て多すぎるだろ」

  

  

  「残りは当座の活動資金だとお考えください。虎杖浜様が正義の戦隊を組織するにしても、悪の秘密組織を準備するにしても、ある程度の資金は必要でございましょうから。ただし、これを競馬やパチンコやスロットなどに使ってしまわれないよう、そこは釘くぎを刺しておくのでございます。ＣＲ花の○次とか、危のうございますよ？」

  

  

  　メモはそこで終わっていた。

  「なんでそこで具体的な名前が出てくるんだよ。あいつ、パチンコなんかしてるのか？　パチンコで遊ぶロボ子……駄目だ、想像すると頭痛がしてくる」

  　不条理な想像図を脳裏から追い払おうとして頭を振った虎杖浜は、中に収まっていた水着を引っ張りだす。

  「赤、青、緑、ピンク、黄色、白か。うん？　何かタグが付いてるな。予備？　白いのは予備なのか。裏書きがあるな。なになに？　『念のため、予備の水着も置いていきます。ただし、予備の競泳水着は正規品に比べると機能的に少し劣ります』か。じゃあ、他ほかの五色がわたしの水着と同等ってことなんだな。五着か。つまりあと五人、犠ぎ牲せい者……じゃなくて仲間を増やせるわけか。どうすっかなぁ、これ。って、いや待てよ。競泳水着を着せるのに相応ふさわしい奴やつらがわたしの直すぐ側そばにいるじゃん」

  　自分が女子高の水泳部の顧問であることに思い至った虎こ杖じよう浜はまは、その可能性に思わず笑みを漏もらした。

  「そうだな、いざとなれば……あ、でも、誰にでも適合するってわけじゃなかったんだよな。ちょっとマニュアル読んで確認しておくか」

  　それから虎杖浜は熱心にマニュアルを読み始めた。
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  第３章　そのロボ子は難題を持ちかけてきた

  

  　１

  

  　虎こ杖じよう浜はまは回想した自分の体験を部員たちに語った。もっとも、そのまま話したら不ま味ずそうな箇所は、適宜アレンジを加えたり適当に誤ご魔ま化かしたりしながらではあったが。

  

  「なんだぁ、やっぱり司令、いろいろ知ってたんじゃんか」

  　頭の後ろで両手を組んだ愛あい別べつは、ジト目になって虎杖浜を見やった。

  「知ってたといっても、マニュアル読んで水着の諸機能の詳細を把握したってだけだぞ。それだっておまえらに説明したから、もう知識面では同レベルだ。肝心なところはさっぱりなのはおまえらと変わらないぞ？」

  （あ、マニュアルに書いてあったことなのか。この先生にしては上う手まくまとめられているなぁって思ったんですよね）

  　という藻も琴ことの感想は、多かれ少なかれ他ほかの部員にも共通する思いだった。

  「何か言いたいことがあるのか、神楽岡イエロー？」

  「いえ？　いえぇぇ、何もありません、はい」

  　虎杖浜が疑わしそうな顔で藻琴を睨にらんでいると、絵え笛ふえが助け船を出してくれた。

  「で、司令、その鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねさんって何者だったのですか？」

  「いや、わからん」

  　絵笛は思い切り情けない顔になる。

  「そんなにあっさり言われましても」

  「その後、まったく接触がないからな。連絡が来たこともない。会ったのはその一度だけだし、携帯の番号もメールアドレスも聞いてないから、こちらからは連絡の取りようがない。相手の正体とか、わかるはずないだろ」

  「でも、司令の話を聞く限り、そのロボ子がこの競泳水着を発明したというわけでもなさそうだわ」

  　と言ったのは相あいの内ないだ。

  「だな。あいつが言っていた『博士』ってのが黒幕だとは思うんだ。でも、そいつがいったいどこの何者かという話になるとお手上げだ」

  　虎杖浜が万ばん歳ざいの真ま似ねをすると、右手を吊つっている茅かや沼ぬまが左手のほうを挙げた。

  「発明者の正体はさておいても、司令が言いたいのは要するにこういうことよね。これと同じような水着を入手してわたしらに喧けん嘩かふっかけてきた奴やつらは、おそらく同じところから水着を入手した」

  「こんな奇き天て烈れつな、いっそ巫ふ山ざ戯けた水着があっちにもこっちにもあるなんて思えないからな、そうとしか考えられないだろ」

  「そして、わたしたちと同じように、正義の戦隊としての活動を始めた……のかしら。でも、もしそうなら、茅かや沼ぬまさんを襲ってきたのは何な故ぜかしら」

  　と言って絵え笛ふえは小首を傾かしげる。

  「理由はわからん。何か恨まれるような真ま似ねした覚えはないしな」

  「っていうか、正義の戦隊同士なんだから、協力こそすれ、こっちを襲ってくるってのがおかしいでしょ？」

  　そう言う愛あい別べつは思い切り不満顔だ。

  「愛別グリーンの仰おつしゃるとおりだがな。その辺も相手に会って確かめなきゃわからないよ」

  「でも、相手がどこの誰だかは今のところ手掛かりすらない……ってか」

  　ため息を吐ついた茅沼が、無事な左手だけを高々と挙げた。

  「司令の言うとおり、こりゃお手上げですね」

  「そうなんだけどな。材料もないのにあれこれ考えていても始まらない。とりあえずこっちを倒すのが目的ってわけでもなさそうだから、ミズギーズの活動を再開しようってことだ」

  「ホントに大丈夫なの？」

  　と愛別が心配そうに虎こ杖じよう浜はまの顔を覗のぞき込んだ。

  「大丈夫だろ」

  「適当だなぁ」

  「もう一度襲ってきたら、今度は返り討ちにしてやれ。でもって捕まえていろいろ尋きき出せば、あれこれわかるだろ」

  「いい加減だなぁ」

  　とそのとき。

  

  　ピルリロリンっ。ピルリロリンっ。ピルリロリンっ。

  

  　携帯の着信音がミーティングルームに鳴り響いた。

  「あれ？　わたしの携帯だ」

  　話を中断した虎杖浜が、ポーチの中から携帯を取りだして耳に押し当てた。

  「はい、虎杖浜で……おまえか！」

  （来た！　にしても、予想より早かったな）

  　虎杖浜が弾はじかれるように椅い子すから立ち上がったので、部員たちは何事かと彼女に視線を集中させる。

  　弥み茂も祢ねに連絡を取る術すべがない虎杖浜としては、水着入手の経緯を誰かに話せば直すぐに制裁に来ますよ？　という弥茂祢の言葉を逆さか手てに取っての部員への暴ばく露ろだったのだ。まさかこれほど早くに反応があるとは、さすがの虎こ杖じよう浜はまも思わなかったが。

  「おい、あんたに訊ききたいことというか言いたいことが……なに？　それは本当か!?　そうか……あぁ、わかった。じゃあ、迎えに出るわ」

  　ふぅ、と息を吐はいて、虎杖浜は携帯を切った。

  　虎杖浜がすとんと椅い子すに腰を落とすと、全員が上体を乗り出すようにして迫った。

  「何かありました、司令？」

  　代表して絵え笛ふえキャプテンがそう訊くと。

  「待ち人来たる……ってところか？」

  「はい？　どういう意味ですか？」

  「今の電話、鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねって名乗ったあのロボ子からだった。話があるから、これからここに来るって」

  「えぇぇええぇぇえ!?」

  

  　２

  

  　天あめ乃の宮みや女子高を訪れるという鉄刃斎弥茂祢を迎えるため、虎杖浜は合宿棟とうを出ていった。

  　虎杖浜は、

  「ロボ子が来るまで十分くらいかかるらしいから、ここに連れてくるのは十五分後くらいか？　それまで泳いでてもいいぞ」

  　と言い残していったが、五人とも、とてもではないが泳ぐ気分にはなれない。そこで改めてお茶を淹いれ直し、お茶会を再開することにした。お茶会というか、まぁ井戸端会議だ。

  

  「どう思う、キャプテン？」

  　と愛あい別べつに訊かれた絵笛は、う～～ん、と首を捻ひねる。

  「このタイミングで姿を現したってことは、やっぱり茅かや沼ぬまさんを襲った相手となんらかの関わりがある……というより、その人たちに水着を渡したのは、やっぱり鉄刃斎弥茂祢、あるいはその身内だということなのね、きっと」

  「……だよね」

  「もしかして、相手のことを教えてくれる気なのかも？　だって、そうじゃないと、このタイミングでウチらのところを訪れるって意味がないでしょ？」

  　茅沼がそう言うと、絵笛は、そうね、と頷うなずいた。

  「そうかもしれないわ」

  「相手のことを伝えに来ただけかしら」

  　と疑問を呈したのは相あいの内ないだ。

  「ラブレス、それってどういう意味？」

  「何度も言うけれど愛あい別べつさん、ラブレスなどという生徒はいないわ」

  「いいから教えてよ」

  「全然よくないわ」

  「も～～、分からず屋だなっ」

  「分からず屋なのはあなたのほうだわ」

  　言い合いを始めた二人を放っておいて、茅かや沼ぬまと絵え笛ふえは話を続けている。

  「けどさ、教えるだけなら電話かメールでいいんだよね」

  「でも電話番号は……あ、いま、先生の携帯にかかってきたわね」

  「そう。以前に会ったとき、こっそり調べていったのかも。途中で先生の携帯が変わったなら、どうやったのかわからないけど、とにかく調べて突き止めたんだよね」

  　絵笛が大きく頷うなずいた。

  「こんなトンデモ競泳水着を発明するような人がいれば、携帯の番号くらい、いくらでも調べられそうね」

  「わざわざ顔を見せて説明するってことは、何か複雑な事情があるのかな」

  「どうかしら。たしかに何かただ事ではない感じがするけれど」

  　と言った絵笛は、不意に首を巡らせて藻も琴ことのほうを見た。
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  「神楽かぐら岡おかさんはどう思う？」

  「え？　や。あの。えっと。どう思うといいますか、どうも思えないといいますか」

  　冷や汗を額に浮かべ、藻も琴ことは顔の前で手を大きく振った。

  「話が急展開すぎて、ついていけません」

  「まぁ、モコちゃんの場合、ミズギーズに入ったばかりだし、無理もないよね」

  （茅かや沼ぬま先輩からの呼び名が変わってる!?　って、いえ、そこに反応している場合では）

  「すみません」

  　茅沼が、あはは、と笑った。

  「べつに謝るとこじゃないでしょ。面白いなぁ、モコちゃんは」

  （茅沼先輩に面白いって言われた！　萩はぎ野のや姫ひめ川かわさんにも似たようなこと言われたけど、そうなのかなぁ）

  　内心密ひそかに首を捻ひねってしまう藻琴である。

  「大丈夫だわ、神楽岡さん。あなたは充分に面白いわ」

  　と相あいの内ないに声をかけられ、藻琴が大きく仰のけ反ぞった。

  「いきなり肯定された!?　というか、人の心を読んだみたいに言わないでくださいよ」

  「うん、グラっちは凄すげえ面白いよ」

  「え……えぇぇ～～？」

  　藻琴は思い切り情けない顔になって愛あい別べつを見やった。

  「ど、どの辺が面白いんですか？」

  「顔！」

  「酷ひどい！」

  「噓うそうそ」

  　愛別が笑いながら手を振った。

  「グラっちが面白いのは、真ま面じ目めなところかな」

  「あ……はい？」

  「そうね。真面目すぎるところが面白いわ」

  （うわぁ、相内さんにまで言われちゃった）

  「傍はたから見てる分には面白いけどさ」

  （茅沼先輩まで……）

  「自分じゃ、あんまり面白くないんじゃないの」

  　藻琴は痛いところをズバリと衝つかれた思いだ。

  　返す言葉を失ってしまう。

  「だから、もう少し肩の力を抜いたらいいんじゃない？　まぁ、そう簡単にはいかないのかもしれないけどさ、人からどう見られてるとか、どう思われてるとか、そんなことばっかし考えてても楽しくないよね？」

  　顔を赤くした藻も琴ことは何か言い訳をしようと言葉を探すが、結局、止やめた。

  　いま言い訳をすれば、そんなことばかりしているから楽しくないという茅かや沼ぬまの言葉どおりになってしまいそうだから。

  「もう少し自分に正直になったほうが、きっと人生、ラクだし楽しいと思うな」

  「そう……ですね」

  「っても、ラブレスみたいに面つらの皮に小便ってのもどうかと思うけど」

  「言葉の使い方が間違っているわ、茅沼さん。面の皮が厚いと、蛙かえるの面に小便が混ざってる」

  　と絵え笛ふえが指摘すると、茅沼はぺろりと舌を出した。

  「あ、そうだった」

  「それ以前に。とても失礼だわ、茅沼先輩」

  　相あいの内ないが人を殺せそうなほど鋭い視線を茅沼に向けたが、茅沼はどこ吹く風だった。

  「いやぁ、授業中に競泳水着はないわぁ」

  （ないですよねぇぇ）

  　茅沼の一言に、思い切り内心で頷うなずいてしまう藻琴である。

  　今度は、人を殺せそうな視線が藻琴に向かって照射された。

  「何か言いたいことがあるなら聞くわ、神楽かぐら岡おかさん」

  　いつもの藻琴なら、ここで視線を逸そらせて知らん顔をしたまま嵐あらしが過ぎ去るのを待つところだろう。けれど、先ほどの茅沼の一言が彼女の胸に響いている。だから、ついこんなことを言ってしまったのかもしれない。

  「あ、いえ、言いたいことというかですね、たしかに最初見たときは驚きましたけど。でも、感心もしたんですよ。凄すごい度胸だなぁって。凄く強い人だなぁって。ちょっと憧あこがれたりも……したんです」

  　藻琴が赤い顔のままそう言うと、今度は相内の顔が少し赤く染まった……ように思えた。

  「わたしなんかに憧れる必要はないわ」

  「あ。なんか、二人がいい雰囲気だ!?」

  「あなたの目は腐っているわ。むしろ節ふし穴あなだわ、愛あい別べつさん」

  「そして自分にはとことん厳しいっっ！」

  　大きく仰のけ反ぞった愛別は、頭を戻すと、へへ、と笑った。

  「でも、そのキツいところがラブレスの魅力だけどね。ラブレスに罵ば倒とうされると、なんかこう、ゾクゾクする」

  「ヘンタイね。目だけでなく精神まで腐っているわ」

  「あぁ、いいなぁ」

  　愛別がうっとりと目を閉じた。

  （いえいえ、自分に正直すぎでしょう？）

  　なるべく自分に正直に生きてみようかと思う藻も琴ことではあるが、さすがにこの手のツッコミを声に出す勇気はまだなかったから、これまで同様、内心でツッコむに留とどめておいた。

  　絵え笛ふえが、にっこりと笑って言った。

  「たしかに水泳部って、少し変わった人が集まっているわよね」

  （キャプテンが自爆したっ！）

  　その辺りから話題がどんどんと別方向へ流れていき、何を話し合おうとしていたのかわからなくなってしまったのだが、茶飲み話など、しょせんはそういうものだろう。

  　そうして皆がダラダラと喋しやべっていると、やがて虎こ杖じよう浜はまが戻ってきた。

  

  　３

  

  　ミーティングルームの扉とびらを勢いよく開けた虎杖浜は、

  「戻ったぞ」

  　と大声で言って部員たちを見回した。

  「「「「「お疲れ様ですっ」」」」」

  「そして、あの人物……というかロボ子を連れてきた」

  　背後を振り返った虎杖浜は、ドアの外に控えている鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねに呼びかけた。

  「おい、入ってくれ」

  「失礼いたします」

  　という声がして、件くだんのロボ子が入室してきた。

  「えぇ？」

  「うそ!?」

  「マジ!?」

  「いやだ」

  　などという、驚きとも感心とも呆あきれともつかない声が部員たちから上がった。

  　虎杖浜の話に出たように、弥茂祢は今日もメイド服を着ていたが、部員たちはそこに驚いたのではない。現れた弥茂祢の見た目が、あまりにも人間そのものだったので驚いたのだ。

  「どこからどう見ても人間じゃん？」

  　と愛あい別べつが言うと、だねぇ、と茅かや沼ぬまが頷うなずく。

  「日本のロボット工学は世界のトップレベルって聞くけど、ここまで人間そっくりなロボットが作れるものかなぁ」

  「茅沼先輩、人間型のロボットはアンドロイドと呼ぶべきだわ」

  「さすがにＳＦオタクのラブレス、鋭い指摘だね」

  「相変わらず失礼だわ、茅かや沼ぬま先輩。わたしは全然オタクではないわ」

  　睨にらみ合う相あいの内ないと茅沼をスルーして、愛あい別べつが、はい！　と手を挙げた。

  「なんだ、愛別グリーン？」

  「本当にその人、ロボ子なんですか？」

  「本当にロボだから人じゃないんだけどな」

  　虎こ杖じよう浜はまが隣に立った弥み茂も祢ねに顔を向けると、部員たちの視線も弥茂祢に集中する。

  　一同に向かって腰を折り深々と頭を下げた弥茂祢は、頭を上げると流りゆう暢ちように話し出した。

  「さようでございます。わたくし、生まれも育ちもロボットでございます。そちらの方が仰おつしゃったように、人型ロボットでございますので、アンドロイドと呼ぶのが相応ふさわしいのかもしれませんが、ここは親しみを込めて、ロボ子、あるいはロボッ娘こなどと呼んでいただければけっこうでございます」

  「凄すげえ滑かつ舌ぜついいっ」

  　と愛別が叫び。

  　茅沼も、うんうんと頷うなずいた。

  「だねぇ。その辺のボーカロイドより発音しっかりしてるよね」

  「あれは歌を歌わせるためのソフトだわ。ロボットとは関係ないわ」

  　というツッコミが相内から入った。

  「まぁ、おまえらが驚くのも無理はない。わたしだって、あのときはなかなか信じられなかったからな」

  　そう応こたえた虎杖浜は、

  「そっち、座って」

  　と弥茂祢に椅い子すを指し示した。

  　弥茂祢はそちらにチラッと視線を走らせ、少し申し訳なさそうな声で言った。

  「あの安物のパイプ椅子にわたくしが腰を下ろしても平気でございますか？　わたくしの体重、並の相撲すもう取り以上ございますが」

  「安物で悪かったな」

  　虎杖浜は、ちっと小さく舌打ちして、いつも自分が座っている、他ほかの物より少し作りのいい椅子を指さした。

  「じゃあ、あれ。あれなら平気だろ」

  「ありがとうございます。では、失礼いたしまして」

  　頭を下げた弥茂祢は、ミーティングルームに置いてある中でいちばんいい椅子まで歩み寄り、手で椅子を押したり叩たたいたりして強度を確かめてから、ゆっくりと腰を下ろした。

  「よ──し、じゃあ今からこのロボ子から話を聞かせてもらう。みんな静せい聴ちようするように」

  　と宣言しておいてから、虎杖浜もパイプ椅子に腰を下ろした。

  「はて」

  　弥み茂も祢ねが小首を傾かしげている。

  「なんだ？　何か不都合が？」

  「性せい徴ちようするように、というのはどういう意味でございましょうか？　たしかに皆様、ちゃんと性徴が現れているようにお見受けいたしますが」

  　全員、弥茂祢の言っている意味がわからず、ぽかんとした顔で彼女を見つめている。

  「ああ」

  　ばちん、と手を打った弥茂祢がスッと立ち上がった。

  　何をする気だと皆が注目していると、弥茂祢はホワイトボードの前まで進み出て、ボードにマーカーで「静せい聴ちよう」←→「性徴」と書いてから振り返った。

  　彼女は爽さわやかな笑顔で全員の顔を見回しながらこう言った。

  「という下ネタジョークだったのでございますが、少し難度が高たこうございましたか？」

  （（（（（変なロボだ！　変なロボが来ちゃった！）））））

  　部員全員がツッコんだ。

  　藻も琴ことではないけれど、口に出すのは怖かったので、内心で。

  　澄ました表情を崩さないまま──そもそもロボ子が表情を崩せるものなのか、藻琴たちにはわからなかったが──引き返してきた弥茂祢は、先ほど同様、ゆっくり静かに椅い子すに腰を下ろした。

  「あ～～」

  　頭を搔かいた虎こ杖じよう浜はまが、気を取り直したように言う。

  「性徴があまり現れてない奴やつもいるけど、それはおいといて」

  「司令もとことん失礼だわ、水泳部には失礼な人しかいないのかしら」

  　相あいの内ないがキツい視線で虎杖浜を睨にらんでいる。

  （わたし。わたしがいます。わたしは失礼な人じゃありませんよ……ね？）

  　ツッコみつつも、最後は疑問形になってしまう藻琴だった。

  「あぁ、悪かったよ。最近だと、貧乳がいいっていう特殊な趣味の奴が増えているんだっけ？　よかったな、そこの一年トリオ。時代がおまえらに追いついてきて」

  「ぶほっっ」

  　愛あい別べつが勢いよく噴ふいて。

  「司令は一度死ねばいいと思うわ」

  　相内がぼそりと毒づいて。

  「わたしまで仲間に入れられちゃってる!?」

  　と藻琴が驚いた。

  　すると、愛別と相内が恐ろしげな顔を藻琴に向けてきた。

  「グラっち、いま『まで』って言った？」

  「いちばん失礼なのは神楽かぐら岡おかさんだわ」

  「あぁぁぁ、いえ、そ、そういう意味では……あの」

  　藻も琴ことは額が長ちよう卓たくに触れそうなほど深々と頭を下げた。

  「ごめんなさい」

  「そうだな、神楽岡イエロー」

  　と虎こ杖じよう浜はまが重々しく頷うなずいた。

  「おまえが愛別グリーンや相内ブルーの胸を小さいって言うのは、五十歩逃げた兵士が百歩逃げた兵士を笑うような愚かで失礼な行為だ」

  「いちばん失礼なのは、やっぱり司令だったわ」

  　クスクスと弥み茂も祢ねが忍び笑いを漏もらした。

  「見ると聞くとでは大違いなどと申しますが、ここは見ていたとおり、楽しいところでございますね」

  「ん？」

  　全員の顔が再び弥茂祢に向いた。

  「今のはどういう意味だ？」

  　と虎杖浜が訊きくと。

  「わたくし共はつねに皆様方のことを監視しておりましたので。そうでございますね、喩たとえて言えば、まるでストーカーのように、毎日、朝から晩まで、監視し、観察し、監察をしていたのでございます。初音ミクなら『朝から晩までおまえを監視する見う』と歌うでありましょう」

  （監視されてたとすれば、こいつが直すぐに現れたのにも頷けるが）

  「最後の喩えがよくわからないけど……マジで見張ってたのか？」

  「マジマジでございます。それほど皆様方が着用されている水着は特殊で特別な物なのでございます。どう使おうとご自由ですと申しましたが、差し上げてあとは知らんぷりはできません。作った者としての責任はございますから」

  「それだ！」

  「どれでございます？」

  「だから作った者だよ。発明者。今日は、その辺のことも教えてもらえるんだろうな？」

  「はい、そのために参上したと申し上げても過言ではないほどでございます。ですが、当然、話せることと話せないことがございます。わたくしが話すのは、あくまでも話せることに限定したお話になりますので、どうかそこのところは予あらかじめご了承いただきますよう、伏してお願い申し上げる次第でございます」

  （（（（（ウザい。話し方が超ウザいロボ子だ）））））

  　全員が──すでに弥茂祢と接触したことのある虎杖浜でさえ──辟へき易えきした顔になった。

  「では、話させていただきます。質問、疑問なども出るでございましょうが、それらは後ほどまとめてお伺いいたします故ゆえ、まずはわたくしの話をお聞きくださいませ」

  　全員が無言で頷うなずき、弥み茂も祢ねの一いち言ごん一いつ句くを聞き逃のがすまいとして彼女の口許もとに視線を集中させた。

  

  　４

  

  「さようでございますね。まずはどこから話を始めればよろしいでございましょう」

  　弥茂祢が遠い目になって天井を見上げた。

  「まずはわたくしがどのように誕生したのかという……」

  「いや、あんたの誕生秘話とか、要いらないから！」

  　虎こ杖じよう浜はまは思い切りツッコんでいた。

  「肝心な話を簡潔に述べてくれ」

  （司令がそういうことを言いますかぁ？）

  　自分と虎杖浜が一対一で話をしたときの虎杖浜の見事な脱線ぶりを思いだした藻も琴ことは、勢いよくツッコんでいた。当然、内心で。

  「何か言いたいことがあるのか、神楽岡イエロー。あるなら聞くけどな？」

  　相変わらず目め敏ざとい虎杖浜だった。

  　ぶるぶるぶる。

  　藻琴は思い切り首を左右に振る。

  　いくら自分に正直に生きようと思っても、怖いものは怖いし、怖い人は怖い。

  「それより」

  　虎杖浜の意識は完全に弥茂祢の話の内容に向いているようで、それ以上は絡からんでこなかったから藻琴は内心で盛大に安あん堵どの息を吐はいた。

  「肝心な話をしろってば」

  　そう言って虎杖浜が弥茂祢を睨ねめつけると、彼女はわざとらしく、ふぅとため息を吐ついた。

  「皆様、せっかちでございますねぇ」

  「せっかちじゃねえよ。おまえが悠ゆう長ちようすぎるんだよ。当事者としては当然の態度だろ！」

  「わかりましてございます。では、なるべく簡潔に、できるだけ簡便に、可能な限り穏おん便びんに、精一杯、検便にお話しいたすのでございます」

  「おいぃ、いま……いや、なんでもない」

  　弥茂祢の言葉にいちいち反応するのは相手の思う壺つぼ。

  　そう思った虎杖浜はなんとかツッコむのを思い留とどまった。

  （おまえらも、いちいち反応するんじゃないぞ？）

  　という意を込めた視線を部員に向けた後、虎杖浜は弥茂祢に言った。

  「話を遮さえぎって悪かったな。続けてくれ」

  　弥み茂も祢ねが少しガッカリした顔になった……気がしたのは藻も琴ことたちの錯覚だったろうか。

  　ともあれ弥茂祢は、そこからは割りと淡々と話を進めていった。

  

  　５

  

  「まず、その水着を作ったのは誰かという話でございますが」

  　そこで言葉を切った弥茂祢は、一同の反応を確かめるかのように全員を見渡してから言葉を継ついだ。

  「端的に申せば、それは鉄てつ刃じん斎さい博士であります。博士はわたくしの生みの親でもございまして、わたくしは博士の姓を名乗らせていただいているというわけでございます」

  　虎こ杖じよう浜はまが何か言いたそうに身じろぎするのを弥茂祢が手を挙げて抑えた。

  「質問はあとで受け付けます故ゆえ、まずはお聞きくださいませ」

  　機き先せんを制された虎杖浜は、何も言えずに頷うなずくだけだった。

  「わたくしを見ていただけばおわかりかとも思うのでございますが、鉄刃斎博士は現代科学の斜め上十万パーセク辺りを行く超天才科学者であると申し上げておきます」

  「パーチクってなに？」

  　愛あい別べつが隣の相あいの内ないに小声で聞いた。

  「パーセクだわ。天文学上の距離の単位だわ。およそ三・二六光年だわ。今のはとてつもなく遠く離れているということの比ひ喩ゆとして使ったわ。つまり鉄刃斎博士という人物がそれほどの超天才だということを強調しているわ」

  「はぁぁ、なるほどね～～」

  　感心した顔で唸うなる愛別にチラッと視線を走らせた弥茂祢は、早くも核心部分に入っていく。

  「その鉄刃斎博士が発明した超素敵素材を使用して作られた物が、皆様が着用されている競泳水着なのでございます。そして」

  　また言葉を切った弥茂祢は、いかにも意味ありげな表情で、もう一度、皆を見回した。

  「いま一部で評判になっているスク水みず戦隊ミズギーズが着用しているスクール水着もまた、鉄刃斎博士が作られた物なのでございます」

  「なっっっ!?」

  　虎杖浜は思わず腰を浮かせていた。

  　虎杖浜だけでなく、絵え笛ふえや茅かや沼ぬままでもが腰を浮かせている。

  　愛別や相内も驚きよう愕がくに目を見開いて弥茂祢を見つめていた。

  「はい、さようでございます。皆様に……といいますか、直接的には虎杖浜様に、でございますが、虎杖浜様に鉄刃斎博士特製競泳水着をお渡ししたように、わたくし、少し前に特製スクール水着をとある人物にお渡ししたのでございます。そのお方も虎こ杖じよう浜はま様同様、正義の戦隊を組織することを決意、実行されたようでございますね」

  　虎杖浜や絵え笛ふえ、茅かや沼ぬまが浮かせた腰をすとんと落とした。

  「さて、ここまでで何か疑問、質問、ございますでしょうか」

  「どこからツッコんでいいかわからないくらい疑問だらけだよ」

  　と吐き捨てるように虎杖浜は言った。

  　藻も琴こともまったく同じ思いだ。

  「じゃあ訊きくけど」

  「なんでございましょう、虎杖浜様？」

  「そのスク水みず戦隊、どこの何者だ？」

  「それは個人情報保護法に鑑かんがみまして、軽けい々けいにお答えできかねる質問でございます。いわゆる一つの禁則事項です、という奴やつでございますね？」

  「知らんわ！」

  「おや。『ハルヒ』をご存じありませんか？」

  「いや、それは知ってるけど……って、そうじゃなくって！　どうしてこちらは相手のことを知らないのに、相手はこちらのことを知ってるんだよ!?　向こうにだけ教えるのは不公平じゃないか」

  「いいえ、わたくし共がお教えしたわけではございません。スク水戦隊の方々が自力で調べ上げたのでございますから、わたくし共の責任ではございませんよ？」

  「あくまで責任逃のがれかよ」

  　ふうと一つ深呼吸した虎杖浜は、相手の正体を知るのは諦あきらめ、次の質問に移った。

  「そいつらも正義の戦隊だっていうなら、どうしてうちの茅沼を、ミズギーズピンクを襲ってきたんだ？」

  「それはスク水戦隊の一部の者の勇み足だったようでございます。いえ、暴走だったと言うべきでございましょうか。スク水戦隊が組織的に競泳戦隊を狙ねらっている……ということではございません」

  「一部とはいえ、どうしてわたしらを狙う？」

  「一概には申せませんが、後発部隊としては、先発部隊、つまり皆様方に負けてなるものか！　というライバル意識が強く働いたのではないかと想像されるのでございます。何しろスク水戦隊のメンバーも、皆様方と同じ女子高生でございますので」

  「ライバル意識で襲われたら堪たまったものじゃないなぁ」

  　と当事者である茅沼がぼやいた。

  「あちら様がスク水戦隊を組織されると聞き及びまして、ならば同じ正義の戦隊として先行する競泳戦隊には負けないよう頑張ってくださいまし、と嗾けしかけておきましたので、ある意味、無理もないかと」

  　虎こ杖じよう浜はまが、びしぃっ！　と弥み茂も祢ねを指さしてツッコんだ。

  「おまえか！　おまえのせいなのか！」

  「いえいえ、わたくしのせいではございません。あくまでスク水みず戦隊の一部強硬派の暴走でございます」

  「どこまでも責任逃のがれだな！」

  　怒りに顔を赤くした虎杖浜が弥茂祢を睨にらみつけている。今にも頭の天てつ辺ぺんから湯気が噴ふき出しそうだ。

  「ですが、相手の正体はそのうち知れるでございましょう。いま気にする必要はないと思われるのでございます」

  「……は？　どういう意味だ？」

  「それをこれからご説明いたします。といいますか、それこそがわたくしがここに派遣された理由でございますから」

  「派遣された？　誰から？」

  「もちろん、鉄てつ刃じん斎さい博士から、でございます」

  　虎杖浜は椅い子すの背もたれに自分の背中を預けるとおもむろに腕組みした。盛り上がったジャージの胸部を両腕で支える恰かつ好こうだ。

  　それを横目で見ながら、藻も琴ことは羨うらやましく思ってしまう。

  （まぁでも、相あいの内ないさんや愛あい別べつさんよりはマシかな）

  　む？

  　愛別と相内が怪け訝げんそうな顔を向けてきたので、藻琴は慌あわてて視線を逸そらせた。

  「つまり、鉄刃斎博士とやらが、わたしらに用があるということなんだな」

  「さようでございます」

  「で。その用ってのはなんだ？」

  「皆様に闘っていただきたいのでございます」

  「は？　誰と？」

  「もちろん、スク水戦隊ミズギーズの方々と、でございます」

  「はぁあぁぁ？」

  　虎杖浜は目を剝むいた。

  　彼女だけでなく、部員全員が驚きに目を見開いている。

  「ど、どういう意味だ、それは!?」

  「どういう意味といいますか、そうでなくては面白くないと鉄刃斎博士が仰おつしゃっておりまして」

  「…………」

  　全員がジト目になって弥茂祢を見つめた。

  「双方共に正義の戦隊として活動を始めたのは博士の予想を裏切る展開でございまして。虎こ杖じよう浜はま様たちはともかく、あとからお渡しした方々は競泳戦隊に対抗するような悪の戦隊になってくれるのではないかと密ひそかに期待されていたようでございます。ところが悪の秘密組織[image: ]正義の味方の戦隊バトルという博士好みの派手な展開にはならず、博士は少しばかりガッカリしていたようでございます」

  「そんなことを期待されてたのか、わたしらは！」

  「ええ、はい、さようでございますよ？」

  「もうどうしたものかと」

  　虎杖浜は頭を抱えてしまった。

  「はいはい、ロボ子さん、質問」

  「なんでございましょうか、ナイス貧乳な愛あい別べつ様」

  「ナイスって形容詞が付いてるのに、凄すごい馬ば鹿かにされてるっっ!?」

  「いえいえ、過ぎたるは及ばざるが如ごとしでございますよ、愛別様。巨大なおっぱいなど飾りに過ぎないのでございます。偉い人には、それがわからないのでございますよ。そうでございましょう、絵え笛ふえ様？」

  「え？　え……ええ、そう……ですね。大きいと重くて肩は凝こるし揺れて邪魔だしで、あまりいいことはないわ。安売りのブラだと、なかなか合う物がないし」

  「くぅぅ、持てる者の贅ぜい沢たくな悩みが憎いっ！　一度くらい重さで肩凝ってみたいよねぇ、ラブレス？」

  「そんなこと思わないわ。同意を求めないでほしいわ」

  「え～～。じゃあ、グラっち」

  「あっああのっ、少しはほしいなとは思いますけど重くなるまでほしいとは思いません」

  「ああ。重いと思いをかけてるんだ。上う手まいね！」

  　愛別が藻も琴ことに向かってサムアップしてみせた。

  「脇わき道に逸それてるわ。本題に戻してほしいわ」

  　という相あいの内ないの言葉で愛別も我われに返る。

  「えっとそうじゃなくて、訊ききたかったのは、どうしてこっちが競泳水着で、あっちがスク水みずなのかってことなんだけど」

  「とくに意味はございません。最初に作ったのが競泳水着タイプでしたので、次はスク水タイプにしようと博士が思いついただけでございます」

  　虎杖浜がぼそりと呟つぶやいた。

  「適当な奴やつだな」

  「それに関しましては、否定できないのでございますが」

  「じゃあさ、どうして水着だったの？　ウチらの話し合いでも出たんだけど、べつに水着じゃなくても、体操服でもレオタードでも、あるいはふつうの服でも、その素敵素材を使うなら、形なんてどうでもいいんじゃない？」

  「それはでございますね、愛あい別べつ様」

  「うん」

  「博士の趣味だったからでございます」

  　全員が、かくぅっとずっこけた。

  「わたくしはふだんから博士の身の回りのお世話などさせていただいているのでございますが、たまに無理やり超ハイレグ競泳水着や水抜き付き旧型スクール水着やら体操服にブルマやらを着せられ、その恰かつ好こうで掃除をしたりお茶を淹いれたり料理を作ったりしてございます」

  「ヘンタイだ」

  「ヘンタイ博士だ」

  「大変なヘンタイだわ。タイヘンタイ」

  「ラブレス、上う手まっっ！」

  「当然だわ」

  　などと部員が囁ささやき合っていると。

  「鉄てつ刃じん斎さい博士がヘンタイであるか否いなかはこのさいおいておきまして。つまり、水着のタイプに意味はないのでございます。ただし」

  「ただし？」

  「皆様が着ている競泳水着タイプよりスク水みずタイプのほうが新型でございますので、機能的には多少勝まさっております」

  「それで戦えってのも公平じゃないだろ」

  「その分はハンデが付いてございます」

  「ハンデ？」

  「はい。皆様方は水泳部員ですから、元から優すぐれた運動神経をお持ちでございます。その上、水着も着慣れてございます。ですが、スク水戦隊の皆様方はそうではございません。水着をお渡しした方は文系でございますし、戦隊員も例外を除けば文系タイプで占められております。水着を着る機会も年に数度という程度でございましょう。ですから、そこに関しては皆様方のほうが有利でございます。どちらも女子高生でありますので、体格的なハンデはそれほどございません。つまり、バトルとなればいい勝負になることは間違いなし、でございます。そうでなくては博士も面白くないでございましょうし」

  「結局わたしら、その博士のための見世物なのか」

  　と虎こ杖じよう浜はまが吐き捨てるように言うと、弥み茂も祢ねがにっこりと微ほほ笑えんだ。

  「概おおむね、仰おつしゃるとおりでございますね」

  「爽さわやかに笑いながら肯定されてもな」

  　大きなため息を吐ついた虎こ杖じよう浜はまは、顔を上げ、弥み茂も祢ねのことを正面から見み据すえる。

  「で？　闘うって、いつ、どこで、どうやって？　勝負のつけ方は？　まさかデスマッチなんて言わないだろうな？」

  「もちろん、そのようなことは申しません」

  　という弥茂祢の答えを聞いて、藻も琴ことたちは安あん堵どの息を吐はいた。

  「特設ステージはこちらでご用意させていただきます」

  「ステージって……」

  「何しろ超人的な戦闘力を持つ方同士のバトルでございますので、その辺で戦っていただくというわけにもまいりません。期日は、そうでございますね、先方様は水着を手に入れてさほど時間が経たっておりませんので、もう少し慣れる時間がほしいところでございます。一か月後というのでは如何いかがでございましょう？」

  「どうせ拒否権はないんだろ？　っていうか、わたしらが『闘わない』って拒否したら、どうするんだ？」

  「その場合は、相手側が襲ってきますので、否いや応おうなく戦闘になるのでございます」

  「くっ。それじゃ受けても受けなくても同じだな」

  「いいえ同じではございません。受けていただけない場合、相手からの攻撃がいつどのような形で行おこなわれるかの保証ができません。ですから、先日のように皆様方の中からお怪け我がをされる方が出ないとも限らないのでございます」

  「結局、拒否できないってことだ」

  　と虎杖浜が自じ嘲ちよう気味に言うと、弥茂祢は澄ました顔で頷うなずいた。

  「さようでございます」

  「わたしらに選択肢はないみたいだ。やるしかないな？」

  　そう言って虎杖浜が部員を見回すと、みな強こわばった顔で頷いた。

  「で、どういうふうに闘うんだ？　戦隊同士のバトルだから、団体戦か？」

  「団体戦といっても、一対一の試合形式でやっていただきます。つまり剣道や柔道の団体戦と同じ、ということでございますね」

  「勝ち抜き戦か？」

  「いいえ。一人一戦でございます。そして、闘う順番はこちらで決めさせていただきます」

  「ふぅん。ま、しようがないんだろうな。どうせ選択肢も拒否権もないわけだし」

  「お手数をおかけしてしまって申し訳ございません」

  「まったくだな！」

  「試合の形式など、諸もろ々もろの詳細は改めてお知らせいたします。少しお待ちくださいませ」

  「おい、また詳細を向こうに先に知らせて、ハンデだからとか言い出さないだろうな？」

  　弥茂祢が意外そうな顔になって、まさか、と言った。

  「そのような不公平なことをわたくし共がするはずがございません」

  「どの口がそういうことを言うかな」

  　と大いに不満そうな虎こ杖じよう浜はまだが、気を取り直して別の質問を放った。

  「勝負の決着はどうなるんだ？　テンカウントとかか？」

  「決定権は博士にございますので、わたくしが今ここで決めることはできませんが、おそらくノックダウン制になるのではないかと。つまり、どちらかが戦闘不能になれば、そこで決着がついたということでございます」

  「ハードだな。それこそ怪け我が人が出るだろうが」

  「もちろん、そうなる前に降参は認められます。あるいは、ボクシングでセコンドがタオルを投げ込むように、本人ではなく虎杖浜様が降参の意を示してくださってもかまわないのでございます」

  「可愛かわいい教え子たちを怪我させるわけにはいかないからな。最悪、そうなるんだろうが」

  「あとは、そうでございますね、本人が無事であっても、水着が壊れた場合は敗戦となるのでございます。それ以上は戦えないでございますからね」

  「え？　水着が……って、これ、壊れることなんてあるのか？」

  　虎杖浜が自分の水着を指さした。

  　部員たちも揃そろって着ている水着に目を落としている。

  「はい。いくら超技術の集大成とは申せ、防御力を超えた攻撃が加われば壊れることもございます。着用者にもそれなりのダメージはございますが、壊れたからといって死ぬことはございませんので、ご安心ください」

  「ふぅん。つまり、この水着の持っている機能が停止するってことか」

  「さようでございます。そして機能停止した場合、水着が粉こな々ごなに……いえ、水着でございますから粉々にという言い方はおかしゅうございますね」

  　そこで言葉を切った弥み茂も祢ねは、天井を見上げ、少し考える素そ振ぶりを見せた。

  　が、直すぐに顔を戻して言った。

  「こう申し上げたほうがわかり易やすいでございましょうか。『破壊された場合、その水着は自動的に消滅するよフェルプス君』と」

  「なんだって!?」

  　虎杖浜が目を剝むいた。

  「絵的にはキューティーハニーの変身シーンを想像していただければよいかと。そして、変身の途中で空中元素固定装置が故障してしまいました、みたいな？」

  「おい、それってまさか……」

  　部員たちは額を寄せてひそひそと話をする。

  「今の話、わかった？」

  「よくわかんない」

  「司令、あの喩たとえでわかっちゃうんだ」

  「世代間格差ってヤツ？」

  「司令も、そこまでの年齢ではないと思うわ」

  「うるさいよ！　レンタルＤＶＤで観たんだよ！」

  「レンタルであろうと、観ているのが凄すごいよね」

  　うんうん、と部員一同が頷うなずき合った。

  「観ていらっしゃるのなら話が早いでございますね。ええ、さようでございます。負けた方はたちどころに水着が雲うん散さん霧む消しようして、その場で全裸になってしまうのでございます」

  「「「「「えぇぇぇぇ～～～～っっ」」」」」

  　部員一同から悲鳴が上がった。

  　虎こ杖じよう浜はまの年齢とか趣味を詮せん索さくしている場合ではなかった。

  　藻も琴ことなど、悲鳴どころか絶叫していた。

  「大丈夫でございますよ。見ている者は当事者以外は誰もいないのでございますから」

  「いや、わたしらは、そりゃまぁ同じ水泳部員だから今さらの話かもしれないが、相手がいるじゃないか。そして、あんたらも」

  「相手に関しては、先方様も同じようなリスクを背負っているわけでございますから、仕方がございませんね。そしてわたくしは女性型ロボでありますし、博士は当事者でございますから、問題はございません」
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  「問題大有りだろ！」

  　弥み茂も祢ねはわざとらしく、ふう、とため息を吐ついた。

  「あまり乱暴なことはいたしたくございませんが、拒否なされますと、皆様方を強制的に天あま松まつ駅前広場にお連れいたした挙げ句、皆様方の水着を強制的に、やんわりと、しどけなく、破壊させていただくことになるのでございますが」

  　誰かが、ひぃっと小さな悲鳴を上げた。

  　というか、藻も琴ことだった。

  「相変わらず副詞がおかしいけどな！　脅おどす気か!?」

  「脅しているのではございません。おそらくそうなるであろう未来を予測しているに過ぎないのでございます」

  「わたしらが黙って水着を破壊されるとでも？」

  「前にも触れましたが、わたくしの戦闘力は皆様方より勝まさっております。皆様方の水着を破壊するくらい朝飯前……とまでは申しませんが、昼飯をいただく前くらいには容易なことでございます」

  「意味がわからねえよ！」

  「皆様方全員に一いつ斉せいにかかってこられますと、さすがにわたくし一人では厳しい事態になるのでございますが、そのときはわたくしの姉妹が駆けつけて皆様方のお相手をいたすことになるでありましょう。そうなりますと、皆様方は、全員揃そろって天松駅前広場にて大勢の大衆の前で余すところなく隠すところなく全裸！　になってしまうのでございます」

  「だから大勢の大衆って、日本語おかしいだろ！　って、いやいや、そうじゃなくて！」

  　虎こ杖じよう浜はまは堪たまらず髪の毛を搔かきむしった。

  「天松駅前広場で全裸になるよりは、限られた関係者だけの前で全裸になるほうがまだマシというものではございませんか？」

  　顔を上げた虎杖浜が、胡う乱ろんな者を見る目つきで弥茂祢を睨にらむ。

  「その二に者しや択たく一いつだとたしかにそうだろうけどな。その前に！　全裸にならないという選択肢はないのかよ!?」

  　弥茂祢はしれっと応こたえた。

  「ございますよ？　水着を破壊されなければよいのでございますから、第一に勝てばよろしいのでございます」

  「必ず勝てるってもんでもないだろうが」

  「その場合、同じ負けるにしても、水着を壊されない負け方をすればよいということでございますね。あまりお勧すすめはできないのでございますが、勝てないと思ったら早めに降参されるとか。しかしながら、その場合」

  　弥み茂も祢ねの目が少しだけ細められる。

  「鉄てつ刃じん斎さい博士の機嫌を損ねてしまう虞おそれがございます。あの方を怒らせると、たぶん天あま松まつ駅前で全裸になるよりも厄やつ介かいな、むしろ厄やく災さいな事態になりかねませんので、それだけは予あらかじめご忠告させていただくのでございます」

  　部員一同が揃そろって震え上がった。

  　藻も琴ことなど、半泣きの表情で膝ひざをがくがくと震わせている。

  「そういう意味でお勧めなのは、相討ちになって双方の水着が消し飛ぶという決着のつき方でございますね」

  　弥茂祢は夢見る少女のような顔つきになって宙を見上げた。

  　そのシーンを想像しているのだろうか。

  「競泳水着とスクール水着を着て闘う美少女女子高生。互いに蹴けったり蹴られたり。殴なぐったり殴られたり。組んずほぐれつ上になったり下になったり。おっぱい揉もんだり揉まれたり。美少女の苦く悶もんの表情が観る者の嗜し虐ぎやく心しんをそそり。そんな壮絶な死闘の挙げ句に凄せい絶ぜつな相討ち。消し飛ぶ水着。全裸になった二人は先ほどまでの確執を綺き麗れいさっぱり水に流し、爽さわやかにお互いの健闘を称たたえ合うのでございます。全裸で」

  「おいぃ、いま途中におかしな展開が挟はさまってただろ！」

  　顔を戻した弥茂祢は、虎こ杖じよう浜はまのツッコミを華麗にスルーしてニッコリと笑った。

  「この展開ならば、必ずや博士も大満足されるでございましょう」

  （（（（（（どうしようもない最低のヘンタイだっ！））））））

  「博士を満足させることが適かなえば、きっと素敵な賞品がいただけるのでございます」

  「そんなヘンタイからの賞品はもらいたくないな！」

  「さようでございますか？　博士お手製『古今東西アニメ＆特とく撮さつ美少女素敵変身シーン大全』とか、ブルーレイ用に画質も向上させておりますし、マニアのあいだでは『神編集』と呼ばれ垂すい涎ぜんの的でございますよ？　ヤフオクでは数十万円の値が付いているという話でございます」

  「ますます要いらんわっ！」

  「遠慮深いのでございますね」

  「いや、本気で要らないだけだから。それより」

  「はい、なんでございましょう？」

  「水着が破壊されるほどの攻撃を受ければ着てる人間が無事だとは思えないんだが、その辺、本当に大丈夫なのか？」

  「大丈夫でございます」

  「本当かぁ？」

  　虎杖浜はどこまでも疑い深そうな顔だが。

  「たしかに超人同士の闘いといえますが、水着はその攻撃にも耐えるよう設計されております。ある程度の衝撃はありますが、水着より先に着用者が壊れてしまうということはございません。水着の限界点はとことん高たこうございます。さようでございますね、わかり易やすく喩たとえるのなら、貯水率が五十％であろうと七十％であろうと満水であろうと、ダムはビクともいたしません。ですが、水位が満水を越えてしまうと、ダムは一気に決けつ壊かいすると、そんなイメージでございましょうか」

  「それ、やっぱマズいんじゃないのか？」

  「いえいえ、あくまでわかり易い喩えでございまして、着用者が壊れるというわけではございません。壊れるのはあくまでダム＝水着、でございます」

  「なら、いいんだけどな」

  「そしてダムが壊れたあとは貯たまっていた水がすっかり流れてしまい、ふだんは目にできない湖底が露あらわになるように、水着が壊れてしまったあとは、ふだん目にできない皆様方の裸身が露わになるという次第でございます。あ、わたくし、上う手まい喩えを言った気がいたします」

  「上手くねえよ！」

  　とツッコんでから、虎こ杖じよう浜はまはがっくりと肩を落とした。

  「なんだかんだ言っても、わたしらには選択肢はないんだから、やるしかないんだな」

  「さようでございます。覚悟を決めていただくしかございません」

  「なんでこんなことに……」

  　という虎杖浜の言葉には、部員一同、大いに頷うなずかざるを得ないのだが。

  （あれ？　なんだろう。何か気になるというか、引っかかるというか）

  　藻も琴ことだけは内心で首を捻ひねっていた。

  「他ほかに何かご質問はございますか？」

  　誰からも何も出なかった。

  　弥み茂も祢ねは、では、と言って腰を浮かせた。

  「とりあえずお伝えすることはお伝えしましたので、今日のところは、わたくし、これで失礼させていただくので……」

  「あ！」

  　藻琴は思わず鋭い声を発していた。

  「何かございますか、黄色い水着の神楽かぐら岡おか様」

  「あ……いえ……あ、あの、一つ、質問してもいいです……か？」

  　腰を浮かせかけた弥茂祢は、もう一度、そっと椅い子すに腰を下ろした。

  「もちろんよろしゅうございますよ。といいますか、どうしてそれほど怯おびえているのでございましょうか。飢えた猛獣か何かを目の前にしている小こ兎うさぎのようなわたくしに対するその怯えっぷり、ちょっと萌もえてしまいますね」

  「いぇぇぇ、あの、すみません」

  　つい謝ってしまう藻も琴ことである。

  「ですから、謝る必要はございません。で、ご質問はどのようなことでございますか？」

  「破壊されたら、この水着は消滅する……んですよね？」

  「さようでございます。綺き麗れいさっぱり、消えてなくなるのでございます」

  「この水着、脱ごうとすると急激に体調が悪化して脱げないわけですけど、水着が破壊された場合はどうなるんですか？」

  　虎こ杖じよう浜はま以下、全員が、あ！　という顔になった。

  「やっぱり具合が悪くなって倒れちゃうんですか？　でも、水着はもうないわけですよね？　その場合はいったいどうすればいいんですか？」

  「なかなかよいところに目をつけられましたね、神楽かぐら岡おか様」

  「あ、いえ、そんな、ことは……」

  「ご安心ください。水着が破壊されても着用者の体調、健康には影響がございません」

  「えっ？　それって……」

  「さようでございます、神楽岡様。破壊された場合はその時点で水着の機能が停止するわけでございますから、水着が消滅しても皆様方の体調に悪影響は出ないのでございます。つまり、水着が壊れれば水着の拘こう束そくから解放されると、そうお考えくださってけっこうです」

  　弥み茂も祢ねは意味ありげな顔で全員の顔を見回した。

  「ですから、もうこんな水着は着ていたくないと思われた方は、相手の攻撃を受けるに任せ、敢あえて水着を破壊されて負ける、という決着の仕方を選べば、願いは叶かなうことになるのでございますね。ただし、どれだけ攻撃されれば水着が壊れるかはわかりませんので、下へ手たをすると水着が壊れる前に皆様方のボディへのダメージが限界を超え、ダウンしてしまうという虞おそれがございますが」

  「…………」

  　虎杖浜と部員一同は、無言のまま互いに顔を見合わせた。

  （これ、脱げるんだ）

  　藻琴はその可能性に心を揺さぶられる。

  「もっとも、その方法を選びますと自動的に皆様方の全裸がわたくしや博士によって、たっぷりと、どっぷりと、ねっぷりと観賞されてしまうわけでございますが、その代償を払ってでも水着を脱ぎたいと思われるのであれば、わたくしもお止めすることはいたしません。おそらく博士も同様でございましょう」

  　藻琴は目の前に新たな未来が開けたような気がした。

  　負け方次第では、この「二度と脱げない水着」を脱ぐことができるというのだから。

  　裸になるのはたしかに恥ずかしいが、水泳部員と虎杖浜の視線なら我慢できる。

  　弥み茂も祢ねに関しては彼女自身が言ったようにロボ子なのだし、それも我慢できそうだ。

  （相手も同じ女子高生なんだよね。だったら、それほど気にする必要もない？　問題は弥茂祢さんが言う鉄てつ刃じん斎さい博士って人の存在だけど……そのくらいは我慢するしかないのかな）

  　鉄刃斎博士の視線さえ我慢できれば、この水着を脱ぐことができる。そう思えば、なんだか勇気が湧わいてくる気がする藻も琴ことだったが、そこではたと気がついた。

  　もしかすると相手も同じことを考えてるかもしれないことに。

  　その場合、相手は攻撃してこないかもしれない。

  　そうなると談だん合ごうして相討ちに持ち込むしかないわけだが、事前に話すことはできなくても、試合当日なら話せるかもしれない。最悪の場合、試合をしている最中なら話せるはずだから、示し合わせることも不可能ではないだろう。

  　鉄刃斎博士を喜ばせてしまうのが癪しやくだが、そんなことを言っている場合ではなかった。この水着が脱げるかどうかは、藻琴の一生を左右しかねない重大事なのだから。

  （脱げるなら……脱ぎたいかも）

  　藻琴がそれとなく周囲を確認すると、みな一いち様ように考え込んでいた。

  　二年に亘わたりこの水着を着て高校生活を送ってきているはずの絵え笛ふえキャプテンですら、じっと何かを考えているではないか。

  （もしかして、みんなも同じこと考えてる？　だったら、わたしが負けて脱いだって、文句は言われない……よね）

  「他ほかに何かございますか？」

  　弥茂祢がもう一度、全員を見回した。

  「あぁ、一つだけ」

  「はい、虎こ杖じよう浜はま様」

  「相討ちがアリなら、それは引き分けってことだよな？　となると勝ち負け同数になる可能性があるわけだ。その場合の扱いは？」

  「勝敗がつかないわけでございますから、現状維持……でございましょうね。もっとも、最終的な判断は博士次第ではございますが」

  「そうか。わかった」

  　そのまま少し待った弥茂祢だが、誰からも声が出ないのを確認してから、今度こそ椅い子すから立ち上がった。

  「では、わたくしはこれにて失礼いたします。皆様方は一か月後に備えてトレーニングを積むなり、今まで同様、競泳戦隊としての活動に勤いそしむなり、全裸になるのに慣れるため羞しゆう恥ちプレイを試してみるなり」

  「試すかっ！」

  「ご自由にお過ごしくださいませ。そのあいだ、スク水みず戦隊には手出しをさせませんので」

  「あぁそう。ご親切なことで、どうも」

  　という虎こ杖じよう浜はまの皮肉など少しも意に介さず、弥み茂も祢ねは丁てい寧ねいに頭を下げ、食堂兼ミーティングルームから退出していった。

  　その場に残った虎杖浜と水泳部員は、互いに顔を見合わせ、大きなため息を吐つくのだった。
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  第４章　神楽岡藻琴は大いに迷っている

  

  　１

  

  　試合（という名のバトル）までの一か月間をどう過ごすのかに関して、虎こ杖じよう浜はまと部員たちは何度も話し合った。

  　少しばかり揉もめたこともあったが、結局、これまでと同様、競泳戦隊ミズギーズとして活動していこうという結論に達した。

  「何より、わたしらは世の中の役に立ってたんだ。今ここで止やめる手はないだろ」

  　という虎杖浜の言葉に、積極的か消極的かはともかく、部員たちも賛同した。

  　ミズギーズに加わったばかりで、今までその活動にほとんど参加していない藻も琴ことは積極的には賛成できなかったのだが、その場の流れが決まってしまえば、性格的に異を唱えることができない。

  

  　こうして競泳戦隊ミズギーズの活動は再開された。

  　一週間後には茅かや沼ぬま瑞みず穂ほの怪け我がも完治し、彼女も活動に加わった。

  　ふつうより治りが早かったのは、着用者の治ち癒ゆ力を高める機能があるという競泳水着のおかげなのだろう。

  「怪我させられたリベンジはしないとね」

  　そう言って、茅沼は以前よりも熱心に活動していた。

  

  　鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねが保証してくれたように、どこかでスク水みず戦隊と衝突するようなこともなく、あっという間に日にちが経たっていった。

  　この期間、ミズギーズの一員として活動していた藻琴は、意外なことにそれなりの充実感を味わっていた。

  　人の役に立つことをしているという経験が藻琴には新鮮だった。

  　人並みで平凡でふつうな生き方しかしてこなかった藻琴は、そんなふうに誰かの役に立ったことを意識したことが今までなかった。

  　助けた人に面と向かってお礼を言われなくても、誰かを助けたのだという結果が、藻琴にささやかな喜びを与えてくれた。

  　一生脱げないトンデモ競泳水着を着せられてしまった……というマイナス思考を補って余りあるとまでは言えなくても、とりあえずマイナス思考からは脱却できた。そんな気さえした。

  

  　こうして藻琴たちが競泳戦隊としての活動に精を出し、忙しい毎日を送っているあいだに、スク水戦隊との試合の日が一週間後に迫ってきた。

  

  　２

  

  「おい、あのロボ子から連絡が来たぞ」

  　ジャージ姿で放課後のクラブ活動に顔を出すなり、虎こ杖じよう浜はまは部員を呼び集めた。

  　泳いでいた五人は直ただちにプールから上がり、水着のままミーティングルームへと直行する。

  　水着は特別製であっという間に乾くので、濡ぬれたままでも問題はない。

  　実際、ミーティングの用意をして椅い子すに座る頃には、水着はほぼ乾いていた。

  （やっぱり凄すごいなぁ、この水着）

  　再開されたミズギーズの活動を通して自分が着ている水着の凄さ、威力を目まの当たりにし、実体験した藻も琴ことは、今ではかなり水着の力を引き出せるようになっていた。

  「グラっち、だいぶデキるようになったよね」

  　と愛あい別べつも言ってくれる。

  「ま、まだまだですけどね」

  「こんな極薄超ハイレグ水着で飛んだり跳はねたりおっぴろげキックしたりできるようになったもんね」

  「いやぁぁ、言わないでぇぇ。恥ずかしさが蘇よみがえるぅぅ」

  「今さらだわ。昨日だっていちばんおっぴろげていたのは神楽かぐら岡おかさんだったわ」

  「そそそそ、そんなことないですぅぅぅ」

  　恥ずかしさのあまり悶もん絶ぜつして、藻琴が床を転がっていると。

  「ほら、なに遊んでるんだ、おまえら。さっさと席に着け」

  　虎杖浜に冷静に注意された。

  　藻琴はささっと立ち上がり、そそくさと席に着く。

  　他ほかの部員もそれぞれ席に着くと、虎杖浜は何か文章が印刷されたＡ４のコピー用紙を右手で掲かかげた。

  「試合の詳細だってよ。メールで送られてきたからプリントアウトしておいた。読んどけ」

  「メールですか？」

  　と絵え笛ふえキャプテンが訊きくと、ああ、と虎杖浜が頷うなずいた。

  「こっちのメアドを教えておいたんだ。そしたら、昨日の夜、メールが来た」

  　今度は相あいの内ないが訊いた。

  「メアドがわかれば、相手の住んでいる……というか、どこからメールが発信されたのかとか、いろいろわかると思うわ」

  「警察の知り合い使えば何か探ってくれるかもしれないけどな、ロボ子からは今回の件は極秘だと釘くぎを刺されてるから、あまり余計なことはしないほうがいいだろう」

  「……そうかもしれないですけど」

  「向こうの黒幕はこんな水着を平気で発明しちゃうような、そしてあんなロボ子を平気で作っちゃうようなイカレた科学者だぞ。怒らせたら何されるかわかんないだろ」

  　虎こ杖じよう浜はまがそう言うと、絵え笛ふえが頷うなずいた。

  「ですね。それにあのロボ子さんの話を聞く限り、鉄てつ刃じん斎さい博士って方、超ヘンタイっぽかったですし」

  「でもさぁ、これ、脱げるんだね。っていうか、脱ぐ方法があったんだね」

  　ぼそりと呟つぶやいた愛あい別べつの言葉に、藻も琴ことの心臓はドキリと跳はねた。

  　脱げる。

  　言い換えれば解放される。

  　一生脱げないと思われていたこの水着から。

  　平凡を絵に描いたような藻琴にとって、それは異様で遺い憾かんな非日常から元の平へい穏おんな日常へと戻れることを意味している。

  　心が揺れないわけがない。

  　けれど、こうやって仲間たちと平和を守る戦いをしている今、自分だけがこれを脱ぎたいと言い出すのもどうかという気がしてくる。

  　全員が脱ぎたいと思っているなら藻琴もそういう負け方──水着が破壊されるような──をしてしまえばいいのだが、そうではないなら、わざと負けることは仲間に対する裏切り行為になりかねない。

  　それが藻琴の頭を悩ませ、心を迷わせる。

  「脱ぎたいのか、愛別グリーンは」

  　と虎杖浜に訊きかれ、腕組みした愛別は珍しく真剣な顔で、う～～んと唸うなった。

  「脱ぎたいのは脱ぎたいけど、でも、脱いだらもう着られなくなっちゃうんですよね？」

  「だろうな」

  「二度とこれを着られないってのも、なんだか寂しい気がするんだよなぁ」

  「贅ぜい沢たくな悩みだな」

  　と言った虎杖浜は、ふん、と鼻を鳴らす。

  「脱ぐか着続けるかの二に者しや択たく一いつしかないんだよ、わたしらにはな」

  「だったら、そうだなぁ、今のところ着ているデメリットってのもそんなにないから、着ててもいいのかなぁって。将来的には悩ましいところだけど」

  　虎杖浜は少し馬ば鹿かにしたような顔で訊く。

  「おまえの将来の何が悩ましいんだ？」

  「いやだって、彼氏とかできたときに、脱いだら水着でしたぁってなったら引かれないかなぁって。もし引かれなくても、これは脱げませんって言ったら嫌われないかなぁって。競泳水着が原因で破局になるとか嫌だなぁって」

  「安心しろ、愛別グリーン」

  「え？　何かいい解決法が？」

  「おまえに彼氏ができることはないから、それは杞き憂ゆうに終わる」

  「酷ひどいぃぃぃ」

  「仮に万が一」

  「万が一って……自分に彼氏ができる確率、〇・〇一％なの!?　ずいぶんな言われようだぁ」

  「おまえに彼氏ができたなら、そういうプレイが好きだと誤ご魔ま化かせばいいじゃないか」

  「そ、そういうプレイって？」

  「競泳水着を着たままでないとしたくないとかな」

  「自分も鉄てつ刃じん斎さい博士に負けないくらいのヘンタイになっちゃうよ？」

  「そういうのが好きな男子も多いみたいだから、二人でヘンタイプレイすれば、末永く幸せになれるだろ」

  「そんな幸せ、ほしくないぃぃ」

  　情けない顔になった愛あい別べつが顔を歪ゆがめると。

  「っていうか、わたしの前で彼氏がどうの破局がどうのって話をするな！」

  「理り不ふ尽じんに怒られた！」

  「あぁもぅ、また脇わき道に逸それたわ。話を元に戻すぞ」

  「うへ～～い」

  「ほら、これ読め」

  　少し憤然とした顔で虎こ杖じよう浜はまは手近の絵え笛ふえにコピー用紙を渡した。

  　いつものにこやかな顔で用紙を受け取った絵笛は、自分の分を一枚抜いて茅かや沼ぬまに手渡す。

  　茅沼も一枚抜いて次へ回す。

  　同様に愛別、相あいの内ないが一枚ずつ抜き取り、最後の一枚が藻も琴ことのところへ回ってきた。

  　藻琴も他ほかの部員に倣ならって用紙に目を落とし、そこに書かれている試合のルールや注意点などを読み込んでいく。

  　そこには次のようなことが書かれてあった。

  

  「競泳戦隊ミズギーズ[image: ]スク水みず戦隊ミズギーズの試合に関する決まり事

  

  ・互いに一名ずつを選手として送り出し闘わせる。

  ・五人が闘い、最終的に勝利数の多かったチームの勝ちとする。

  ・試合は勝ち抜き戦ではなく一人一試合に限定する。

  ・勝利条件は以下のとおり。

  　　相手をテンカウントＫＯしたとき。

  　　相手がギブアップしたとき。

  　　選手に代わって司令がギブアップを宣言したとき。

  　　相手の競泳水着が壊れたとき。

  　　相手の試合続行が不可能になったと審判が判断したとき。

  ・審判役は鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねが務める。

  ・試合時間は三十分。三十分間で決着がつかなければ引き分けとする。

  ・互いの勝利数が同じの場合、隊員の中から代表者を出してプレーオフを行おこなう。

  ・それでも決着がつかない場合は、司令官同士による決勝戦を行う。

  ・プレーオフを戦える選手がいないチームは敗戦となる。

  ・プレーオフを戦える選手がどちらにもいない場合、チーム戦も引き分けとする。

  ・敗戦チームの選手は強制的に水着の装着を解除。

  ・敗戦チームの選手は罰ばつゲームとしてその場で裸踊り。

  ・裸踊りのＢＧＭと振り付けは鉄刃斎博士が指定する。

  ・裸踊りは原則として鉄刃斎博士が満足するまで続く。



  
    以上」
  


  

  　顔を上げた愛あい別べつが、酷ひどい！　と叫んだ。

  「とくに最後のが酷い」

  「まったくね。ヘンタイもここに極まれりという罰ゲームだわ」

  　と相あいの内ないが頷うなずくと、茅かや沼ぬまが言った。

  「キャプテンはいいよね」

  　絵え笛ふえが、え？　と首を捻ひねる。

  「何がいいの、茅沼さん？」

  「だって、それが激しく揺れれば」

  　茅沼は右手で絵笛の大きく盛り上がった双そう丘きゆうを指さした。

  「鉄刃斎とかいうヘンタイ野郎も大満足でしょ？」

  「い、いえ、わたしはあまり揺らしたくないわよ？」

  「うわぁ、それだけは自分も見てみたいなぁ」

  　愛別が絵笛の胸を正面から覗のぞき込む。

  「そういう意味では、先生、司令もだよね」

  「そうだな、茅沼ピンク。わたしと絵笛レツドは五分くらい踊れば解放されるだろう。おまえは十五分くらいかな。あとの三人は」

  　虎こ杖じよう浜はまはちらっと愛別、相内、藻も琴ことの胸元に視線を走らせ。

  「まぁ頑張れ。二時間くらい踊れば赦ゆるしてもらえるかもしれん」

  「酷ひどいぃぃぃ」

  「自分の巨乳を自慢してるわ。最低の先生ね」

  「グラっちも何か言ってやって」

  　と愛あい別べつに促うながされた藻も琴ことは。

  「あのぅ、鉄てつ刃じん斎さい博士という人はかなりのヘンタイのようですから、もしかすると巨乳よりも貧乳が好きという可能性もあるかと。だとすれば、真っ先に解放されるのはわたしたち……」

  「そういうこと言ってほしかったんじゃないんだけどっっ」

  「それはそれで屈くつ辱じよくだわ」

  　愛別と相あいの内ないに冷たい視線を向けられ、藻琴はへこへこと頭を下げる羽は目めになった。

  「あぁぁ、すみません、すみません」

  「というか、負けたときのことを心配するより、勝つことを目指そうよ」

  　と茅かや沼ぬまが正論を言うと、愛別が絡からんできた。

  「それは茅沼先輩の言うとおりだけどさ。でも、罰ばつゲームでおっぱい揺らすとか、最初に言い始めたの、先輩じゃん」

  「いやいや、あたしが悪かった。一年生トリオへの配慮に欠けた発言しちゃったわ」

  「さらに酷い発言しちゃってますけどっ？　傷口に塩と胡こ椒しようを塗ぬり込むような最低発言なんですけどっっ！」

  「だから。裸踊りなんかしなくても済むように頑張ろうねって話」

  「上う手まいことまとめて逃げたっぽい！」

  「まぁ茅沼ピンクの言うとおりだな。裸踊りなんかしなくても済むよう、試合までの一週間、さらにあたしが鍛きたえてやるから」

  　付け焼き刃なのはわかっているが、何もしないよりはマシだろうということで、試合をすると決まってから、部員たちは空手の有段者である虎こ杖じよう浜はまから空手の指導を受けていたのだ。

  「とはいえ、当然、向こうも同じようなことはしてるだろうからな、それで有利になれるとは限らないが」

  「向こうが全員、格闘技の経験者だったらどうしよう」

  「それはないな、愛別グリーン。わたしらが運動部員で向こうが文化系だから、水着の新旧がちょうどいいハンデだとか言ってただろ、あのロボ子」

  「あ、そうだった！」

  「もっとも、新しい水着とコレとが果たして機能的にどれほど差があるのかわからないから、やっぱり安心はできないけどな」

  「ですよねぇ」

  「いずれにしても、相手のことも相手の水着のこともわからないんだから、事前の対策なんか立てようがない。おまえらにできるのは、地道に空手の練習をするだけだ」

  （そうなんですけど。でも、この水着で上段回し蹴げりとか、かなり恥ずかしいんですけど）

  　組み手の相手が藻も琴ことに向かって上段回し蹴りなどを繰り出してきた場合、受け止める藻琴の眼前でとんでもないポーズが取られているわけで。

  　自分もあれと同じことをしていると思うと藻琴はその場で悶もん絶ぜつしそうになる。

  　今までの人生で、おそらくいちばん恥ずかしいことをしているという自覚がある。

  （でも、もし負けたら裸踊りだもんね。人生でいちばん恥ずかしい経験の記録を更新しちゃいそうだから負けられないなぁ。けれど、この水着は脱ぎたいなぁ……って、あれ？　ちょっと待って……）

  　藻琴はもう一度、コピー用紙に目を落とす。

  （裸踊りの前……あ、やっぱり！）

  　そこには「強制的に水着の装着を解除」と書いてあった。

  （つまり水着が壊されなくても、負けたチームは全員、水着を脱がされるってこと？　じゃあチームとして負けてしまえば、わざわざ試合で水着を壊されなくても脱げるっていう……）

  　藻琴はちらっと顔を上げ、素早く部員の顔を窺うかがってみる。

  　だが、そこを気にしている者は誰もいないようだ。

  　というより、みんな勝つ気満々のようだった。

  （壊されなくても脱げるのならみんなで負けてしまえばいいのに……でも……）

  　水着を脱ぎたいという本心と仲間への思いで藻琴の心は千ち々ぢに揺れる。

  　考えれば考えるほど、藻琴は頭を抱えてしまいそうになる。

  　が、藻琴が本当に頭を抱えるのは試合当日、対戦相手と相あい見まみえたあとのことだった。

  

  　３

  

  　試合の二日前になって、弥み茂も祢ねから試合会場となる場所の地図がメール添付で送られてきた。

  　虎こ杖じよう浜はまはそれをプリントアウトして、放課後、部員に配った。

  　今日、明日は競泳戦隊ミズギーズの活動はしないことになっている。各自、早めに帰宅して試合当日に備えるということだ。

  　地図を確認した部員たちが口々に声を上げた。

  「ここって、天あま名な湖の奥のほうですよ」

  「意外と近いんだね」

  「この辺って、何かありましたっけ？」

  「研究所とか工場みたいな物があったかな」

  　改めて地図に目を落とした虎杖浜が、いや、と応こたえた。

  「別荘やペンションに、あとは学生が合宿に使うような安宿と体育館やテニスコートなんかがあったように思うけど、とくに目立つ物はなかったと思うぞ。それにだ、相手はわけのわからないそんな水着を発明するわけのわからない相手だ」

  　虎こ杖じよう浜はまはそう言って、部員の水着を指さした。

  　彼女は今日もジャージだった。

  　学校でいつもジャージ姿なのは、体育教師としては問題ないのだろうが、若い女性としては少し問題があるのではないかなどと思ってしまう藻も琴ことだった。

  「言ってみればマッド科学者サイエンテイストだろ、そいつ。いかにもそれっぽい研究所を構えてるなんてこともないんじゃないか」

  「なんですかねぇ」

  　愛あい別べつは首を傾かしげている。

  「ま、そいつがどこにいて何をやってるかなんて関係ない。わたしらは明日の試合に勝利して、この水着を守るだけだ。そうだろ!?」

  　と虎杖浜が部員に呼びかけると、藻琴を除く四人が、

  「はい！」

  「だよねぇ」

  「おっす」

  「もちろんだわ」

  　などと応こたえた。

  　藻琴だけは前向きな返事ができない。

  　まだ迷っているからだ。

  　考えているからだ。

  「あ、あのう、皆さん」

  　ここで知らん顔ができないのが藻琴の欠点であり長所でもある。

  　皆がまだ気づいていないのなら、やっぱり教えておかなくては、と思ったわけだが。

  「試合のルールの最後のほうに『負けたチームは強制的に水着の装着を解除』とかって書いてありましたけど……」

  「ああ、あれな」

  　と虎杖浜があっさりと応えたので、藻琴は肩すかしを食らった気分だ。

  「つまり負けたほうは水着が無事だったとしても、あのロボ子辺りに攻撃させて壊すか破くかするってことじゃないのか？　あいつは水着を着たわたしらよりも強いって言ってたからな、それが本当なら壊すのも可能だってことだろ。どこかに解除スイッチがあって、それを押すと水着が脱げるとか、そういうのじゃないと思うぞ」

  　他ほかの部員も虎杖浜の言葉に頷うなずいているので、すでに気がついていたのは明白だ。

  「あ、そ、そうですか。そうです、よね」

  　ひくひくと引き攣つった笑みで藻も琴ことが頷うなずいた。

  （そうか。結局、壊されるのか。あ、でも、水着から解放されることに代わりがないわけで。でも、みんなはそう願っていないわけで。う～～ん、わたしは……）

  　またも考え込んでしまう藻琴だった。

  　そんな藻琴にちらっと視線を向けた虎こ杖じよう浜はまだが、直すぐに視線を戻し、他ほかの部員を見回した。

  「明日は部活もお休み。で、明後日あさつては授業が終わったら、速攻、ここへ集合な。わたしが試合会場まで車を出すから」

  　明後日は土曜日なので、授業は午前中で終わりだ。

  「はいはい、司令」

  　と愛あい別べつが手を挙げた。

  「お昼ご飯はどうするの？　お弁当持参？」

  「ああ、そうしてくれ。で、昼飯食べ終わったら出発だ。目的地までは、そうだな、渋滞してなけりゃ一時間もかからずに行けるんじゃないか？」

  　虎杖浜がことさら「渋滞」と言ったのは、天あま名な湖周辺の道路は週末に観光客の車で渋滞することがあるからだ。

  「指定時刻は午後三時だから、念のため少し早めに出たいところだな。もし遅刻して不戦敗だなんてことになったら、裸踊りをしに行くようなもんだからな」

  　藻琴はそっと周囲を窺うかがった。

  　虎杖浜はもちろん、上級生の絵え笛ふえも茅かや沼ぬまも、同級生の愛別も相あいの内ないも覚悟を決めているように見える。

  （迷っているのはわたしだけなのかな。あぁもう、何もかも投げだして逃げたくなるぅ）

  「じゃあ、今日はこれで解散。夜更かしとかするなよ？　今日、明日は早めに寝ろ」

  「お──っす」

  「それから、神楽岡イエロー」

  「え？　あ、はははい、なんでしょう、虎杖浜ブラツク司令」

  「逃げんなよ？」

  （見み透すかされてる──っっ!?）

  「ににに逃げません。頑張り……ます」

  「おまえ以外の四人で三勝すればいんだ。あまりプレッシャーを感じなくてもいい。最終的に引き分けになれば、わたしが決勝戦で勝ってやるから。まぁ、その前に代表戦のプレーオフがあるんだけど。二勝二敗一分けでも一勝一敗三分けでもいい。さらにプレーオフも引き分けでいい。だから気楽にいけ」

  「そう言われましても」

  「まぁ、あれだ。リレーやメドレーリレーと同じだよ。自分だけが泳ぐんじゃない。チームメイトがいるんだ。一人が失敗しても、残りのメンバーで取り返せばいい。神楽岡イエローだって、そうやってきたんだろ？」

  　虎こ杖じよう浜はまにそう言われ、藻も琴ことの心は少し軽くなった。

  （水泳を喩たとえに出されると説得力があるなぁ）

  　つくづく自分は水泳部員なんだと、そう思う藻琴だった。

  「んじゃ、解散。何かあったらわたしの携帯に電話入れろ」

  「お──っす！」

  

  　こうして藻琴たちは二日後の試合（という名のバトル）に備えて早めに帰宅した。

  

  　４

  

  　帰宅した藻琴は、母親と自分の分の夕食の支度をする。

  　ただ、母親からは「帰りが遅くなる」というメールが来ているので、彼女の分は取り分けて冷蔵庫に入れておく。

  　藻琴は一人で侘わびしく夕食を摂とった。

  　それはべつに珍しいことではなかったが、一人でする食事が、これほど味気ないものだとは思わなかった。

  　学校では、転校早々、百ゆ合り原はら萩はぎ野のが昼ご飯を誘ってくれた。

  　それ以降は、萩野だけではなく、姫ひめ川かわ桔き梗きようや星ほし置おき星ほし箕みと昼食を摂ることが多くなった。

  　転校したあとはしばらく一人で食べることになるんだろうなぁ、と思っていた藻琴の予想を裏切る楽しい昼休みを過ごせていた。

  　水泳部の仲間と昼食を食べることもあった。

  　同じクラスの相あいの内ないや同級生の愛あい別べつと過ごす部員同士の昼休みは気楽で気安くて、萩野や姫川、星置との昼食タイムとはまた別の意味で藻琴には楽しい時間だった。

  （そう言えば、最近は萩野とお弁当一緒に食べていないなぁ。というか、そもそも萩野と話すことも少ないよね。放課後は直すぐに帰っちゃうし。陸上部のほうも休みがちだって聞いたけど、姫川さんも事情をよく知らないみたいだし。なんだろ。もうわたしに飽きちゃったのかな……って、いえいえ、飽きたとか、わたしは何を言ってますか！）

  　慌あわてて椅い子すから立ち上がった藻琴は、空からになった皿や茶ちや碗わんをキッチンに運んで洗剤で洗い、食器籠かごに並べていく。

  「さて、一休みしたらお風ふ呂ろに入って……今日はもう寝ちゃおうかな」

  　藻琴はリビングでテレビを見ながら食後のお茶を飲んだ。

  　見ていたバラエティ番組が終わったのを機に藻も琴ことはテレビを切って立ち上がる。

  　ＣＭのときにお風ふ呂ろの追い焚だき機能をオンにしておいたから、もう沸わいているはずだ。

  　着替えを持って脱衣所に行くと、藻琴は私服を脱ぐ。

  　服を脱いだ藻琴は姿見に全身を映してみる。

  　そこに映った藻琴は、下着ではなく競泳水着を着ていた。

  　極薄で鮮やかな黄色の超ハイレグ競泳水着だ。

  　脱げない競泳水着を着せられてしまった自分の境遇が悲しくて、貧弱な自分の体のラインが切なくて、藻琴は、はぁ、と小さなため息を吐つく。

  　これを着てからというもの、お風呂に入るときも裸にはなれない。

  （家のお風呂に入るのに競泳水着を着たままだなんて、おかしな感じだなぁ。温泉旅行に行ったときなんて、どうすればいいんだろ。温泉って、水着着用不可だよね）

  　などと、どうでもいいことを考えながら風呂場の戸を開けて浴室に足を踏み入れる。

  　水着には保温機能があるから、まったく寒くない。

  　そして水着には新陳代謝を促進する機能やら肌を清潔に保つ機能なども備わっているから、体を洗う必要もないという。洗う必要があるのは髪の毛ぐらいだ。

  　藻琴はシャンプーをつけて丁てい寧ねいに洗髪した後、入念にシャンプーを洗い流してからリンスを髪に擦すり込んだ。
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  　リンスが髪全体に行き渡ると、シャワーで軽く洗い流す。

  「髪の毛って、洗うのも乾かすのも整えるのも面倒だよね。わたしくらいの長さでそう感じるのに、キャプテンとか、髪が長くて大変そう。よく平気だなぁ」

  　などと女子失格になりかねない発言をしながら、藻も琴ことは浴槽に体を沈めた。

  「あ～あ、お風ふ呂ろに入るときくらい裸になって思い切り手足を伸ばしたいなぁ」

  　薄くて軽くてフィット感抜群のこの競泳水着、いつもは着けていることを忘れてしまいそうだが、こうして水着を着ている自分を目まの当たりにすると、どうしても着けていることを意識してしまう。

  　お風呂に浸つかる解放感がいま一つ不足気味なのが藻琴には不満だった。

  「これが脱げるのか。脱げるんだったら、脱ぎたいなぁ。でも脱いだら、もう着られないんだよね。それも、なんというか、少し寂しい気もするし。あ～～、どうすればいいんだろ」

  　藻琴は腰の位置を前にずらして足先を浴槽から出すと、代わりに上半身をお湯に沈めた。

  　顔までお湯に入れて目を開けると、透明なお湯の向こうで天井が揺れた。

  　口から息を吐はくと、ぶくぶくと気泡が浮き上がっていく。

  　肺の中の空気をあらかた吐き出すと、藻琴はお湯から顔を出して大きく息を吸った。

  　吸った息を吐きながら、藻琴はぼそぼそと呟つぶやく。

  「わたしはどうすればいいんだろう。どうするべきなんだろう。みんなは勝つ気満々だから、わたしが勝負を投げたらみんなに悪いし。でも、脱げるチャンスなんて、もうないかもしれないし。あ～～、やっぱりどうしていいかわからないや。こんなこと、誰かに相談するわけにもいかないしなぁ」

  　藻琴は洗ったばかりの濡ぬれた髪の毛をぐしゃぐしゃと搔かきむしった。

  「わたしが手を抜いて負けたところで、他ほかの四人が勝ったらウチのチームの勝ちなんだから、わたしが手を抜いても、勝ち負けにはあまり関係ないよね。だったら、やっぱり壊されるように闘って……」

  　藻琴が顔を上げた。

  「あ、そうか。わたし新米だから、先せん鋒ぽうに指名されちゃうかも？　だとすると、簡単に負けるってわけにもいかないよね」

  　先鋒が負けたからといって、直ただちにチームが敗勢になるわけではない。けれど五人で三勝と四人で三勝では、かなり意味合いが変わってくる。

  　五人のうち三勝すればいいというのと、四人のうち三勝しなくてはならないというのは大きな違いだ。

  　それに団体戦では、先鋒の出来不出来が全体の流れを左右することだってある。

  「やっぱり頑張るしかないのかな。わたしが頑張ったとしても勝てる保証はないけど、でも、手を抜くのはやっぱり後ろめたいよね」

  　藻も琴ことは湯ゆ船ぶねの中で立ち上がった。

  　剝むき出しの藻琴の手足を、お湯が流れ落ちていく。

  「わたしが勝つか負けるか、チームが勝つか負けるか。いま考えてもわからないんだし、もう考えるのは止やめよう。これはアレだよね、運を天に任せるってことだよね。負けてこの水着を脱げるのならそれもよし。勝って競泳戦隊を続けるのなら、そのときはそのときだ」

  　そう考えると、心の重さが少し軽減されたような気がする。

  「よし」

  　藻琴は大きく頷うなずいた。

  「自分にできることをしよう。そうしよう」

  　藻琴は先ほどよりもだいぶ気合いの入った顔で浴室をあとにした。

  

  　５

  

  　そして土曜日。

  　いよいよ決戦の日がやってきた。

  　いつもより早く目覚めた藻琴は、部屋の窓に掛かっているカーテンを開けた。

  　上空には青空が広がっている。梅つ雨ゆ入りも間近な六月にしては爽さわやかな青空だった。

  　パジャマを脱ぎ捨てた藻琴は、競泳水着姿になって大きく深呼吸する。

  　それから、教わった戦隊のポーズを頭に描き、体を動かす。

  　まずは腕を回しながら、

  「競、泳、戦、隊、ミズギーズ」

  　と発声し、最後にビシっと決めポーズ。

  「ミズギーズイエロー、推参！」

  　ポーズを解いた藻琴は、両手でぱしんと自分の頰ほおを叩たたいて気合いを入れ直す。

  「よし、頑張る。頑張るぞ」

  

  　母親はまだ寝ているようなので、彼女の分の朝食を用意してから藻琴は家を出た。

  　ふだんよりずっと早い時間帯だから、通学路には人影が少ない。

  　スク水みず戦隊ミズギーズがどんな相手なのかわからないが、自分にできることを精一杯やってみようと覚悟を決め、藻琴は学校への道を小走りに急ぐのだった。
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  第５章　競泳戦隊ミズギーズは決戦の場に赴いた

  

  　１

  

  　土曜の午後──。

  

  　虎こ杖じよう浜はまが運転するステーションワゴンは、指定された場所に午後二時半少し前に着いた。

  　県道からここまで上のぼってくる道路を十数分ほども走っただろうか。曲がりくねった道の途中には一軒の家屋敷も見えなかった。

  　道路が平へい坦たんになると、そこが駐車場だった。

  　広めの駐車場には車が二台停とまっていて、そのうちの一台はセダンタイプの高級外車だが、もう一台は背の高いワンボックスカーだ。となると、あれがスク水みず戦隊の乗ってきた車かもしれない。

  　駐車場のすぐ向こうに石造りっぽい外観の洋館が立っているが、別荘というには大きな建物で造りも本格的すぎる。

  　ここが鉄てつ刃じん斎さい博士の居きよ館かん兼研究所なのだろうか。

  　車を降りた虎杖浜と水泳部員が背後を振り返ると、駐車場の縁へりに植えられた樹木の合間から、複雑な湖岸線を持つ天あま名な湖の鈍にび色いろに光る湖面が眼下に遠望できた。

  「ふえぇ、いい景色だなぁ」

  　と愛あい別べつが歓声を上げた。

  「本当ね。素敵な眺めだわ」

  　一同が雄大な景色に見とれていると、背後から声がかかった。

  「遠路遙はる々ばるようこそお出いでくださいました、競泳戦隊の皆様」

  　どことなく非人間的な響きのするこの声には聞き覚えがある。

  　全員が館やかたの出入り口へと顔を向けると、あのロボ子、鉄刃斎弥み茂も祢ねが立っていた。

  　例によって彼女はシックなメイド服姿だった。

  「遠路遙々っていうほど遠くはないけどな。っていうか、わたしらの到着がわかっていたかのような登場の仕方だな？」

  「この山は鉄刃斎博士の持ち物でございますので、各所に監視カメラを設置してございます。ですから皆様のお車は上り口に入るところから確認してございます」

  「山全部が？」

  「山といいますか、山を含めて、この辺りの土地一帯が、でございますね」

  「マジかよ」

  「もっとも、土地は分ぶん筆ぴつして別名義で登録してございますので、他人様には個人所有であるとわかり難にくくなっておりますが」

  「なんか秘密基地みたいだな」

  「そのご指摘、強あながち間違っているとは申せませんね」

  「それこそ、マジかよって話だな」

  「それはさておき。皆様、お荷物はございますか？」

  「いちおう着替えとかジャージとか持ってきたけどな」

  　部員一同は天あめ乃の宮みや学院の制服で、虎こ杖じよう浜はまはラフなシャツとジャケットに黒のジーンズだった。さすがにジャージで車を運転して遠征する気にはなれなかったらしい。

  「では、お運びいたします」

  　弥み茂も祢ねが歩み寄ってきたので、虎杖浜は、

  「こっちだ」

  　と言って車の後部へ回り込む。

  　ワゴンの後ろに回ると、虎杖浜は後部ハッチを開けた。

  　ラゲッジルームに頭を突っ込んだ弥茂祢が、置いてあった六個のスポーツバッグをまとめて持ち上げる。

  「で、試合会場はどこなんだ？」

  　車の後部ハッチを閉めると、虎杖浜は周囲を見渡した。

  「なんとなく体育館みたいな場所を想像していたんだが、そんな物はどこにも見当たらないな。ってことは、山の中でバトるのか？」

  　弥茂祢は左右の手に三つずつ、軽々とスポーツバッグを提さげている。

  「いいえ。虎杖浜様の想像はだいたいにおいて正しゅうございます」

  「は？」

  「試合会場は、体育館のような場所でございますよ。正確には訓練場でございますが」

  「いや、でも」

  　虎杖浜だけでなく、部員一同、改めて周囲を見渡したが、大きな洋館以外、なんの建造物も目に入らない。

  「ここからまた移動するのか？」

  「いえ、試合会場は地下にございますので。ああ見えましても、あの館やかたは現代建築技術の粋すいを集めて造られた物でございますから、地下六階までございます。地下の階層は、おおよそ山をくり貫ぬいてあるとお考えくださいまし」

  　虎杖浜がため息を吐ついた。

  「マジかよ。どんだけ大金持ちなんだ、あんたの主人は」

  「少なくとも海外の某ぼう経済誌が選ぶ『世界の金持ち百人』の中の十数名は鉄てつ刃じん斎さい博士の別名、もしくは影かげ武む者しやでございます」

  「……一介の高校教師にはついていけなくなってきたな」

  　藻も琴ことは内心で悲鳴を上げた。

  （一介の平凡な女子高生には、もっとついていけません～～）

  「まぁ、けど、そんな大金持ちだから、こんな競泳水着を開発して実用化したんだろうな」

  「さようでございますね」

  「それはいいや。で？　相手はもう来てるんだろ？」

  　虎こ杖じよう浜はまはチラッと別のワンボックスカーに視線を走らせた。

  「はい、スク水みず戦隊の皆様方は先にご到着されております」

  「いま何してるんだ？　試合会場の下見とかか？」

  「いえ、応接間でアフタヌーンティーをお楽しみ中でございます」

  　虎杖浜が少し白けた顔になる。

  「ずいぶんと余裕ぶっこいてるんだな」

  「皆様方より先に試合会場にお連れしては、些いささか不公平でございますので」

  「そうか。お気き遣づかいありがとうな」

  「まだ時間はございます。ご一緒にお茶にいたしますか？」

  「……いや。これから闘おうって相手と一緒にお茶を飲む気にはなれないわ」

  「さようでございますか。では別室をご用意いたしますので、そちらで一休みなさってくださいまし」

  「ああ、すまない。よろしく頼むわ」

  「では皆様方、こちらへどうぞ」

  　先導する弥み茂も祢ねのあとを虎杖浜が歩き、彼女に続いて少し腰が引けた体勢で絵え笛ふえ以下の水泳部員が洋館の入り口のドアを通過した。

  

  　２

  

  　六人が案内されたのは遊ゆう戯ぎ室だった。

  　中は広々としていて、部屋の中央寄りに麻雀マージヤン卓とビリヤード台が置かれ、壁にはダーツの的が掛かっている。

  　壁際の戸棚の中には将棋盤やチェス盤、カルタやカード類が並んでいるのが見えた。

  　部屋の最さい奥おうには巨大なモニターが鎮ちん座ざしていて、そこから伸びるケーブルの先には何台ものテレビゲームが繫つないであった。そして、それらの前にはいかにもくつろげそうなソファが置かれている。

  「この部屋だけで今のわたしのマンションの２ＬＤＫより遙はるかに広いんだが」

  　少し憤いきどおった顔で虎杖浜がそう言うと、すかさず愛あい別べつが続いた。

  「っていうか、この部屋って天井も高いし、置いてある物を片付ければ、バスケットボールやバレーボールくらい、余裕でできそうだよね」

  　すると弥み茂も祢ねが真ま面じ目めな顔で応こたえてきた。

  「バスケットボールがしたいのでしたら、あとでコートにご案内いたしますが？」

  　愛あい別べつが大きく仰のけ反ぞった。

  「バスケのコート、ホントにあんの!?」

  「地下にございますよ。裏庭にはプールもございます。もっとも二十五メートルプールでございますが」

  　藻も琴ことたちは呆あきれて言葉も出ない。

  「そしてプールが割れ、地下格かく納のう庫からサンダーバード一号が発進いたします」

  「「「「「「マジで!?」」」」」」

  「いえいえ、冗談でございますとも。真面目な顔で訊きき返されたので、弥茂祢、ビックリしてございます」

  「いや、そのくらいのスケール感が漂ただよっていたんで、ついな」

  　と虎こ杖じよう浜はまが頭を搔かいた。

  　そのとき。

  　ドアを叩たたく音がしたので全員が顔を振り向けると、そこには弥茂祢と同じようなデザインのメイド衣装を着てワゴンを押す小さな女の子が立っていた。

  「ああ、ご紹介いたしましょう。彼女は鉄てつ刃じん斎さい璃り瑠る羅らと申します。本日はスク水みず戦隊の世話役を務めることになっております」

  「え？　鉄刃斎って……」

  　全員が目を見開いて少女を見つめる。

  　代表して虎杖浜が訊いた。

  「ロボ子なの!?」

  「さようでございます。開発番号十八番、鉄刃18号。わたくしの姉の一人でございます」

  「姉……」

  「ちなみに、わたくしの開発番号は二十三番でございます」

  「どう見ても妹にしか見えないんだけど」

  　と虎杖浜が呟つぶやくと、弥茂祢が、ちっちっ、とわざとらしく人差し指を振った。

  「わたくし共はロボ子でございますので、開発されたときの姿形のままでございます。成長はいたしません。璃瑠羅はあのような容姿で作られましたので、ロリロボ子なのでございます」

  「ロリロボって……酷ひどい言い方だな」

  　背が高くて怜れい悧りな顔つきの弥茂祢は「美人」という形容が相応ふさわしい。

  　一方の璃瑠羅は「可愛かわいい」という形容こそが相応しかった。

  「ご機嫌麗うるわしゅう、競泳戦隊の皆様。何もおかまいできませんが、せめて美お味いしい紅茶をお楽しみください」

  「アニメ声だ！」

  「たしかに子供っぽい声ね」

  　愛あい別べつと相あいの内ないが顔を見合わせて頷うなずき合った。

  「また一つ、鉄てつ刃じん斎さい博士ヘンタイ説に信しん憑ぴよう性が加わったわ」

  　ワゴンを押して部屋に入ってきた璃り瑠る羅らだが、いったんワゴンを手放してトコトコと部屋の隅まで歩き、そこに置かれていた自分の体より大きな木製の長ちよう卓たくを片手で摑つかんでひょいと持ち上げた。

  「凄すげえ」

  「たしかにロボだな」

  　六人は低く唸うなった。

  　そのまま卓を五人のいる場所まで運んできた璃瑠羅は、静かに卓を床に下ろした後、ワゴンからティーセットを取り上げ、背伸びしながら卓上に並べ始めた。

  「手伝いますね、璃瑠羅」

  　そう呼びかけた弥み茂も祢ねは椅い子すを運んできて卓の周囲に並べた。

  「ありがとう、弥茂祢」

  　二人（二台？）のメイド服ロボがお茶の用意をしている様さまはかなり非日常的で、それだけで藻も琴ことは落ち着かなくなってくる。

  「では、三時になりましたらお迎えに参ります。それまで、どうぞごゆっくり」

  　アニメ声のロリロボ子は、丁てい寧ねいに頭を下げると遊ゆう戯ぎ室から退出していった。

  　それを呆ぼう然ぜんと見送っていた虎こ杖じよう浜はまと部員たちは、

  「どうぞ、お茶が冷めないうちに」

  　と弥茂祢に促うながされて我われに返る。

  「んじゃ、遠慮なく」

  　虎杖浜が椅子に腰を下ろすと、つられたように部員たちも椅子に座った。

  「あんたは戻らなくてもいいのか？」

  「わたくしは本日、皆様方の世話役を仰おおせつかっておりますので、お側そばに控えさせていただきます。ご迷惑なようでしたら、どこかの物陰にでも隠れておりますが」

  「そっちのほうが落ち着かんわ。というか、そこに立っていられても落ち着かない。あんたも座ってくれ」

  「ご配慮痛み入ります。ですが、わたくし、ロボ子でございますので、立ったままでも疲れはしないのでございます」

  「それはわかってるけど、そこに立たれてると落ち着いてお茶が飲めないんだよ」

  「これは失礼いたしました。では、そのように」

  　弥み茂も祢ねは椅い子すを一つ持ち出してくると、遠慮がちに腰を下ろした。

  　用意されたお茶を飲みながら、虎こ杖じよう浜はまは弥茂祢に対して最後の確認をする。

  「今日の試合……という名のバトルなんだけど、ルールその他は事前に教えてもらったとおりで変更はないんだな？」

  「さようでございます」

  「負けたほうは水着剝はく奪だつなんだな」

  「剝奪と申しますか、いえ、端的にいえばそうなるでございますね」

  「あんたが壊すってことか？」

  「そうですね、そう考えていただいてけっこうでございます」

  「やっぱりそういうことか」

  　と頷うなずいた虎杖浜だが、直すぐに、そういえば、と首を傾かしげた。

  「チームが勝っても、個人戦で負けて水着が壊れた奴やつがどうなるのかを聞いてなかったな？」

  「その場合は、新しい水着に替えていただくしかございません」

  「ああ、予備のに……ってことか」

  「さようでございます。もし三人も四人も壊れてしまった場合は新しい物をご用意するまで、ミズギーズの活動は延期していただくことになるでございますね」

  　チームが勝って自分が水着を脱げる可能性があることを改めて聞かされると、やはり藻も琴ことの心は揺らいでしまう。

  　とはいえ、水着が壊れるような負け方が具体的にイメージできない。

  　一方的に攻撃されれば壊れるのかもしれないが、その方法だと自分が怪け我がをしそうで怖い。たしか弥茂祢もそんなことを言っていた。

  　それに、一方的に攻撃されるだけで反撃もしないのでは、負けたいのが見え見えだ。

  　水着は脱ぎたいけど怪我をするのは嫌だし、他ほかの部員から裏切り者と思われるのも嫌だ。

  　またしてもジレンマに陥おちいる藻琴だった。

  　他の部員も何か考えているのか、いつもよりずっと口数が少なく、それからしばらく静かなお茶会が続いた。

  

  　そして三時五分前。

  　再び鉄てつ刃じん斎さい璃り瑠る羅らが姿を現したが、彼女は一人ではなかった。

  　同じようなちびっ子を連れていたのだ。

  　そのちびっ子は白衣を翻ひるがえしていた。

  「誰？」

  「またロリロボ子？」

  「鉄刃斎博士って、ロリコン？」

  「でも、弥み茂も祢ねさんは立派な大人の女性の姿だよ？」

  　などと、部員たちが額を寄せてひそひそと話をしていると、

  「博士」

  　と言って弥茂祢が立ち上がった。

  「博士ぇぇ!?」

  　全員が驚きを露あらわにして顔を振り向け、改めてちびっ子を凝ぎよう視しする。

  「やぁ、競泳戦隊ミズギーズの諸君、あたしが鉄てつ刃じん斎さい博士だ」

  「いえぇぇぇ？」

  　科学者っぽく白衣姿だっだが、体型的にはどう見ても小学生にしか見えない。

  「え？　ウソ？　マジで？」

  　虎こ杖じよう浜はまがギリギリと首を巡らせ弥茂祢を見やった。

  「ええ、鉄刃斎博士でございますよ」

  　何を驚いているのだといわんばかりの弥茂祢の反応に、虎杖浜は思わずツッコんでしまう。

  「いやいや、どう見ても小学生だろ、あれ。超天才科学者で世界有数の金持ちじゃなかったのかよ！」

  「おいおい、そんなに驚くなよ。ちびっ子天才科学者なんて、アニメや漫画にゃよくある設定だろ？　『日○』とか『ぱに○に』とかな。とくに『日○』のちびっ子博士なんて、あたしと同じで、スーパーロボ子を作ってたじゃねえか」

  （（（（（（アニメと一緒にするなぁぁ！））））））

  　全員が激しくツッコんでいた。

  　心の中で。

  「ま、あたしが作ったロボ子は、アレとは違って、本質的には戦闘用だがな」

  　くくっっ、と笑った鉄刃斎博士は、睨ねめつけるような遠慮のない視線を藻も琴ことたちに注いだ。

  　子供の外見に似合わない鋭い目つきだった。

  「ところで、おまえたち、その水着を着て超人になった感想はどうだい？」

  「どうもこうも」

  　虎杖浜が肩を竦すくめてみせる。

  「ありがたくて涙が出そうだな」

  「そうかい。じゃあ、たくさん嬉うれし泣きしてくれ」

  （皮肉の通じないちびっ子だな。いや、それよりも、本人にあったら訊ききたいことがあったんだっけ）

  「なぁ、鉄刃斎博士」

  「なんだい、巨乳先生？」

  （く、口の悪いちびっ子だ。そして性格も悪そうだ）

  「何か言いたそうな顔だな？　いや、言いたいことはわかるよ。見た目は天使みたいに可愛かわいいのに性格は悪そうだな、とかだろ」

  「……だいたい合ってるけど、『天使みたい』までは思ってないよ」

  「まぁ、我慢してくれ。頭のいい奴やつはたいがい性格は悪いと相場は決まってるものだ。羽○翼みたいに、眼め鏡がねで美人で巨乳で性格もよくて頭がいいなんて女子は小説の中にしかいねえ」

  （自覚はしてるんだな。っていうか、その小説を知ってるんだ）

  　虎こ杖じよう浜はまが呆あきれたり感心したりしていると。

  「で？　何か訊ききたいことがあるんじゃなかったのか？」

  「ああ、そう、そうなんだ」

  「答えられることならなんでも答えてやるぜ？」

  「じゃあ、訊くけど。どうしてわたしが選ばれたんだ？」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士は、ん？　と目を細めたが、直すぐに、ああ、と頷うなずいた。

  「とくに理由はねえ」

  「はぁあ？」

  「ただの抽選だよ。もっとも競泳水着を着られない人物は……つまり性別、年齢的にって意味だが、予あらかじめ抽選対象から除外しておいたがな。そして、居住地は天あま松まつ市周辺に限定したがな。それでも抽選対象は数万人もいたはずだ。あんたはその中から見事に一等賞を引き当てたってことだよ」

  　鉄刃斎博士はサムアップして片目を瞑つぶってみせた。

  「強運だな。持ってる女だ」

  「そんな強運、持ちたくはなかったよ。というか、凶運、の間違いだろ！」

  「おぉ、上う手まいこと言うな。さすがに高校で教師してるだけあるわ。ただの脳のう筋きん女じゃねえんだな」

  「ほっとけ」

  「他ほかに何かあるか？　ついでだから聞いとくぜ？」

  「じゃあ。どうしてこんな特別な水着を見も知らぬ人間に渡そうと思ったんだ？　それこそ、何かおかしなことに使われる虞おそれだってあっただろうに」

  　鉄刃斎博士は小さく肩を竦すくめてみせた。

  「べつにそれでもかまわなかったんだよ」

  「なんだって!?」

  「弥み茂も祢ねも言ったろ。その水着使って銀行強盗しようが自衛隊と戦おうが、在日アメリカ軍に喧けん嘩か売ろうが、そいつは手に入れた奴の自由なんだよ。使い道をあたしがどうこう言うつもりはなかった」

  「いや、でも……」

  「まぁ、さすがに無差別大量殺人とかに使われると寝覚めがよくないんでな。そういう場合は直すぐに介入するつもりだった。だから弥み茂も祢ねたちに、あんたらのことを監視はさせていた」

  「弥茂祢も、そんなことを言ってたな」

  「おう、そういうことだったのさ。どんな使い方をするか楽しみにしていたんだぜ？　っても、高校教師に渡っちゃった時点でそんな無茶なことはしないだろうという予想はついたけどな。もしかすると着ないまま捨てられるかもな、とも思ってたんだ。正義の戦隊として活動を始めるなんてぇのは、こっちのシミュレーションパターンの中でも一、二を争う面白さだったな。ｇｊグツジヨブだ」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士がサムアップしてみせると、虎こ杖じよう浜はまはジト目になって彼女を見やった。

  「……悪かったな」

  「悪くはねえよ。あたしは充分に楽しめたからな、礼を言いたいくらいだぜ？」

  　こほん、と咳せき払ばらいをした虎杖浜は、人差し指を立てて、

  「じゃあ、あと一つ」

  　と言った。

  「まだあるのか。なんだ？」

  「どうしてこんな凄すごい発明品を赤の他人に手渡そうとしたんだ？　実験するなら、対象者を絞しぼって、ちゃんと説明してから使わせたほうが確実だろ？　データだって収集し易やすいし」

  「ああ、そうじゃねえ。もうデータはさんざん取った。実用実験もした。充分に実用に耐えることは確認済みだ。だから、こりゃ実験なんかじゃなかったんだよ」

  「じゃあ……なんだったんだ？」

  「娯楽だよ、娯楽」

  「は？」

  「あたしが楽しめりゃそれでよかったの」

  「はぁあぁぁ!?」

  「言い換えると、退屈しのぎだ。最近、ちょいと人生に退屈しててな」

  （何歳いくつだ、おまえ！）

  「いや、でも、こんな凄い発明品を退屈しのぎに使うって……」

  　虎杖浜は、怒るべきか呆あきれるべきか態度を決めかねたような口ぶりだ。

  　藻も琴ことも、博士個人の退屈しのぎでモルモット代わりにされては堪たまらないと思った。

  「いや、べつにそんなたいそうな物じゃねえんだって。他ほかの研究してるときに、たまたま開発しちゃった素材だしな。これが目的じゃなかったから研究成果をクライアントに提出する必要もねえし。だったら、これで少し遊ぶかってな。なんで、その素材でバトルスーツ作ってみたんだ。そしたら、意外と上う手まいことハマってなぁ。着用者の身体能力があそこまでアップするとは、さすがのあたしも思わなかったわ」

  「最初は、ふつうにバトルスーツだったのか」

  「まぁ、そうだな」

  「なんで最終的に競泳水着に？」

  「弥み茂も祢ねが説明しなかったか？　単にあたしの趣味だ」

  「マジだったのか、それ!?」

  「大マジだぜ？　あたしはスク水みずより競きよう水すい派だかんな」

  「どう考えても、あんたにはスク水のほうが似合うと思うがな」

  「ふん、そのとおりだよ。だから、今はあたしも着てるぜ、スク水を」

  　そう言うや否いなや鉄てつ刃じん斎さい博士が白衣のボタンを外して前をはだけると、白衣の下に現れたのは紺こん色のスクール水着だった。しかも水抜きのある旧型タイプだ。

  「なんとっ!?」

  「本当にスク水着ている！」

  「ロリ幼女スク水！」

  「超似合ってる！」

  「まさかスク水戦隊のリーダーって……」

  「違う、違う。あたしはスク水戦隊のリーダーなんかじゃねえ。っていうか」

  　紺のスク水を晒さらした鉄刃斎博士が殺気を孕はらんだ視線を向けてきたので、愛あい別べつは額に冷や汗を浮かべながら、さりげなく視線を外した。

  「おい、いま『超似合ってる』って言った奴やつ、出てこい」

  　誰も身動きしなければ返事もしない。

  　鉄刃斎博士はしばらく藻も琴ことたちを睨にらんでいたが、やがて、けっ、と吐き捨てた。

  「まぁいいけどな。スク水体型なのは自分でもわかってる。言い換えると、競水が似合わないってこともな。だから。自分じゃ着られねえからこそ競水に、競水を着た若い姉ちゃんに憧あこがれるんだよ」

  　そう言われると、なんだか鉄刃斎博士が不ふ憫びんな気がしてきて、それ以上相手を責められなくなる虎こ杖じよう浜はまだった。もっとも、博士が見た目どおりの年齢ならスク水体型なのも当然のことなので、とくに同情する必要もないのだが。

  「なんで、あんたらの活動はライブ映像で楽しませてもらった」

  「はい？」

  「写真もたくさん撮ったぜ？　やっぱカッコいいよな、競泳水着」

  「はいぃぃい？」

  　虎杖浜以下、全員が悲鳴を上げた。

  　鉄刃斎博士が、にやりと笑う。

  「あんな超ハイレグで足を全開にしてジャンプしたりキックしたりすんだから、あんたら度胸あるなぁ」

  「しょ、肖像権の侵害だ！」

  「それに司令のあんたとそっちのキャプテン。跳んだときに揺れる揺れる。なんかもう湧わいてきた殺意が沸わいて沸ふつ騰とうピー音が出るほどだ。悔しいから夜通しリピート再生して観賞した」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士の言葉に、藻も琴ことは思わず反応してしまう。

  （あ。わたしもちょっと観賞したい……って、そんなこと言ってる場合じゃなかったぁ）

  「いやぁぁぁ」

  　両手で胸を隠し押さえるようにして絵え笛ふえが悲鳴を上げた。

  「安心しろ。ネットで売りに出すときは顔にモザイクかけるし」

  　虎こ杖じよう浜はまが、びしぃっ、と鉄刃斎博士を指さして怒鳴った。

  「そういうこと言ってるんじゃないぃ！」

  「それに印税だってちゃんと払うから。ロイヤリティは販売価格の二十％パーでいいか？」

  「そういうことでもないぃぃぃ！」

  「はは、それは冗談だがな」

  　不意に博士の顔から笑みが消えた。

  「肖像権云うん々ぬんは認めねえ。あんたらがどんな活動をするか、あたしにゃ観賞、もとい監視する義務があるんだからな」

  「いま本音が漏もれてた！　っていうか、勝手に人に競きよう水すいを押しつけておいて、監視する義務があるとか言われてもな」

  　という虎杖浜の抗議を無視して、鉄刃斎博士は右手首に嵌はめている腕時計を見た。

  「いつまでもくっちゃべってても仕方ねえ。そろそろ始めようか。文句とかは試合が終わったあとでまとめて聞いてやる」

  　虎杖浜はため息を吐ついて、部員たちの顔を見回した。

  「仕方ない。やるか」

  　絵笛キャプテンが部員を代表するように、ですね、と頷うなずいた。

  「今日は楽しい趣向を用意したからな。あたしの期待を裏切らないでくれよ？」

  「趣向？　どういう意味だ？」

  　という虎杖浜の問いかけを無視した鉄刃斎博士は、右手の人差し指をくいくいと動かした。

  「んじゃ、試合会場に案内するからついてきな」

  

  　３

  

  　鉄刃斎博士と璃り瑠る羅らに先導されるまま、藻琴たちは専用エレベーターに乗って地下三階まで下りた。

  　回廊を奥へ進むと、そこには広大なスペースがあった。

  　体育館どころではない。もはやドーム球技場と言っていいほどの広さだ。

  　東京ドームとか札幌ドームが地下にある、そんな異様な光景を目まの当たりにして、みな目を皿のように見開きドーム内部を見渡している。

  「な……なんだ、これ」

  「ここ、本当に地下なの？」

  「工事費、いくらかかったのかなぁ？」

  「巫ふ山ざ戯けてるわね」

  「凄すげえなぁ。ここならマジンガーＺとガンダムが戦えちゃうんじゃね？」

  　最後に愛あい別べつがそう言うと、前を歩いていた鉄てつ刃じん斎さい博士が振り返った。

  「いや、それはねえ」

  「ないの？」

  「放映時期が違うからな」

  「そういう理由なのっ!?」

  「まぁ、ガンダムくらいのＭＳなら作れるけどもさ」

  「作れちゃうんだっ？」

  「あれは巨大ロボットって言うほど巨大じゃねえぞ？　適度な大きさだから、むしろ作り易やすいほうだわ。弥み茂も祢ねみたいな完全人型ロボのほうが難しいんだよ」

  「あ、そうなのかぁ」

  　愛別は首を巡らせ、自分たちの背後から歩いてくる弥茂祢に目を向けた。

  「弥茂祢さんみたいなロボを作れるんだから、作れるんだ」

  「おまえ、ロボとか好きなのか？」

  　と鉄刃斎博士に訊きかれ、愛別が、はい！　と手を挙げた。

  「好きでっす。自分、ライダーよりプリキュアよりロボが好き派」

  「気に入った。じゃあ、ガンダムもどきを作ったら、おまえを乗せてやるわ」

  「やった！」

  　飛び跳はねて喜んでいる愛別を、残りの四人＋虎こ杖じよう浜はまが呆あきれた目で、あるいは可哀かわい相そうな子を見る目で見やっている。

  「ただし、今日の試合に勝ったら、だがな。あの水着を着てねえと、危なくて運転席になんか座らせられねえ」

  「うぉっし！　勝つ！」

  「おいおい、そんなご褒ほう美びがなくても今日は勝つつもりで来たんだろうが」

  　虎杖浜がキツい目で注意すると、愛別は、うへぇ、と首を竦すくめた。

  「そうでしたぁ」

  　と、そのとき。

  「そう簡単にはいかないわよ、御み崎さき！」

  「は？　誰？」

  　いきなり名前を呼ばれ、虎こ杖じよう浜はまが不審そうな顔でドームを見渡すと、反対側の出入り口付近に複数人が立っているのが見えた。

  　ふつうなら相手の顔の識別までは難しい距離だが、競泳水着を着ている虎杖浜たちには視力補正がかかっている。だから、相手の顔つき、表情までもわかった。

  「あ……あれ？」

  　虎杖浜が怪け訝げんそうな顔になった。

  「おまえ……」

  「久しぶりね、御崎」

  　虎杖浜はもう一度、相手の顔に、全身に視線を走らせた。

  　顔には見覚えがある。そして相手は黒いスクール水着を着ている。競泳水着ほどではないが、体にフィットした、水抜きのない新型だ。

  「っってぇえぇぇ？　まさかスク水みず戦隊のリーダーって、おまえなの、緑みどり!?」

  「そうよ。驚いた？」

  「驚くも何も。驚いたわ」

  「わたしはあんたの教え子になんの恨みもないけど、あんたには恨みがあるから、それは晴らさせてもらうわ。今日。ここで」

  「あのう、先生……っていうか、司令」

  「なんだ、愛別グリーン？」

  「誰すか？　お知り合いのようだけど」

  「大学時代の……友だち……というか……」

  　虎杖浜の最後の言葉は聞き取れないほど小さかった。

  「なんですとぉ!?」

  　藻も琴こともビックリだ。

  　いや、藻琴だけではない。

  　絵え笛ふえも、茅かや沼ぬまも、相あいの内ないも、驚きと不審と疑念の眼差まなざしを虎杖浜に注いだ。

  「いや知らん知らん。あいつが絡からんでるなんて、わたしはこれっぽっちも知らなかったんだ。本当だぞ？」

  　部員の前で思い切り手を振った虎杖浜は、改めて相手に向き直った。

  「どうしておまえがそれを着ている!?」

  「どうしてって、そんなこと、わかりきっているじゃない。そこにいる鉄てつ刃じん斎さい博士からいただいたのよ」

  　虎こ杖じよう浜はまはギリギリと首を巡らせ、非難がましい視線を鉄てつ刃じん斎さい博士に向けた。

  「マジ？」

  「もちろん、マジ」

  「なんでそんなことをっ!?」

  「だって、見知らぬ者同士で闘うより、何か因いん縁ねんがあったほうがより楽しめるだろ。見ているあたしが」

  「くっっ、このちびっ子マッド科学者サイエンテイストめ。なんであんな奴やつにこんな危険なアイテムを」

  「だ、か、ら。そのほうが面白そうだからだって。あたしは退屈しのぎができるんなら、百億だろうが二百億だろうがドブに捨てる覚悟があるぞ」

  　がくりと膝ひざを床に落とした虎杖浜は、ばたりと両手を床につけた。

  「先生、いえ、司令」

  　四つん這ばいになっている虎杖浜を絵え笛ふえが真ま面じ目めな顔で見下ろした。いや、真面目というより少し憤いきどおっている感じだ。

  　絵笛の口調に何かただならぬものを感じたのか、うなだれていた虎杖浜が顔を上げた。四つん這いのまま。

  「どういうことか、きちんと説明していただけますか？　ますよね？」

  　にっこりと微ほほ笑えんだ絵笛は、かなり怖かった。

  「うぁぁ、わかった。説明する。するから怒らないで」

  　慌あわてて立ち上がった虎杖浜は、拝むように左右の掌てのひらをぱしんと合わせた。

  （どっちが先生なのかわからないっ）

  　藻も琴ことはキャプテンの迫力に驚き、虎杖浜の威厳のなさに呆あきれ返る。もっとも、あんな絵笛に迫られたら、最悪、自分も失禁だってしかねないとは思ったが。

  　そのとき、相手の女性から大声が発せられた。

  「その必要はないわ。説明はわたしがしてあげる。御み崎さきに説明されると、あることないことを言われそうだから」

  「いや、そんなことはないぞ。そりゃまぁ、話すべきことと話さないほうがいいことの選別はするけど」

  「そんな恣し意い的な説明は要いらないって言ってるの。わたしがありのままを、あなたの教え子に話してあげるわ」

  「おまえのほうこそ、事実を脚色して大げさに、むしろねじ曲げて話すだろうが」

  　虎杖浜とスク水みず戦隊のリーダーの女性が言い合いをしつつ睨にらみ合っていると、鉄刃斎博士の笑い声がドーム内に響いた。

  「はっはっはっ。のっけから期待どおりに面白くなってきやがったな」

  　それで虎杖浜と相手は自分たちの置かれている状況を思い出したのか、慌てて姿勢を正した。

  「ここは、あれだ、主催者であるあたしの意見を優先させてもらおうか。いいよな？」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士が首を左右に振って虎こ杖じよう浜はまと相手の顔を見やった。

  　そう言われてしまうと、虎杖浜としても嫌とは言えない。それは相手も同様だったようで、素直に頷うなずいた。

  「んじゃ、ここは一つスク水みず戦隊の桜さくら岡おか緑みどり司令から説明してもらおうか」

  「んなっっ!?」

  「待ってましたっ！」

  「ってことだ。けど、話を聞くなら、そんなふうに遠く離れてても仕方ねえ。みんな、中央に集まってくれ」

  　という鉄刃斎博士の呼びかけで、双方共に、ドームの中央まで進み出て、互いに整列することとなった。

  

  　４

  

  　競泳水着に身を包んだ虎杖浜と水泳部員の六人は、スクール水着に身を包んだ相手の六人と互いに相対する形で一列に並んだ。

  　列のあいだは三メートルほど空あいているが、その距離なら水着の補正がなくても相手の顔は細部まで判別できる。

  「あ、あれ？」

  　一列横隊になった相手の六人の中の一人、いちばん左端の人物に目を留とめた藻も琴ことは、思わず目を瞬しばたたかせた。

  　藻琴の立ち位置も左端だ。

  　右端には虎杖浜が立ち、以下、絵え笛ふえ、茅かや沼ぬま、相あいの内ない、愛あい別べつ、そして藻琴という順で並んでいる。つまり、左端は新参者の位置というか、いちばん下っ端ぱの位置というか、そういう位置づけだ。なので相手も新参者、下っ端なのだろう。

  　が、問題はそこではない。

  　先ほど虎杖浜と言い合っていた桜岡という司令以外、スク水戦隊員は全員が色つきゴーグルを装着しているから、目許もとは確認できない。けれど藻琴は、その顔に見覚えがあった。

  　藻琴は記憶を総動員して、見覚えのあるその顔の持ち主を特定しようとする。

  　そんな藻琴の心の動きを読んだかのように、相手はゴーグルに手を伸ばし、ひょいっと上にずらせた。

  　そこに現れたのは百ゆ合り原はら萩はぎ野のの顔だった。

  「えぇええぇぇえぇぇ？」

  　藻琴は我われを忘れ、思わず大声を上げてしまう。

  　全員の視線が藻も琴ことに集中して、彼女は思い切り肩を竦すくめ身を縮こまらせた。

  　百ゆ合り原はら萩はぎ野のは、ぐっ、とサムアップしてウインクを放ってきた。


  [image: ]


  　こんな状況なのに、萩野は学校で会っているときとあまり変わっていない。

  　一方、藻琴は何がなんだかわからず、完全に混乱し、浮き足立っていた。

  　鉄てつ刃じん斎さい博士が、あぁそうだった、そうだった！　と手を打った。

  「双方の司令以外にも、因いん縁ねんの相手がいるんだっけなぁ」

  「いえいえいえ、あのあのあの、どどどど、どういうことがいったい全体御ご神しん体たい？」

  「ははっ、競泳戦隊の黄色い子は、ずいぶんと混乱してるなぁ。こりゃ楽しいわ。ナイス采さい配はいだぜ、弥み茂も祢ね」

  「お粗末様でございます」

  　虎こ杖じよう浜はまが今度は弥茂祢を指さして叫んだ。

  「あんたのせいかっっ！」

  「いえ、わたくしのせいというわけではございませんが、概おおむねその方向性で間違ってはいないかと思われます」

  「やっぱ、あんたのせいじゃないか」

  「まぁ、そう言うなって、先生よ。っていうか、競きよう水すいブラックさんよ。それより」

  　列のあいだに進み出た鉄刃斎博士が、一同の顔を見回した。

  「スク水みず戦隊司令官の話を聞こうじゃねえか。二人が実際どういう関係だったのか、あたしも本人の口から聞いてみたいしな」

  　始めてくれというふうに鉄てつ刃じん斎さい博士が頷うなずいてみせると、スク水戦隊の司令は腰に手を当て、胸を張って──彼女の胸は虎こ杖じよう浜はまに比べるとかなり控え目だった──話し出した。

  「わたしと御み崎さきは大学のときの友人でね。というより、恋人同士だったと言ったほうがいいのかしら」

  「えぇっっ!?」

  　藻も琴こと以外の水泳部員は目を見開いて虎杖浜を見やったが、藻琴はまだ混乱したままで、鉄刃斎博士の話も桜さくら岡おかの話も右の耳から左の耳へと素通りしていくだけだった。

  　虎杖浜はなんとなく顔を背そむけ、それとなく視線を逸そらす。

  「司令、マジで百ゆ合り属性だったの!?」

  「あ～～、まぁ、なんだ、その、若わか気げの至りというか過あやまちというか……」

  　スク水戦隊の四人が大して興味なさそうなのは、もう話を聞いているからだろうか。

  　ただ、萩はぎ野のだけがキラキラと目を輝かせている。

  　いかにも百ゆ合り原はら萩野らしい反応で、藻琴は少し安あん堵どしたが、それでも何な故ぜ萩野がスク水戦隊の一員としてこんな場所にいるのか皆かい目もく見当もつかず、相変わらず混乱は収まらない。

  　先ほどから必死にあれこれと考えてはいるが、いくら考えてもわからない。あそこに萩野が立っていることの合理的な説明が思いつけない。

  　今日の試合を、闘いをどうするかという難問に加え、萩野が対戦相手のチームにいるという事実が藻琴の悩みと混乱に拍車をかける。

  　藻琴が考え込んでいるあいだに、相手の司令官、桜岡の話は進んでいった。

  

  「…………ってわけで、わたしは御崎に手て酷ひどくフラれたってわけよ」

  　一通りの話を終えた桜岡は、そう締めくくって虎杖浜を睨にらみつけた。

  「いや、だから違うんだって。あれはちょっとした行き違いというかすれ違いというか勘違いというか……」

  　虎杖浜が必死になって言い訳をしているところを見ると、二人は互いを嫌いになって別れたというわけでもなさそうだ。

  　少なくとも虎杖浜のほうはそう見えるが、相手のほうは明らかに虎杖浜に対して憎しみの目を向けていた。

  「あなたにフラれたわたしは、いつかあなたに復ふく讐しゆうしてやろうと密ひそかに牙きばを研いでいたのよ。コミケに出ながらね」

  　びしっ、と桜岡が右腕を水平に伸ばし、虎杖浜を指さした。

  「今このときこそ千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスというものだわ。あの恨み晴らさでおくものか」

  「いや、だから、そうじゃないんだって。ちょっと落ち着こうよ、緑みどり。考えればわかるだろ。あのときはね……」

  　虎こ杖じよう浜はまはなおも言い訳を続ける。

  　だが、桜さくら岡おかのほうは聞く耳を持っていないようだった。

  「もういいの、御み崎さき。わたしたちはあのときに終わったの。終わっているの。今さらあなたが何を言おうと、あのときの真意がどうであろうと、わたしたちが終わったという事実は変えられないの。そしてわたしが受けた心の傷も、あなたを倒さない限り癒いやされないの」

  　いつの間にか部員たちが円陣を組んでひそひそ話を始めていた。

  「恨み晴らすのとコミケは何も関係なくない？」

  　と愛あい別べつが言うと、相あいの内ないが眉まゆを顰ひそめて頷うなずいた。

  「まったくないわね。完全な個人の趣味ね」

  「というより。これって、もしかして痴ち話わ喧げん嘩かにわたしたちが巻き込まれただけ？」

  　茅かや沼ぬまがそう言うと愛別が、そうだよね、と頷いた。

  「相手が自分たちに突っかかってきたのって、向こうの司令がウチの司令に恨みを抱いだいていたから、隊員を嗾けしかけたってことだよね」

  　絵え笛ふえがいかにも気の毒そうに言った。

  「茅沼さん、とんだとばっちりを受けたものね」

  「痴話喧嘩は二人だけでやってほしいものだわ。周りの迷惑を考えるべきだわ。そう思わない、神楽かぐら岡おかさん」

  　相内に名前を呼ばれて藻も琴ことが我われに返る。

  「え？　はははは、はい？」

  　気がつくと、すでに周りの状況は新しい局面に入っているようだった。

  「えっと、何がどうしてどうなった……んでしょうか？」

  「話を聞いていなかったのかしら？」

  　と相内に言われ、藻琴はがっくりと肩を落とす。

  「ご、ごめんなさい」

  　相内は肩を竦すくめただけで、それ以上は何も言ってこなかった。

  （ううぅ、呆あきれられちゃったかな）

  「それにしても」

  　絵笛がちらっと背後を振り返った。

  　虎杖浜はまだ桜岡に向かって必死に言い訳をしているし、桜岡は桜岡で虎杖浜に対する恨み辛つらみを繰り返している。

  「あの二人、仲直りとかできないのかしら」

  「あの様子じゃ、無理なんじゃないの？」

  　と愛あい別べつが応こたえると絵え笛ふえは、う～～ん、と小さく唸うなった。

  「でも、相手の桜さくら岡おかさん、司令のことを本当に嫌っているわけでも心底恨んでるわけでもないみたいだけど」

  「え、そうなの？　本気で恨んでるように見えるんだけど」

  　愛別が意外そうな顔になると、茅かや沼ぬまが、ふふふ、と含み笑いを漏もらした。

  「べっちゃんはお子様だね」

  「ど、どうせ自分はお子様ですよー。精神的にも体型的にも。ねえ、ラブレス？」

  「何な故ぜわたしに同意を求めるのかわからないわ。というか、ラブレスという生徒などいないと、あれほど」

  　愛別と相あいの内ないが睨にらみ合っていると。

  「よしよし、だいたいわかった」

  　という鉄てつ刃じん斎さい博士の声が響いた。

  「これ以上言い合ってても始まらないしな。そろそろ試合に入ろうじゃねえか」

  「いいわよ、鉄刃斎博士。競泳戦隊なんか、ギタギタのボッコボコにしてあげるわ」

  　と勇ましく言った桜岡は、

  「ねえ、みんな？」

  　とスク水みず戦隊員の顔を見渡した。

  「わたしたちは司令の個人的な恨みなどどうでもいいのですけどね」

  「そうそう。正義の戦隊として、うちらと向こうのどっちが優秀か白黒をつけるだけさ」

  　いちばん大柄な隊員と小柄な隊員がそう応えると、桜岡は、

  「みんな薄情だよ～～」

  　と泣きそうな顔になる。

  （向こうの司令は向こうの司令で威厳がない！）

  　という愛別の思いは、多かれ少なかれ、水泳部員共通の思いだった。

  

  　５

  

  「んじゃ、対戦相手の発表──っ！」

  　鉄刃斎博士がそう叫んで右手を挙げると、いきなりドーム内にファンファーレが鳴り響き、全員がビクッと上体を引いた。

  　続いて、何か巻物のような者を手にした弥み茂も祢ねが進み出る。

  「では、対戦相手の発表をさせていただきます」

  　マイクもスピーカーも使っていないのに、弥茂祢の声はよく通った。

  「まず先せん鋒ぽう戦でございますが。競泳戦隊からはイエロー様、スク水戦隊からはブルー様」

  「え？」

  　イエローというのは、むろん自分のことだ。だが、ブルーというのは。

  　藻も琴ことは眼前に並んでいる六人を見回し、そのうちの一人のところに視線を留とめる。

  　彼女の水着は水色だが、他ほかに青系統の水着は見当たらないから、スク水みず戦隊のブルーというのは彼女のことだろう。

  　そしてその水着を着ているのは萩はぎ野のだった。

  　萩野は、またもや藻琴に向かって、ぐっとサムアップしてきた。

  （もうぅぅぅ、何がなんだかぁぁぁ）

  　藻琴は堪たまらずその場にしゃがみ込んで頭を抱えてしまった。

  　その後、他の対戦相手も発表されたが、藻琴の頭には何も入ってこなかった。

  　いつの間にか萩野と向かい合っていて、いつの間にか対戦開始のゴングが鳴らされていて、いつの間にか藻琴と萩野は闘っていた。

  

  　６

  

  　試合バトル開始から十分。

  　今や藻琴は萩野に押されまくっていた。

  　そして腰が引けまくっていた。

  　押されまくっているのは藻琴と萩野のスピード差のせいだ。

  　格闘技の経験などない萩野は、最初から格闘戦を諦あきらめ、体当たりを仕掛けてきた。

  　萩野の体当たりなら、二人の体重差はほとんどない（はずだ）から、楽に凌しのげるだろうと、藻琴はそう思った。

  　けれど、それは誤算だった。

  　スピードが違っていたのだ。

  　陸上部で鍛きたえた脚力と瞬発力を特殊な水着で強化して駆け寄ってくる萩野の速力は、藻琴の予想を大きく超えていた。

  　水着は受けた衝撃を吸収分散することはできても、衝撃自体をなかったことにはできない。質量保存の法則はしっかりと働いているのである。

  　防弾チョッキを着ていれば、撃たれても銃弾はチョッキを貫通しないかもしれない。だが、命中すればそれなりの衝撃はある。それと同じことだ。

  　水着が萩野の衝突エネルギーを吸収分散させたとしても、そもそも衝突の際のエネルギーがとてつもなく大きいので、藻琴にかかる負担もまた大きくなる。

  　おまけに姿勢がよくなかった。

  　萩野は体を低くした前傾姿勢で肩から突っ込んでくる。

  　一方の藻も琴ことは付け焼き刃の空手で対抗しようとするから、棒立ちに近い体勢で萩はぎ野ののショルダーアタックを腹部に受けてしまうことになる。

  　萩野の体当たりが決まる度たび、藻琴は数メートルから、酷ひどいときは十数メートルも吹っ飛んで床に叩たたきつけられた。

  　体当たりされる寸前に藻琴も蹴けりや突きを放つのだが、にわか仕込みの蹴りや突きなど掠かすりもしないほど萩野は速かった。

  　とはいえ、いくら萩野が速くても体重差はほとんどないわけだから、体勢が悪くて吹き飛ばされたとしても、それだけで藻琴がＫＯされることはない。

  　なのに藻琴は今では青息吐と息いき……というより、思い切り腰が引けた体勢で桃色吐息になって一方的に萩野の攻撃を受けていた。

  「しっかり、神楽かぐら岡おかさん！」

  「頑張れ、モコちゃん！」

  「グラっち、立ち上がれぇぇ！」

  「不ま味ずいわ。かなり足腰に来ているわ」

  「まさかあんな攻撃を仕掛けてくるなんてな。百ゆ合り原はら萩野、恐ろしい子」

  　競泳戦隊の仲間や虎こ杖じよう浜はまが必死になって声援を送ってくれるが、それも今や藻琴の耳に届いているかどうか怪しかった。

  　どうしてここまで藻琴が一方的に攻められたまま反撃の糸口さえ見いだせないのかというと、萩野がお触り攻撃を繰り出しているからだった。

  「ショルダーアタ──ックッ！」

  「きゃぁあぁ～～っ」

  　体当たりで吹っ飛んだ藻琴が立ち上がるより早く馬乗りになって、胸を触ったり揉もんだり。

  「いやぁぁあ、何すんの～～っっ!?」

  　藻琴が下から腕を振り回して反撃してくると、すかさず離れ。

  「再びショルダーアタ──ック！　と見せかけて掌しよう底てい突き──っ！」

  　萩野が掌底で突いたのは藻琴の両胸だった。

  　萩野の掌底が藻琴の胸をむにょんと凹へこませて。

  「きゃぁあぁんっっ」

  　藻琴が大きく仰のけ反ぞった。

  　その隙すきを逃のがさず、萩野はがら空あきになった藻琴のハイレグゾーンにタッチ！

  「いひぃいぃぃぃ～～っ」

  　跳び退のいて距離を取ろうとする藻琴だが、陸上部の脚力を活いかして萩野は藻琴の背後を取り。

  　そして今度はお尻しりを撫なで撫で。

  「いぃやぁぁ、止やめてぇぇぇ！」

  　闘いは先ほどからずっとこの繰り返しだ。

  　だから藻も琴ことは青息吐と息いきではなく桃色吐息で腰が引けまくっているのだった。

  　顔が赤い。

  　息が荒い。

  　萩はぎ野のの攻撃を積極的に避けようという気が次第に失うせてきた。

  　どころか、もうこのまま攻撃されていればいいかなぁ、なんて思えてくる。

  （だって……ちょっと……気持ちよく……なってきちゃった……し……）

  　戦闘力をなくしてダウンとはいかなくても、戦闘意欲をなくしてダウンというのはありそうな展開だった。

  　勝勢に持ち込むと同時に藻琴を触り放題、撫なで放題なのだから、萩野にしてみれば一いつ石せき二に鳥ちようの戦法だ。もしかしたら彼女は最初からそれを狙ねらっていたのかもしれない。

  「さあ、いよいよクライマックスだ。藻琴、僕の秘ひ奥おう義ぎに耐えられるかな？」

  「な……な……なんのこと……」

  「今までは胸、股こ間かん、お尻しりをばらばらに攻めていたけど、最後は三点同時攻撃だ！」

  「…………あ～～それもいいかもしれないなあ～～」

  　赤く染まった顔を上げ、虚うつろな目でドームの天井を見上げた藻琴は、えへへへへ、と惚ほうけた笑いを発した。
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  　見ていた茅かや沼ぬまが顔を歪ゆがめて叫ぶ。

  「大変だ、モコちゃんが落ちる！　っていうか、墜おとされる」

  「神楽かぐら岡おかさん！」

  「グラっち！」

  　相あいの内ないと愛あい別べつは思わず顔を背そむけ。

  「司令、何か手はないのですか!?」

  　という絵え笛ふえの問いかけに虎こ杖じよう浜はまは顰しかめっ面つらのまま無言で首を左右に振った。

  「で、では、司令が降参を……」

  「いやでもなぁ。一方的に押されてるっていっても、お触り攻撃だしなぁ。あんなのでタオル投げ入れたりしたら、神楽岡イエローが可哀かわい相そうじゃないか？」

  「う……そ、そうですね。そうかもしれません……ケド」

  「身体生命には危険がないんだ、もう少し頑張らせてみよう」

  　そう言って虎杖浜は改めて二人の闘いに目を向けた。

  　ちょうど萩はぎ野のが藻も琴ことに向かってジャンプしたところだった。

  　フライングボディプレスのような体勢で、空中斜め上方から萩野がのしかかってきた。

  　抵抗の意思が薄れている藻琴は、それを避けようとしないでまともに受けてしまう。

  　飛んできた萩野の勢いに押され、藻琴の体がドームの床に背中から倒れ込んだ。

  　そこをすかさず萩野が押さえ込みに入る。

  　アマレスではないから、フォールしてもそれだけで勝利するわけではない。

  　ないのだが、萩野の狙ねらいは押さえ込みによる勝利ではなかった。

  　左腕を藻琴の股こ間かんに差し入れた萩野は、同時に右腕を藻琴の首の後ろから彼女の右腕に絡からめ、上体を藻琴の胸の上に押しつけるようにして密着させる。

  　柔道で言う横四し方ほう固めのような体勢に持ち込んだ萩野は、そのまま藻琴の胸に顔を埋うずめた。

  　いや、埋めるほど藻琴の胸の谷間が深いわけではないのだが、ここは藻琴の名誉のためにも埋めたと言っておこう。

  　そのままぐりぐりと鼻はな面づらを藻琴の胸に圧着させつつ、左手で藻琴のお尻しり部分の水着を摑つかんだ萩野は左腕に力を入れる。

  　それで萩野の左腕が藻琴の敏感なデルタゾーンに押しつけられる。

  「あっ、はっ、くっ苦しっはぅっ」

  　なんとか逃のがれようと藻琴は体を揺すったが、萩野の固め技はがっちりと極きまっていて抜け出せない。

  　それをいいことに、萩野は顔の位置を少しずらせてきた。谷間から頂点へと。

  　萩野の鼻面が藻琴の胸の頂点を刺激する。

  「あっはぁっやぁっ」

  　藻も琴ことの喘あえぎ声に興奮したのか、口を開いた萩はぎ野のは、藻琴の左胸の頂点にある小さな突起をぱくりと咥くわえた。

  「きゃぅぅぅぅん」

  　藻琴が仰のけ反ぞり。

  　萩野は舌で頂点の突起を突っつき始めた。

  　萩野の舌が、極薄の水着一枚隔てただけで藻琴の乳首を舐ねぶっている。

  「いやいやいや、きゃうきゃうきゃう、ダメダメダメぇぇ」

  　堪たまらず藻琴は上体を跳はね起こそうとする。

  　そうはさせじと萩野がなおも力を入れて押さえ込む。

  　萩野の左腕は藻琴の股こ間かんに差し込まれているので、藻琴が起きようと足あ搔がけば足搔くほど、彼女の股間と萩野の腕が圧着し、擦こすりつけられてしまい。

  「あぁんあんあんいやぁダメダメあんあんあんあっあっあっあぁぁっ」

  　艶つやっぽい喘ぎ声がドームの中に響き渡り。

  　競泳戦隊のメンバーも。

  　スク水みず戦隊のメンバーも。

  　鉄てつ刃じん斎さい博士も。

  　さらにはロボ子である弥み茂も祢ねや璃り瑠る羅らまでもが。

  　顔を赤くして。

  　目を見開いて。

  　眼前で繰り広げられる一大スペクタクルに見入っていた。

  　もはや屈くつ辱じよくと苦痛と快感と困惑とで藻琴の脳のう味み噌そは沸ふつ騰とうしそうになっている。

  「いやダメもう死ぬ死ぬ死ぬ死んじゃう死んじゃぁうぅ死んじゃっあぁうっぅはぁうぅっっ」

  　藻琴が海え老び反ぞりになって体を撓しならせると、完かん璧ぺきに押さえ込んでいたはずの萩野の体ごと持ち上がった。

  「なっっ？　藻琴!?」

  　その直後。

  「かはっっ」

  　藻琴の体から力が抜け。

  　ぱしっっ。

  　小さな乾いた破裂音がして。

  　閃せん光こうと共に、藻琴が着ていた競泳水着がばらばらに弾はじけ飛んだ。

  　四し分ぶん五ご裂れつした。

  　いや、四分五裂どころではなく、無数の微細な布切れと化して千ち切ぎれ飛び、舞い上がった。

  　ただの一片も残さずに。

  　同時に萩はぎ野のは目に見えない力で突き飛ばされたかのように大きく弾はじかれた。

  「うわ──っ？」

  　萩野は数メートル離れた場所まで飛ばされ、そこに着地した。

  　閃せん光こうが収まると、気を失った藻も琴ことが床に横たわっているのが確認できた。

  　弥み茂も祢ねがカウントを開始する。

  「ワン、ツー、スリー……」

  　競泳戦隊の仲間と虎こ杖じよう浜はまは呆ぼう然ぜんと藻琴を見ているだけで動けなかった。

  　なおも弥茂祢のカウントは進み。

  「……エイト、ナイン、テン」

  　進み出た弥茂祢が、さっと萩野を指し示した。

  「スク水みず戦隊ブルー様の勝利！」

  　その瞬間、萩野の中で何かが弾け飛んだ。

  　いや、何かというより、理性が、だろう。

  「僕の藻琴が全裸になって僕を誘っているっ！」

  　立ち上がった萩野は、勝利宣言をした弥茂祢には目もくれずに倒れている藻琴へ駆け寄り、そしてスクール水着の肩紐ひもに手をかけた。

  「なら、僕はその期待に応こたえなくては！　いいとも藻琴。僕も裸になるから、二人で肌と肌を重ねよう！」

  　萩野は肩紐から腕を外し、そして。

  「あ、ちょっと、あなた何をする気なの！　お止やめなさい！」

  　スク水戦隊のリーダーが萩野を思い留とどまらせようとして叫んだが、彼女の声は全裸の藻琴に意識のすべてを奪われている萩野の耳には届かない。

  　萩野は水着を一気に腰の辺りまでずり下ろし。

  　彼女の小ぶりながら形のいい両胸がぷるんと震えた。

  　萩野はそのままの勢いで水着を足下もとまで下ろそうとしたのだが。

  「あ……あ……れ？」

  　激しい眩暈めまいに襲われ、腕から力が抜ける。

  「う……しまった……そうだった……」

  　気がついたときにはもう遅い。

  　萩野の意識は急速に薄れ、直すぐに深遠に沈んでいった。

  　全身から力が抜け落ちた萩野は、藻琴の横に倒れ込んだ。

  「……あの娘こ、馬ば鹿かね」

  　赤いスクール水着に身を包んだスク水戦隊のリーダーが、こめかみを指で揉もむような仕し草ぐさを見せながらやれやれといった顔で頭を振ると、隣にいた小柄な女子が大きく頷うなずいた。

  「とてつもないバカだな」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士が笑いながら手を叩たたいた。

  「ははは。それだけ相手のことを好いてたってことだろ。天晴あつぱれだ二人とも。よくやった！」

  　それから博士は笑いを収めると、不意に真ま面じ目めな表情になる。

  「にしても、着用者の精神状態が水着にフィードバックされるんだな。こいつぁいいデータが取れたわ」

  「では博士、一試合目はスク水みず戦隊ミズギーズのミズギーズブルー様の勝利ということで、よろしゅうございますね？」

  「ああ、弥み茂も祢ね、それでいい」

  

  　こうして藻も琴こと対萩はぎ野のの第一試合は、萩野が勝利しながら、二人ともダウンしてしまうという──しかも藻琴は水着が消し飛んでいる──なんとも微妙な結果に終わったのだった。

  

  　７

  

  　藻琴が目を覚ますと、そこはベッドの上だった。

  「ここは……学校の保健室？　って、違うか」

  　ぼんやりとする頭を振りながら藻琴は体に力を入れ、体にかかっていたタオルケットごと、なんとか上体を起こした。

  　起こしてから周囲を見回す。

  　直すぐ上の天井にはベッドを囲うようにカーテンレールが設置されているが、カーテンは閉まっていないから室内は丸見えだ。

  

  　それほど広くない部屋の壁際には薬品棚と机に椅い子す。

  　白い壁と天井。

  　床のタイルも白色だ。

  　少し薬品臭しゆうもする。

  　清潔感に[image: ]あふれ、なおかつ味も素そっ気けもない部屋だった。

  

  　藻琴が「保健室？」と思ったのも無理はないが、保健室というには造りが無機質にすぎる。どちらかというと病院の病室に雰囲気が近いだろうか。けれど窓一つない造りは、やはり病室とも違う。

  「まぁでも、わたしがここに寝かされていたってことは、病人、怪け我が人を看病するところではあるのよね」

  　藻も琴ことは、もう一度、きょろきょろと部屋を見回す。

  「えっと、わたし、どうすればいいのかな。病室だったらナースコールのボタンとかあるんだろうけど」

  　生あい憎にくとコールボタンも内線電話も見当たらない。

  　自分の携帯はバッグの中だから、ここにはない。

  「誰かが来るまでここで待ってるしかないのか」

  　はぁ、とため息を吐ついてから、藻琴は先ほどの試合……というか、バトルを思い返した。

  「見事に負けちゃったなぁ。他ほかのみんなはどうなったのかなぁ……って、あっっ!?」

  　藻琴は自分の体に掛かっているタオルケットを捲めくった。

  　勢いよく捲りすぎてタオルケットが飛んでいった。

  　タオルケットの下の藻琴の体は。

  　裸だった。

  　全裸だった。

  　水着の切れ端すら残っていない。

  「……水着、脱げてる……」

  　そして水着を着ていないにも拘かかわらず気分が悪くない。体調にも問題なさそうだ。

  　藻琴は思わずベッドの上に立ち上がる。

  　そして、自分の体をしげしげと見下ろしてみる。

  　どこまでも裸で、あくまでも裸で、完全に裸だった。

  　ふだんなら「きゃっ」と小さく悲鳴を上げて両手で体を隠し、ベッドに蹲うずくまってしまうところだが、今の藻琴は「二度と脱げない」と言われた水着が脱げたことの喜びのほうが大きかった。ベッドの上で思わず万ばん歳ざいをしてしまうほどに。

  「やったぁぁ、脱げたぁぁ」

  　気分が悪化することもない。

  　どころか、むしろ爽そう快かいだ。

  　いくらあの競泳水着が軽くて体に自然とフィットする物だったとはいえ、何かを肌に着けている感覚は常にあった。

  　だが、今の藻琴は裸だ。全裸だ。素っ裸だ。

  　何も身に着けていないことがこれほど爽快で解放感に満ちているとは思わなかった。

  「脱げた！　脱げた！」

  　我われを忘れ、これからのことを考える余裕もなく、藻琴はベッドの上で飛び跳はね、踊り出す。

  「脱げない競泳水着から解放されたぁぁ。なんて素敵なの、全裸ぁぁ」

  

  「…………神楽かぐら岡おか様」

  

  　ぎくり。

  　ベッドの上で踊っていた藻も琴ことは、そのポーズのまま固まった。

  　恐る恐る首だけを巡らせると、部屋の入り口のドアがいつの間にか開いていて、そこに鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねが立っていた。

  　ロボ子なのに、彼女の顔にはなんだか戸と惑まどいの色が浮かんでいるように思える。

  「神楽かぐら岡おか様がそのようなご趣味をお持ちのお方だとは予想外でございました。いえいえいえ、神楽岡様のご趣味に関して、わたくし、何かを申すつもりなどは毛もう頭とうございません。見て見ぬふりをするくらいの配慮はできるロボでございますので、どうかご安心を」

  「はっっ！」

  　可哀かわい相そうな子を見るような生温かい弥茂祢の視線の先にあるのが自分だということに、遅まきながら藻琴は気がついた。

  　次に、固まった自分が取っているポーズに気がついた。

  　全裸で、片足を挙げ、手足を妙なふうに折り曲げているその様さまは、全裸盆ぼん踊りをしていると見られてもおかしくない体勢だった。

  　慌あわててポーズを崩した藻琴は、弥茂祢に対して、身振り手振りを交まじえながら全身全霊で以もつて否定する。

  「ちっっ違いますよ？　ぜんぜん違いますよっ？　そういうご趣味をお持ちなわけじゃないですよっ？　こっこれは、そのう、気がついたら水着が脱げていたので、それで驚いたといいますか思わず浮かれたといいますか、そういうアレがコレでして、決してわたしが裸で踊るのが好きとか、そういうのじゃないですよっ？」

  「なるほど。裸で踊るのがお好きなわけではないと」

  「もっもちろんですっ」

  「他人に裸を見られるのがご趣味でしたか。それは、いわゆる一つの露出狂などと申すモノでございましょうか」

  　藻琴は放り投げたタオルケットに慌てて飛びついた。

  　急いでタオルケットで体を隠すと、真っ赤な顔を弥茂祢に向け、先ほどにも増して凄すごい勢いで言い訳を続行した。

  「いぇぇええ、これは違います。違うんです。弥茂祢さんの勘違いなんです。入ってくるタイミングが悪すぎです。だいいち、こんな貧弱な体を他人に見せつけて何が嬉うれしいんですかっ!?　恥さらしなだけですよ？　見せつけるんなら、絵え笛ふえキャプテンみたいな巨乳をですね、あんな……あんな巨乳だったらわたしだって見せつけてやりたくなるかもしれませんけどね、こんな貧乳、見せても誰得ですよね。いいんです、もういいんです、諦あきらめてますから。人生、勝ち組と負け組にちゃんと分かれてるんですよ。この世は格差社会なんですよ」

  　最後のほうは自分でも何を言っているのかわからなくなっていた。

  「わたしがどうかした、神楽かぐら岡おかさん？」

  　入り口のほうから絵え笛ふえキャプテンの声がして、藻も琴ことは我われに返った。

  「あ……い、いえ、ど、どうもしません。ぜんぜん何もどうもしません……ケド」

  　藻琴は体にタオルケットを巻きつけたまま、ベッドにへたり込んだ。

  「そう？　でも、よかった。意識が戻っていて」

  　そう言いつつ、絵笛が部屋に入ってきた。

  「とくに具合が悪くもなさそうだね」

  「ち～～っす」

  「思ったより元気そうだわ。安心したわ」

  　絵笛に続いて水泳部員がぞろぞろと入室してきた。

  　弥み茂も祢ねが一歩、二歩と退さがって皆のスペースを空あけてやった。

  　進み出た四人は、ベッドの前に並んで藻琴を見下ろす。

  「あ、あの、お疲れ様です」

  　運動部員として、何はなくともそう挨あい拶さつする習慣が染しみついている藻琴は、そう言って頭を下げたのだが、よく考えると、そんな状況ではないような気もする。

  （っていうか！）

  　絵笛も、茅かや沼ぬまも、愛あい別べつも、相あいの内ないも、みな競泳水着を着たままだから、藻琴のようにバトルの挙げ句、競泳水着を壊された者はいないようだ。

  　けれど、だからといって、勝ったとは言い切れない。

  「あの、勝負は。試合の決着はついたんですか？」

  　少し不安そうな顔で藻琴がそう訊きくと、絵笛がちらっと弥茂祢の顔を見た。

  「まだ説明を受けていなかったの？」

  「お目覚めになった神楽岡様は、ご自分の趣味に没頭なされて……」

  「わぁぁあぁぁああぁ！！！！」

  　意味不明の絶叫を挙げ、藻琴は腕をグルグルと振り回す。

  　藻琴の迫力に圧おされたように、絵笛以下がじりっと後あと退ずさった。

  「なっ、なに？　どうしたの、神楽岡さん？」

  「落ち着け、モコちゃん」

  「やっぱりなんか後遺症が？」

  「あり得るわ。心配だわ」

  「あ。ややや、そうではなく。そういうことではなく」

  　お願いだから目撃したことは言わないで！　という意を込めた哀願の視線を藻琴が弥茂祢に送ると、彼女はわかりましたというように微かすかに頷うなずいた。

  　ほっと安あん堵どの息を吐はくと、藻も琴ことはもう一度、皆に向き直る。

  「あの、あのですね、ついさっき気がついたばかりなので、まだ何も聞いてないんです。試合の結果はどうなりましたか？」

  「そうね。引き分け、というのが妥当なところかしら」

  　と絵え笛ふえが応こたえると、そのあとを愛あい別べつが引き取った。

  「キャプテンは相手のリーダー格と引き分け。茅かや沼ぬま先輩は見事にリベンジを果たして。んで、自分とラブレスで二引き分け」

  「えっと、ということは、わたしが負けているから……」

  　愛別が、そう、と頷うなずいた。

  「トータルで一勝一敗三分け、だね」

  「その場合は代表者が出てプレーオフじゃないんですか？」

  「そう。キャプテン同士がもう一回、対戦したんだよ」

  　藻琴が絵笛に顔を向けると、彼女は、ごめんなさいね、と申し訳なさそうに言った。

  「また引き分けちゃったの」

  「いやぁ、凄すごい試合だったよ。キャプテンと向こうの代表」

  「え？　そうだったかしら。それほど熱い戦いをしたわけじゃないと思うのだけど」

  　と絵笛は首を傾かしげるが、愛別は右の拳こぶしを握りしめ、振り上げ、力説する。

  「いやだって、どっちも高校生にあるまじき大きさだからさ、揺れる揺れる、弾はずむ弾む」

  　藻琴は、絵笛の高く大きく盛り上がった胸元に視線を走らせた。

  （そういえば相手のリーダーの人も、絵笛キャプテンに負けず劣らずの大きくて形のよい胸を誇示していたなぁ。なるほど、これとあれが組んずほぐれつすれば、それは揺れるよねぇ）

  　少しだけ二人のバトルを見たかったと思ってしまう藻琴だった。

  「こう、双方が正面から組み合おうとするとさ、真っ先にぶつかるのが胸の頂いただきなの。そんなのアリ？　どういうことって思うよね」

  　胸の前に置いた両手で高山を空中に描いた愛別は、

  「ラブレスだって、そう思うよね？」

  　と横に立つ相あいの内ないを見やった。

  「思うわ。人としてあり得ないわ。でもラブレスという生徒もいないわ」

  「いやだ、愛別さん、それは誇大表現だわ」

  　絵笛が照れたように顔を赤くしている。

  「あれ、でも、そうすると？」

  　藻琴が首を捻ひねる。

  「その場合は……たしか先生、司令が？」

  「そう。最終決戦ということで、双方の戦隊司令が闘って決めるという流れになったのね」

  　と絵え笛ふえが教えてくれた。

  「皆さんがここに来たということは虎杖浜ブラツク司令が勝った……あれ、でも。司令の姿が見えないですね。まさか、負けた……とか？」

  　だとすれば競泳戦隊ミズギーズの活動に終止符が打たれるわけだが、それにしては誰も悔しそうな顔をしていない。

  　藻も琴ことはもう一度首を捻ひねった。

  「えっと……勝ったんですか？」

  「いや、勝ったとか負けたとかいう以前の展開でさ」

  　と頭の後ろで両腕を組んだ愛あい別べつが言った。

  「あの二人、バトルしながらも昔のことを持ち出しては相手を罵ののしったり言い訳したりしていたんだけど、そのうちどちらからともなく謝りだしてさぁ」

  「茶番もここに極まれりだったわ」

  　相あいの内ないが些いささか憤ふん然ぜんとした様子でそう言うと、そのあとは茅かや沼ぬまが引き取った。

  「とうとう最後には抱き合って泣きながら謝罪合戦になっちゃってさ、馬ば鹿か馬ば鹿かしくて見ていられないから、わたしたちはこうしてグラちゃんの様子を見に来たってわけ。スク水みず戦隊の人たちは、まだ見守ってたけどさ」

  「はぁ……そうだったんですか」

  「あの二人、よりを戻すと見たね」

  　と言う茅沼は、なんだか楽しそうだが。

  「いえ、それはいいんですけど」

  （いいっていうか、どうでもいいんですけど）

  　と心の中でつけ足しておいてから、藻琴は肝心なことを訊きいた。

  「そうなると勝敗の行方は？」

  　絵笛たちが顔を見合わせる。

  「結局、どういう決着になるのかしら」

  「司令同士の試合が引き分けだとすると、結局、団体戦の結果も引き分けになるよね」

  「またやり直すのかな。面倒だなぁ」

  「もうたくさんだわ」

  　すると、それまでずっと黙って背後に控えていた弥み茂も祢ねが、突然、声を上げた。

  「最終的には鉄てつ刃じん斎さい博士のご判断になるのでございますが、博士もいたく満足なさっていたようでございますので、悪いようにはならないかと思うのでございます」

  「そうそう、あのちびっ子博士、最後は爆笑してたもんなぁ」

  　と愛別が言うと、弥茂祢が大きく頷うなずいた。

  「あれほど機嫌のよい博士は、最近、あまり見たことがございません」

  「でもさぁ、モネっち」

  「も、もねっち？　わたくしのことでございますか？」

  「うん、そう。みもねって言い難にくいし」

  「あ、はぁ、さようでございますか。まぁ、よろしいのでございますが。で、なんでございましょう、胸の乏しい愛あい別べつ様？」

  「その一言は余計だよね！」

  「失礼いたしました。『愛別様』だけですと些いささか寂しいと思いまして……あぁ、さようでございますね、『乏しい』と付けてしまうと、余計に寂しく響いてしまうでございますね。これは配慮が足りませんでした。ご寛かん恕じよのほどを」

  「馬ば鹿かにされてるっっ！　っていうか」

  　愛別が隣の相あいの内ないの顔を見た。

  「『ごかんしょ』ってなに？」

  「『ご寛恕』だわ。お赦ゆるしくださいというような意味だわ。へりくだって言っていると思えばいいわ」

  「あれぇ？　あのロボ子、全然へりくだってないんだけどっ!?　人を小馬鹿にした顔で嫌みを言ってるんだけどっ？」

  「申し訳ございません。わたくし、作られたときからこのような顔でございますので。文句がおありの場合は、制作者である鉄てつ刃じん斎さい博士に申し上げてくださいませんか」

  　愛別は腰の引けた体勢で首を左右に振る。

  「やだよ。あのちびっ子博士、なんだか怖いもん」

  「あたしがどうしたって？」

  　甲かん高だかいアニメ声が部屋の入り口で上がり、全員が一いつ斉せいに振り返る。

  　そこには紺こんのスク水みずの上に白衣を羽は織おった鉄刃斎博士が立っていた。

  （なんか凄すさまじい絵え面づらだなぁ）

  　藻も琴ことの日常レーダーは耳が痛くなるほど甲高い警告音を発している。愛別が「なんだか怖い」というのもわかる気がした。

  「博士、ちょうどようございました。本日の試合の結果、競泳戦隊とスク水戦隊の試合結果でございますが、どのようなご裁定を？」

  「いやぁ、あたしは存分に楽しませてもらったからな。こりゃもう引き分けでいいだろ。引き分けってか、どっちも勝ちだ」

  「それって、つまり」

  　と絵え笛ふえが部員を代表して鉄刃斎博士に確認を求める。

  「わたしたちはこの競泳水着を脱がなくてもいいということですか？」

  「おまえらも、向こうの五人もな。いや、司令官を合わせると六人か。競泳戦隊は競泳戦隊で、スク水みず戦隊はスク水戦隊で、このあともミズギーズとして活動していけばいいんじゃないか？　そのほうがあたしも楽しめそうだしな」

  　茅かや沼ぬまや愛あい別べつから、おお！　という声が上がった。

  　絵え笛ふえも、少しほっとした表情だ。

  　相あいの内ないだけは表情が変わらないが、それでも安あん堵どしているのはたしかだろう。

  　藻も琴ことも肩の荷が下りた気分だ。

  　これで競泳戦隊が負けでもしていたら、自分のせいで負けたのではないかと、ずっと自分で自分を責め続けるところだった。

  

  　そのとき。

  　今度は部屋の入り口で、

  「すみません、入ってもいいですか？」

  　と言う声が上がった。

  　確認するまでもない。

  　百ゆ合り原はら萩はぎ野のの声だ。

  「ああ、いいぜ。入りな」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士が部屋の奥に移動して弥み茂も祢ねの隣に立った。

  　空あいた通路を早足で歩いてきた萩野──水色のスク水のままだ──ベッドの前まで来ると、突然、その場に膝ひざを落とし、頭を床に擦こすりつけた。

  　背せ筋すじが真まっ直すぐに伸びた美しい土下座フォームだった。

  「ごめん、藻琴！　今さらこんなことを言っても君は赦ゆるしてくれないかもしれないけど、僕はどうしても謝らずにはいられない」

  「やだなぁ。どうして萩野が謝るの。萩野は何も悪いコトしてないでしょ？」

  「で、でも、僕は……凄すごい水着を着ることになって浮かれた僕は、スク水戦隊の一員になったことを君に黙っていた。君を騙だましていたんだよ」

  「べつにいいの。騙してたのはお互い様でしょ。わたしだって、競泳戦隊の一員であることを黙っていたんだもの」

  「でも僕は……僕は最近ずっとスク水戦隊の一員としての活動に忙しくて、藻琴は競泳戦隊の活動に忙しくて、学校ではろくに話もできなかったから、君とここで闘えるのが嬉うれしくて舞い上がってしまったんだ。君と組んずほぐれつ戦えるのが嬉しくて浮かれて、いろいろ君に意地悪なことをしてしまった」

  「まぁ、いろいろとっていうか、エロエロとしてたよね、あいつ」

  「[image: ]うわさには聞いていたけど、本物のエロ百合だったわ」

  「あいつが同じ学校ガツコの同級生だと思うと、ちょっと怖いよね」

  「大丈夫だわ。あなたが襲われる可能性はないわ。安心していいわ」

  「くはぁっ。ラブレスの言葉責めが気持ちいいっっ」

  「あなたもヘンタイの仲間入りだわ」

  　などと、愛あい別べつと相あいの内ないがひそひそと言い合っていると。

  　藻も琴ことはにっこりと笑って萩はぎ野のに応こたえた。

  「だから、気にしなくてもいいの、萩野。今日のは試合だよ。お互い精一杯闘った結果だもの、萩野が謝る必要なんかないの。だいいち、わたし怪け我がなんかしてないし」

  「で、でも、僕は試合でかなり露ろ骨こつな戦法を……」

  　と言われ、自分がどんな攻撃をされたか思い出し、藻琴の顔が赤らんだ。

  「あ、ややや、たしかにあれは、その、ちょっと困っちゃったけど、でも、萩野に悪意がないことはわかっているから。むしろ、わたしのことを想おもってくれたからこその闘い方だったんでしょう？　おかげでわたし負けちゃったけど、全然痛くも怖くもなかったし。むしろちょっと……気持ちよかったし……だっ、だからべつに萩野が気にしなくてもいいの！」

  「も……藻琴」

  　土下座したまま、萩野の肩が細かく震えている。もしかすると彼女は泣いているのかもしれない。

  　絵え笛ふえ以下、水泳部員たちは生温かい目で。

  　鉄てつ刃じん斎さい博士は楽しそうににやにや笑いながら。

  　弥み茂も祢ねだけは表情を変えずに怜れい悧りな顔で。

  　誰もが藻琴と萩野のことを見守っている。

  「だから、もういいの」

  　そう言いながら藻琴は微ほほ笑えみ、静かに立ち上がった。

  　その拍ひよう子しに体に巻いていたタオルケットがはらりと落ちたのに藻琴は気づかない。

  「ね、もう顔を上げて」

  　藻琴は腰を屈かがめ、右手を伸ばす。

  　その気配に気づいたのか、萩野がそっと顔を上げ、上うわ目め遣づかいに藻琴を見て、そして。

  　萩野の目が大きく開かれ、キランっと輝いた。

  「またしても素敵なご褒ほう美びっっ！」

  「え？」

  　萩野は上体を起こし、大きく両手を広げた。

  「さっきはじっくりと堪たん能のうする前に僕が倒れちゃったけど、こうして間近で拝めるだなんて！　やっぱり君のボディラインは素晴らしいよ、藻琴。そして君のその大きすぎもせず小さすぎもしないおっぱいの美しさ。なんというか、筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたいよっ」

  「えぁぁあぁ？」

  　自分の体を見下ろした藻も琴ことは、ようやく気がついた。

  　自分の体からタオルケットが外れ、全裸になってしまっていることに。

  　全裸でベッドに立って腰を屈かがめ、萩はぎ野のに向かって手を差し伸べていることに。

  　萩野は床の上に正座したまま、直すぐそこで自分を見上げていることに。

  　藻琴の表情がみるみる赤く染まっていく。

  「あ……や……い……いやぁぁぁぁ！」

  　けたたましい悲鳴を上げながら落ちたタオルケットを引っ摑つかんだ藻琴は、それを頭から被かぶり、ベッドの上で七しち転てん八ばつ倒とうする。

  「忘れて、忘れて、忘れてぇぇぇ」

  「あんな衝撃的な映像を忘れられるものか。目の前に。目の前に！　藻琴の全裸が！　さぁ、もう一度。もう一度、君の美しい裸身を僕に拝ませてほしい」

  　と萩野がうっとりとした顔で両腕を伸ばし。

  「やはり神楽かぐら岡おか様は、そういうご趣味が」

  　弥み茂も祢ねは小さく頷うなずき。

  「あははははは」

  　鉄てつ刃じん斎さい博士は笑い転げ。

  「また一組み、愛を深めたカップルが誕生したみたいね」

  　絵え笛ふえは慈愛[image: ]あふれる眼差まなざしを注ぎ。

  「いや、あれ、愛を深めたっていうより恥を晒さらしたっていうほうが」

  　と茅かや沼ぬまは首を捻ひねり。

  「くそう、グラっち、やっぱり自分より胸がある」

  　愛あい別べつは顔を歪ゆがめて悔し涙を流し。

  「神楽岡さん、意外と胸が……ではなく、度胸があったわ。一文字付け忘れただけでまったく意味が変わるわ」

  　相あいの内ないが感心した顔で上う手まいことを言い。

  「止やめてぇぇ。言わないでぇぇ。忘れてくださいぃぃ」

  　藻琴はベッドの上を転げ回る。

  「忘れるものか！　あの衝撃映像は僕の脳内ハードディスクにしっかりと保存されたよ。最高画質で。もちろんデリート禁止だ。永久保存だ。万が一、ハードディスクがクラッシュするといけないから、ＵＳＢメモリを百本くらい用意してセーブしまくるよ」

  「やぁめぇてぇえぇぇぇ」

  「これで、めでたしめでたし、かしら」

  　と絵笛が言うと、部員のあいだから笑い声が漏もれ、ぱちぱちと拍手が沸わいた。

  　ところが。

  　そんな雰囲気に水を差すような冷静な言葉を鉄てつ刃じん斎さい博士が発した。

  「おいおい、おまえら、肝心なこと忘れちゃいないか？」

  「え？」

  　水泳部員と萩はぎ野のが博士に視線を集中させる。

  　藻も琴ことも転がり回るのを止やめ、タオルケットから目だけを覗のぞかせて、博士のほうを見た。

  　先ほどまで笑い転げていた博士だが、今やその顔に笑みの欠片かけらも見えない。

  　彼女は冷ややかな表情で全員の顔を見回したあと、意味ありげな視線を藻琴に注ぐ。

  　そして。

  「そいつ、競泳戦隊のミズギーズイエローは競泳水着が脱げてるんだぜ？　このあとどうするかを決めなくていいのかよ？」

  「……あ」
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  第６章　神楽岡藻琴は決断した

  

  　１

  

  　目覚ましが鳴った。

  　藻も琴ことは割りと寝起きがいいから、目覚ましが鳴れば、たいてい直すぐに起きられる。

  　むくりと上体を起こした藻琴は枕まくら元の目覚ましを止め、のそのそとベッドを抜け出し、窓際に歩み寄ってカーテンを開けた。

  　眩まばゆい朝の光が部屋に差し込んできて眠気が覚めていく。

  「そろそろ梅つ雨ゆだっていうのに、今日もいい天気だなぁ」

  　目を細めた藻琴は大きく伸びをし、そして呟つぶやいた。

  「でもって……今日かぁ」

  

  　あの日から──鉄てつ刃じん斎さい博士の研究所地下でスク水みず戦隊と競泳戦隊が闘ってから──一週間が経たった。

  　今日が約束の日だった。

  　これから藻琴がどうするのかを決める日だった。

  　以前のような平凡な日常へ戻っていくのか。

  　このあいだまでのような非常識な非日常を続けるのか。

  　それを選ぶ日なのだ。

  　藻琴が決断する日なのだ。

  

  　窓の前から引き返してきた藻琴は、壁際に置いてある姿見の前に立ち、着ているパジャマに手をかける。

  　藻琴がパジャマの上下を脱ぎ捨てると、競泳水着ではなく、ふつうの女子高生が身に着けるふつうに可愛かわいい白い下着が現れた。

  「これが当然だよね。服を脱いだら競泳水着とか、あり得ないよね」

  　藻琴はそう呟いた。

  　そのあり得ない状態がつい先日までの藻琴の常態だったのだから、考えると恐ろしい。

  　けれど、でも……と藻琴はまた考えてしまう。

  　あの非日常の日々が楽しくなかったのかと問われれば、楽しくなかったわけではないと答えざるを得ないだろう。

  　楽しかったと言い切ってしまう度胸はないが、楽しくなかったと否定してしまうほど噓うそつきでもない。同時に、それまで感じたことのない充実感を少しだけ感じていたのも事実だった。

  　少し楽しかったから。

  　少し充実していたから。

  　競泳戦隊の一員であることに少し惹ひかれ始めていたから。

  　でも。

  　そんな理由で選んでしまっていいのだろうか。

  　この決断は自分の一生を左右しかねないのだ。

  　だから藻も琴ことは、一週間、ずっと考えてきた。

  　迷いに迷った。

  　それでも決断を下くだした。

  　自分がどうするべきかを。

  　いや、どうしたいかを再確認した、と言うべきだろうか。

  　迷いが完全に晴れたわけではない。

  　今だって、まだ少し迷っている。

  「まぁ、でも」

  　藻琴は鏡の自分にニッコリと微ほほ笑えんでから、私服に手を伸ばす。

  「思春期の女の子が悩む、迷うなんて、それこそ当たり前でふつうのことだもんね。だから、わたしが悩んでるのも迷ってるのも当たり前でふつうのこと。この先も迷い続け悩み続けるかもしれないけど、それもふつうのこと。だから、とりあえず決めたほうへ、信じたほうへ足を踏み出そう」

  　思いを自分に言い聞かせるように言葉にしつつ、藻琴は手早く私服を着込んだ。

  　学校の制服を着ないのは、これから朝食を摂とるからだ。

  　アニメなどで女子が学校の制服を着て朝食を食べるシーンをよく見るが、あれは無理があるよねと藻琴は思う。

  （だって、ソースとか醬しよう油ゆとかこぼしたら困るじゃない？）

  　ふつうで平凡な藻琴は、自分が制服で食事したらソースや醬油を、あるいはドレッシングのかかったサラダを制服にこぼす自信（？）が大いにある。だから面倒でも、藻琴は朝起きるとまず私服に着替えて朝食を摂り、その後、改めて制服に着替えていた。

  

  　２

  

  　ダイニングに下りると、母親が淹いれたばかりの珈琲コーヒーを飲みながら新聞を読んでいた。

  　ダイニングテーブルの上には、すでに朝食の載のった皿が二人分並んでいる。

  「あ、お母さん、おはよう～～」

  

  　忙しい母親は土曜日でもほぼ毎週のように休日出勤をしていたが、今朝は珍しく母親の出勤時間がいつもより早いらしい。

  　母親もジーンズに薄手のシャツというラフな恰かつ好こうだった。

  　彼女も仕事用スーツで食事をすると醬しよう油ゆやソースをスーツにこぼしてしまうタイプの人間だから、藻も琴ことが私服で朝食を摂とるのは、母親のＤＮＡがしっかり彼女にも息づいているということかもしれない。

  　親と一緒に朝食を食べるなんて久しぶりだなぁと、藻琴の心は少し弾はずんだ。

  

  　新聞を読んでいた母親が顔を上げた。

  「あ～～、おはよう、モコちゃん」

  「こんな時間に起きているなんて、珍しいね～～」

  「来週から少しタイムシフトがずれるんだ。今日はそれに合わせてってこと」

  「そうなんだ」

  「その代わり、夜はこれまでより少し早く帰れると思う」

  「そっか。わたしとしては、そっちのほうが嬉うれしいな」

  「これからは朝食の支度も手伝うよ」

  「いいの、いいの、気にしないで。家計を支えているお母さんを朝っぱらから働かせたら罰ばちが当たるじゃない？」
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  　母親はわざとらしく目頭を押さえ、

  「藻も琴ことも立派に育ったもんだねぇ」

  　と震える声で言った。

  「そういう冗談はいいから」

  　母親はあっさりと顔から手を離し、

  「そうだね」

  　と言って、ダイニングテーブルを指し示す。

  「とりあえず今日は作ったから、冷めないうちに食べよう」

  「そだね」

  　椅い子すに腰を下ろした藻琴は胸の前で手を合わせ、

  「いただきます」

  　と軽く頭を下げる。

  「はい、いただきます」

  　母親も頭を下げ、親おや娘こ二人の朝食が始まった。

  　野菜サラダをフォークで口に運びながら、

  「最近、学校はどう？」

  　と母親が訊きいてきた。

  「うん、楽しいよ」

  「そう」

  「あのね……」

  　藻琴は学校での毎日の様子を熱心に話し、母親に少し驚かれた。

  「でね、萩はぎ野のがね……星ほし置おきさんってじつは……あ、愛あい別べつさんって前に話したっけ？　水泳部の同級生なんだけど……この相あいの内ないさんがおかしくて……」

  　母親はニコニコと笑いながら藻琴の話に相あい槌づちを打っている。

  「そっか、そっか」

  　藻琴は意味ありげな母親の笑みに気づいて話を中断する。

  「え？　なぁに？　なに笑ってるの、お母さん？」

  「いやぁ、急な転校でモコちゃんには迷惑をかけたなって思ってたからさ。あなたに友だちがたくさんできたみたいで、少し嬉うれしくなった」

  「あ、うん、もう大丈夫だから気にしなくていいよ。本当にいい人ばかりだから」

  　そう言って、えへへと照れたように笑う藻琴を見た母親は、娘の成長を実感できた気がしてさらに嬉しくなった。

  「わたしは忙しくてなかなかモコちゃんをかまってあげられないけど、ちゃんとあなたのことは見ているんだからね。だから、家のこととか気にしないで、学校を楽しめばいいと思うよ。友だちと遊べばいいと思うよ。でも、勉強も忘れないでね」

  「うん、ありがとう、お母さん。わたしね、わたし」

  「何かな？」

  「あ、えぇと、今度はしばらく転勤の心配はないんだよね？」

  「そうだね。少なくともモコちゃんが高校を卒業するまではないと思うよ、転勤」

  「そっか。なら、わたし、今の学校で精一杯、頑張るよ」

  「そうだね。そうするといいよ」

  　母親には、藻も琴ことが何を頑張ろうとしているのかまでは具体的にわからない。けれど、あまり自分から動こうとしない藻琴が積極的に意思表示、決意表明をしたのは珍しいことだ。

  　母親はもう一度驚き、そしてもう一度喜んだ。

  　二人の視線が交わり、親おや娘こは少しのあいだ無言で見つめ合った。

  「モコちゃんのことは、ずっと応援してるから」

  「ありがとう、お母さん」

  

  　３

  

  　天あめ乃の宮みや学院女子高の合宿棟とうにあるミーティングルーム兼食堂に、藻琴を含めた水泳部員五人と部の顧問である虎こ杖じよう浜はま御み崎さき、それに鉄てつ刃じん斎さい弥み茂も祢ねの七人が勢せい揃ぞろいしていた。

  　今日の弥茂祢は鉄刃斎博士からオブザーバーとして送り込まれている。

  　同時に、何か問題が起きたときでも即座に的確に対処できるようにという安全装置の役目も負っている。

  

  　鉄刃斎博士曰いわく。

  「一度着た水着を脱いだケースなんて初めてだからな。水着に対する適性があったとしても、一度脱いで別の水着を着たとき、なんらかの不都合、問題が発生しないとも限らねえ。だから、おまえが決断する日に弥茂祢を遣やっておく。まぁ問題が出る可能性は低いとは思う。あくまで万が一に備えての措そ置ちだから気にするな。水着を着ない場合には、余った水着を回収してくる必要があるしな」

  

  　ということで、今日の午後に、弥茂祢は天乃宮学院女子高等学校を訪ねてきたのである。

  　例によって弥茂祢はシックなメイド服を着ていたので、虎杖浜と一緒に学院内を歩いているときにちょっとした騒ぎになったのだが、それは本筋には関係ないのでおいておく。

  

  　虎杖浜が弥茂祢を連れてきた時点で、関係者一同が勢揃いしたことになる。

  　百ゆ合り原はら萩はぎ野のも、

  「ぜひ僕も行きたい」

  　と申し出ていたが、さすがに、

  「これは水泳部の問題だから」

  　と虎こ杖じよう浜はまに断られてしまった。

  　だから藻も琴ことは、教室を出るときに萩野から、

  「僕は楽しみに待っているよ」

  　と熱い声をかけられていた。

  　つまり萩野は、競泳戦隊とスク水みず戦隊という違いはあっても、藻琴がもう一度あの競泳水着を着れば、互いにミズギーズの一員として正義の活動ができるから、その日が来るのを楽しみに待っていると言ったわけだ。

  　そんな彼女に対して、藻琴は曖あい昧まいに頷うなずくだけで、とくに返事をしなかった。

  （返事をするのは、わたしが決断したあと。それからゆっくり萩野と話をしよう）

  　という決意を胸に秘め、藻琴は合宿棟とうまでやって来たのだった。

  

  　４

  

  　さて、と虎杖浜が口火を切った。

  　今日はお茶もお菓子もなく、最初からガチンコの雰囲気だった。

  「決めたか、神楽かぐら岡おか？」

  　という虎杖浜の言葉に、他ほかの部員、絵え笛ふえ美み深みキャプテン、茅かや沼ぬま瑞みず穂ほ、愛あい別べつ美み留る和わ、相あいの内ない美み幌ほろが一いつ斉せいに藻琴の顔を注視した。

  「はい、決めました」

  　藻琴の声にも態度にも、なんら揺らぎを感じなかったので、虎杖浜は、ほほう？　と言って目を見開いた。

  「どうするんだ？」

  「水着を着ます。というか、着させてください」

  　絵笛以下、四人の水泳部員の緊張が解け、表情が緩ゆるんだ。

  　愛別など、嬉うれしさを隠すこともなく拍手している。

  「そうか」

  　虎杖浜が破は顔がんする。

  「おまえが決めたことだ。わたしらがどうこう言うべきじゃない。でも、最後にもう一度だけ訊きいておくぞ。いいんだな、神楽岡？」

  　藻琴は清すが々すがしい顔で力強く頷いた。

  「はい。せっかくの機会ですから、これを捨てちゃうのはもったいないと思いました。だから競泳戦隊ミズギーズイエローとして活動していきます。いえ、一緒に活動させてください」

  　藻も琴ことがぺこりと頭を下げると、虎こ杖じよう浜はまが手を差し伸べた。

  「こちらこそ、よろしくな、イエロー」

  　藻琴は、女性にしては大きな虎杖浜の掌てのひらを握った。

  　藻琴と虎杖浜の握手が終わると、絵え笛ふえ、茅かや沼ぬま、愛あい別べつ、相あいの内ないも次々に手を差し出してきた。

  「またよろしくね、神楽かぐら岡おかさん。いえ、今日から再びミズギーズイエローね」

  「よろしく、かぐらちゃんイエロー」

  「よろしくだよ、イエローっ」

  「よろしくお願いするわ、イエロー」

  　立ち上がった藻琴は、一人一人と、がっちり握手していく。

  　握手が終わると、藻琴は改めて五人に向かって頭を下げた。

  「競泳戦隊ミズギーズイエロー、戻ってまいりました。またご指導ご鞭べん撻たつのほどを、よろしくお願いしますっ」

  　盛大な拍手が沸わき起こり、ミーティングルームは温かないい雰囲気に包まれた。

  　そんな中、空気をまったく読んでいないかの如ごとく冷静な、むしろ冷淡な声が弥み茂も祢ねから発せられた。

  「申し訳ございません、皆様。神楽岡様に『ミズギーズイエロー』を名乗っていただくわけにはいかないのでございます」

  「え？　どういうことだ？」

  　虎杖浜が怪け訝げんそうな顔を向けると。

  「黄色い競泳水着は壊れてしまいましたので」

  「あ、そうか、そうだった！　同じ色の予備はそちらにもないってことか」

  「さようでございます。同じ黄色の競泳水着の新作を作るには相当な時間がかかってしまうでございましょう」

  「どのくらいかかるんだ？」

  「さようでございますね。上う手まくすれば数か月で完成するかもしれませんが、悪くすると半年以上、最悪、一年くらいもかかってしまうかもしれません」

  「そんなにかかるのか」

  　と言う虎杖浜だけでなく、部員たちも意外そうな顔になった。

  「博士はお忙しい方でございます。今日の明日というわけにはまりいません。完成を待っていては皆様方の活動に支障が出てしまうでございましょう。というより、せっかくの神楽岡様のご決断が無駄になってしまいます」

  「たしかにな。半年も一年も待ってはいられないな」

  「でございます故ゆえ、予備の水着を着用していただくしかないのでございます。その場合、水着は黄色ではないので、イエローを名乗るのは無理があるのでは、というご指摘をさせていただきました」

  「あんたの話は相変わらず回りくどいな」

  （それを先生が言いますか!?）

  　と思わないでもない藻も琴ことだが、もちろん、口に出してツッコむことはしない。

  　怖いから。

  　この場合、虎こ杖じよう浜はまと弥み茂も祢ねから同時にツッコみ返される虞おそれがあるから、怖さは二倍だ。

  「申し訳ございません。そういう仕し様ようなものでございまして」

  　丁てい寧ねいに頭を下げる弥茂祢だが、表情が少しも変わっていないので、本当に申し訳なく思っているかどうかは、かなり怪しかった。

  「ああ、わかった、わかった」

  　と虎杖浜が手を振る。

  「じゃあ予備のはどんな色があるの、みもっち？　水泳部うちにも一着、白の予備があったよね。あれとは違うの？」

  　と愛あい別べつが訊きいた。

  「同じでございます。予備というよりプロトタイプと言ったほうがいいのかもしれませんが、それは複数着ございまして、いずれもが白い水着でございます」

  「やっぱ白なんだ」

  「さようでございます。ですので、どれを着ていただくにしても、神楽かぐら岡おか様には『ミズギーズホワイト』を名乗っていただくのが相応ふさわしいかと思うのでございます」

  「白かぁ。カッコいいじゃん、グラっち」

  「え？　そそそ、そうですかね」

  「白はプロトタイプでございますが故に、色つきの物より機能的に少しばかり劣る面がございます。ですが、複数ある予備の中でもいちばん性能のいい物をお持ちいたしましたから、戦闘力的にはほとんど見劣りはしないと申せましょう」

  「よかったじゃん、グラっち。っていうか、ホワイト！」

  　愛別が、ぐっと親指を立ててみせた。

  「い、いいのかなぁ」

  「いいと思うわ。神楽岡さんには似合いそうだわ」

  　相あいの内ないまでそんなことを言う。

  「そそそ、そうですか」

  「よし。善は急げだ。さっそく着替えてこい、神楽岡」

  　と虎杖浜に促うながされ、藻琴は覚悟を決めて立ち上がる。

  （白って透すけ易やすいけど、この競泳水着は超技術で作られてるから透けないんだよね。前の黄色い水着も極薄で透けそうだったけど、透けなかったもんね）

  「では、わたくしがお手伝いいたします。神楽かぐら岡おか様、ささ、更衣室へ参りましょう」

  　と言って弥み茂も祢ねが手招いたので、藻も琴ことはビクっと腰を引いた。

  「いえ、あの、一人で着られますケド」

  「わたくしは万が一の不測の事態に備えて博士から派遣されているのでございます。神楽岡様を一人で着替えさせるような無責任な真ま似ねはできないのでございます」

  「う……そ、そうですか」

  「ご安心くださいませ。わたくしはロボでございますので、神楽岡様の着替えを間近で見ても、欲情いたしたりはしないでございます」

  「よよよよ欲情って、そんな……」

  「よかったわね、神楽岡さん」

  「え？　な、何がです、相あいの内ないさん？」

  「もしも百ゆ合り原はらさんが来ていたら、あなたの着替えに欲情して、またもや大変なことになっていたかもしれないわ」

  「想像するとマジで怖いぃぃぃ」

  「さ、神楽岡様、参りましょう」

  　弥茂祢が、がしっと藻琴の手を取った。さすがにロボだけあって大した握力だ。

  　藻琴は弥茂祢に半なかば引きずられるようにしてミーティングルームの出口へと向かう。

  「わたくし、何があっても即座に対応が取れるように、神楽岡様のお着替えの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくをしっかりと見守る覚悟でございますから、どうかご安心ください」

  「安心できないんですけど～～っ」

  

  　５

  

  　藻琴と弥茂祢は更衣室までやって来た。

  　壁際に縦長のロッカーが並び、それに挟はさまれた小さな空間に水色のベンチが置いてある。

  　そのベンチに腰を下ろすと、藻琴はおずおずと弥茂祢を見上げた。

  「あの、弥茂祢さん、本当に見ているんですか？」

  「もちろんでございます。少しの異変も見み逃のがさないよう、目を見開きまして」

  　と言うや否いなや、その言葉どおり、弥茂祢は目をかっと見開いた。

  「万が一に備えて録画機能もスタンバっておりますので大丈夫でございます」

  「やだ～～。全然大丈夫じゃないですよ、それぇ」

  「ですから、大丈夫でございますと。何か異変の兆候が現れない限り、録画は開始されないのでございますから」

  「本当に？」

  「本当でございますとも」

  「じゃ、じゃぁ、いいか、な」

  「神楽かぐら岡おか様、ではこれを」

  　藻も琴ことは弥み茂も祢ねが差し出してきた白い水着を受け取る。

  　相変わらずの極薄だ。

  　それを受け取った藻琴は、手でくいくいと引っ張ってみる。

  　水着はどこまでもよく伸びた。

  　藻琴は試しに水着を眼前に掲かかげ、前に立つ弥茂祢を水着越しに見てみる。

  　なるほど、透すけていない。

  　以前の黄色い水着は水に濡ぬれてもほとんど透けなかったから、この透とう過か率なら白色でも問題なさそうだ。

  　問題は、自分のことをガン見している弥茂祢のほうだと藻琴は思う。

  「あの、弥茂祢さん、せめて向こうを向いていてもらえると……」

  　藻琴が言い切る前に。弥茂祢はにべもなく断ってきた。

  「駄目でございます。少しでも異変の兆候が現れたら直ただちに対処しなくてはならないのでございます。後ろなど向いていては、対処に遅れが出かねないのでございます。そんなことになったら、神楽岡様のお命に関わる危険が」

  「えぇぇえ？　そんな危険があるんですか!?」

  「いえ、あくまで万が一の場合に備えているだけでございます。現実的には、そのような危険性はほぼ無視できるかと」

  「だったら後ろ向いていても……」

  「駄目でございます。神楽岡様のお着替えはしっかり録画しておくように博士からきつく申しつけなんでもございません」

  「ちょぉぉぉぉ？　今なんかとんでもないことをさらっと口にしかけたんですけど、このロボ子さんはぁぁぁぁ！」

  「もう。諦あきらめが悪いでございますね、神楽岡様は。愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていますと、わたくしがあなた様の頭を殴なぐって気絶させ、その後、ゆっくりと、じっくりと、とっぷりと、ねっぷりと、ぬっちゃりと、着替えさせてあげてもようございますが」

  「擬ぎ音おんがとても嫌ぁぁぁ」

  　悲鳴を上げた藻琴は、がっくりと肩を落とす。

  「自分で着替えます～～」

  　半泣きの表情で体を横にした藻琴は──弥茂祢に正面から見られたくないというせめてもの抵抗だ──素早く制服を脱ぎ、素早くブラを外し、素早くパンツを下ろし、素早く競泳水着に足を通し、素早く水着を引っ張りあげた。

  　相変わらず抜群の伸縮性だった。

  　やや小さめのサイズにも拘かかわらず、水着はあっさり胸まで引っ張りあげられ、藻も琴ことは大きく安あん堵どの息を吐はいた。

  （ここまで来ればもう大丈夫……だよね）

  　弥み茂も祢ねに背中を向けると、両腕を水着に通し、肩紐ひもを引っ張りあげ、乳房の位置を整える。小さいとはいえ収まるところに収まっていないと着心地が悪いから。

  　それが終わると、今度は股こ間かんの三角ゾーンを整える。

  　何しろ超ハイレグ水着のこと、ちょっと油断すればはみ出してしまう虞おそれがある。そんなことになったら女子高生としては致命的だ。

  　すべての作業が終わると、藻琴はもう一度、大きく深呼吸した。

  「あ、この、力が体の奥から湧わき出してくるような感覚……ちょっと懐かしいな」

  「どうやら、予備の水着でも問題はなさそうでございますね。ようございました」

  　と背中から弥茂祢に声をかけられ、藻琴は振り返った。

  「そういえば、この予備……というか、プロトタイプでしたっけ、これって、機能的に本物と何がどう違うんですか？」

  「戦闘力的には、ほとんど遜そん色しよくはございません。敢あえて申せば、着用者の潜在能力を引きだす効率が数パーセントほど違うという程度でございます」

  「べつにプロトタイプと言い立てるほどの違いはないんですね？」

  「いえ、戦闘力とは別のところに少しばかりの違いがございまして」

  「え？　それはどんなところなんですか？」

  「少し透すけるのでございます」

  「…………はい？」

  「やはりプロトタイプ、しかも白色でございますから、濡ぬれますと、どうしても透けてしまうでございます」

  　藻琴は目を剝むいて大きく仰のけ反ぞった。

  「いえぇぇえぇ？」

  「ですが、それほど不安視される必要もないかと。濡れなければ透けないのでございますから、水中で闘ったりしなければ問題はないでございましょう」

  「いえ、でも、雨の中で活動したりすることもあるんじゃないですか？」

  「さようでございますね。たしかに街の平和を守るミズギーズの正義の活動が、雨天順じゆん延えんというわけにもまいりませんね」

  「そ、それに、誰か溺おぼれた人を助けるために海や川に入ることだって……」

  「入っているあいだは透すけてるのがわかりませんから、大丈夫でございますよ。もっとも、水から上がったときにどれほど透けているかは試してみないとわからないでございますが。どうせでございますから、いま試してみましょう」

  「え？　どうやって？」

  　弥み茂も祢ねは隠し持っていた小さな水鉄砲を取り出した。

  　その銃口を藻も琴ことの胸に向けると、くいとトリガーを引く。

  　勢いよくぴゅっと水が飛びだして藻琴の胸を濡ぬらした。

  　弥茂祢がことさら難しい顔を作って言った。

  「なるほど。たしかに透けるでございますね」

  　藻琴は慌あわてて自分の胸元を見下ろしてみる。

  　透けていた。

  　かなり透けていた。

  　乳首とか、くっきりと浮かび上がっている。

  「ちょおぉぉぉ、困る、これは困りますよぉ」

  　藻琴は左手で胸を隠し、右手をぶんぶんと振り回す。

  「やだやだ、弥茂祢さん、これ、なんとかしてぇ」

  「ですが、元々、皆様方の活動は夜間がメインでございましょう？　であれば、多少透けても問題はないかと」


  [image: ]


  「大有りだよぉぉ。だいいち、クラブ活動のときは？　プールに入ったら透すけますよね？」

  「クラブのときは競泳戦隊のお仲間しかいないのですから、問題ないではございませんか」

  「やだぁ、恥ずかしいぃ。水の中ならともかく、プールから出たら透けてるなんてぇぇ」

  「水着は直すぐに乾くから問題はございません。ほんの一、二分、透けてるだけでございます。じっさい、今だってもう乾きかけているでございますから」

  「いやぁぁぁあ、脱ぐぅぅ、これ脱ぐぅぅぅ」

  　藻も琴ことは着たばかりの白い水着を引き下ろそうとしたのだが。

  「きゅうぅぅ」

  　たちまち眩暈めまいがして、その場にへたり込んでしまった。

  「神楽かぐら岡おか様。先ほども申し上げましたとおり、その水着、機能的には正規ナンバーとほとんど変わりがないのでございます。つまり、一度着てしまえばもう脱げないという属性もまた同様というわけでございまして」

  「嫌ぁぁぁぁぁ」

  　藻琴の悲鳴が更衣室に谺こだまし、そして弥み茂も祢ねが丁てい寧ねいに頭を下げた。

  「ご愁しゆう傷しよう様でございます」

  

  　６

  

  　もしもあなたが天あま松まつ市に行くことがあったら、夜の天あま名な湖周辺を散策したりドライブしたりするのもいいかもしれない。

  　運がよければ、競泳水着とスクール水着に身を包んだ正義の戦隊、ミズギーズの活躍をその目で見られるかもしれないから。

  　もし見るだけでは物足りないというのなら、何か悪さをすればいい。

  　きっと競泳戦隊かスク水みず戦隊が現れて、あなたを懲こらしめてくれることだろう。

  

  



  
    《完》
  


  


  あとがき

  

  　前巻の繰り返しになりますが、本作は完全なフィクションです。実在の人物団体等とは関係ありません。実在する地名に似ている地名が出てきたとしても、それはただの偶然です。

  　とまぁ、断るまでもないことを断っておいて、本題です。

  

  　本作はこの三巻で終了となります。ご愛読、ありがとうございました。元々が大長編にするようなネタでもありませんし、この辺がいい頃合いだろうと。担当様、黒くろ銀ぎん様、ありがとうございました。

  　ただでさえニッチなジャンルの上に作者の趣味全開な本作、よくもまぁ書かせてくれたものだと感心したり呆あきれたり。さすがガガガ文庫さんだという思いを新たにしたシリーズでした。近いうちに別のネタを引っさげて戻ってきたいと思います。見捨てないでください。

  　今度はもう少しノーマルなネタがいいのかな？　それとも、もっと突き抜けちゃったほうがいいのかなぁ。「下ネタという概念が存在しない退屈な世界」みたいな。

  　いや、アレ凄すごいですよね。ネタも凄いけどカバーも凄い。本年度ラノベ大賞カバーデザイン部門の第一位はアレで決まりでしょう。って、そんな大賞がどこにあるのか知りませんけど。さすがにガガガ文庫さんだという思いを新たに……以下同文。

  　それはさておき。

  　今年の夏は（も）暑かったですね。とくに八月下旬からの残暑が洒しや落れにならなかった。

  　もうそろそろ今年の夏も終わりだろうという油断を見み透すかしたかのような猛烈な残暑。八月下旬の札幌で三十二度とか三十三度とか、あり得ない気温らしいですよ？　いやまぁ関東平野に三十年ほども暮らしていた人間としては大騒ぎするような気温じゃないんですけど、札幌の人に言わせると「とんでもない気温」らしいです。このあいだ乗ったタクシーの運転手さんが「札幌人は二十三度超えると暑くて我慢できない」って言ってました……って、なんて贅ぜい沢たくなこと言いますか！　っていうか、どんだけ暑さに弱いのか!?　でも、わたしも少しずつ札幌に慣れてきちゃってるので、三十二度とか、めっちゃ暑いです。それでもこの夏エアコン無しで乗り切りましたが。うん、節電には貢献した。

  　ただ、札幌の場合、冬のほうが切実だそうで。電気の使用量は夏よりも冬のほうが多くなるらしい。わたしも夏にエアコン無しで我慢できても冬に暖房無しでは我慢できる自信がない。というか、暖房無しだと寒くて死んでしまいますがな。部屋に備え付けの灯油ＦＦファンヒーターも電気で動いてるから、計画停電になったらエアコン共々、暖房が全停止状態になるんですよ。想像するだけで凍こごえそう。小型の石油ストーブ必須か？　と今から怯おびえています。

  　関係ないですけど、石油ストーブって、なんで「石油」ストーブなんでしょうね？　入れてるのは灯油なのに。石油入れたら大惨事ですよ。記憶力に難のあるわたしは、年取って認知症にでもなったら石油ストーブに素直に石油入れちゃいそうで怖いんですが。え？　そんな奴やつはいない？　そうですかね。あ、知ってました？　こっちだと、コンビニで灯油売っているんですよ。カルチャーショック！　それはともかく。石油ストーブ買おうかどうしようか、残暑の中で悩んでいる今日この頃です。

  

  　え～～、では最後に恒例の今後の予定。

  　来月、十一月には「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の二巻が出る予定です。

  　来年の一月には「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の六巻目が出る予定。こちらは本編の最終刊となります。で、三月頃に短編集が出て「白しろ兎うさぎ騎士団」シリーズはめでたく完結となります。その後、ファミ通文庫さんでは直すぐに次のシリーズが始まるでしょう。

  　ガガガ文庫さんでもなるべく早くに次のシリーズを始められるように頑張ります。

  　では、十一月に「落ちてきた龍王と滅びゆく魔女の国」の二巻でお会いしましょう。

  

  



  
    二〇一二年九月吉日　　舞阪　洸
  


  舞阪洸

  Kou Maisaka

  

  今年の札幌は八月下旬からが異様なくらい暑かった。それでもエアコン無しで過ごせるわけで、関東平野に比べれば札幌マジ天国。作家とか漫画家とかイラストレーターとか、みんな引っ越してくればいいのに。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ
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